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面積…26.45k㎡

人口…113,332人（前月比-57）

　男…  54,069人

　女…  59,263人

世帯…  49,390　　

　（平成29年1月4日現在）

羽曳野市
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●音声版「声の広報」は市ウェブサイトから
　ダウンロードできます。

今月の表紙
　峯ヶ塚古墳を中心に高台に位置する峰塚
公園からは、二上山などの山並みが一望でき
ます。管理棟「時とみどりの交流館」では、LIC
ウェルネスゾーン・フォローアップ教室も開催
しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

世界文化遺産登録の
　　　　　　　 「思いを一つに」

　先月６日、松井大阪府知事、竹山堺市長、國下藤井寺市長と共に、
首相官邸と文部科学省を訪れ「百舌鳥・古市古墳群」の世界文化遺
産登録実現に向けた要望活動を行いました。
　菅官房長官との面会後、現地でさらに超党派で構成される国会議
員連盟の皆さんとも合流し、松野文部科学大臣、宮田文化庁長官と
ご面会させていただきました。
　要望書をお渡ししたあと、私からは、「『今年こそは』という思い
が地元では盛り上がっています。
古墳群とともにその空気を肌で感
じていただけるよう、是非、羽曳
野・藤井寺、堺に視察にお越しい
ただきたい。」と申し上げました。
　今月は、東京で初めてとなるシ
ンポジウムを開催します。そして、いよいよ３月にはより熟度を上
げた推薦書案を文化庁に提出します。
市民の皆さま、府民の皆さまの思いを胸に、そして関西全体の心強
い応援を背に、「思いを一つに」スタートした年の始まりとなりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羽曳野市長　北川 嗣雄

　本市と災害時等の協定を締結しているケーブルテレビ局 J:comの情報番
組「ふわっと…欣様 -What?KIN-SAMA-」に出演させていただき、羽曳野
の3つのワイナリー、飛鳥ワインさん、河内ワインさん、仲村わいん工房

さんを私自らご紹介させていた
だきました。
　J:comウエストかわち局は松原
市、藤井寺市、八尾市、柏原市、
羽曳野市で約144,000世帯が視
聴できるそうです。

～ J:com 情報番組でワイナリーをご紹介しました ～
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暖房の使用や空気の乾燥などで、火災が起こりやすい季節です

防火対策できていますか？
　どんなに気をつけていても、放火や近隣からの延焼など、火災
を完全に避けることは難しい場合があります。しかし日ごろから、
「もしも」を想定した “準備” と “心構え” で、被害を最小限にお
さえることはできます。

出火を防ぐためには．．．

それでも火が出たら．．．

知らせる
・大声で火事を知らせる。
・非常ベルや音の出るものをたたく。
・小さな火事でも 119 番通報。

初期消火
・消火が可能なときは、消火器や水、毛布
など手近なものを利用する。

逃げる
・消火が困難なときは迷わず避難。
・可能なら、燃えている部屋のドアや窓を閉め、空気を遮断後に避難。

～本当に怖いのは煙です～
●火災で発生する煙には、一酸化炭素などの
有毒ガスが含まれており、吸うと死につなが
るほど危険です。
●姿勢を低くし、タオルや衣類を口にあて、
煙を吸わないように避難しましょう。

放火対策を万全に！
・家の周りは整理整頓する。
・センサーライトを設置するなど、 
   暗がりを減らす。

子どもの火遊びに注意！
・子どもに「火の扱い方」「火の怖さ」を教える。
・子どもの手の届く範囲にマッチや
  ライターを置かない。

コンセントまわりをきれいに！
・たこ足配線をしない。
・コードの上にものを置かない。
・ほこりをためないよう普段から掃除
  する。

状況により優先順位は異なります。
判断を誤って、逃げ遅れては大変です。落ち着いて行動
しましょう

寝たばこ・ポイ捨ては厳禁！
・火のついたたばこを放置しない
・吸い殻は、必ず水をかけて捨てる。

ストーブのまわりを整理！
・衣類や布団など燃えやすいものを置かない。
・給油は火を消してから行う。

コンロから離れない！
・揚げ物など、火を使うときはその場を
   離れない。
・衣服の袖や裾などに火が触れないよう
  気をつける。厚着で気づくのが遅れる
  こともあるので、要注意。

問合せ　災害対策課 ☎072-958-1111（内線 2712・2713）

・天井に火がうつったら消火は困難。
  無理せず避難しましょう。

・避難は「高齢者、障がい者、子ども、傷病者」を優先

・服装や持ち物にこだわらず、とにかく早く逃げる。

・煙の中を逃げる際は、なるべく姿勢を低くする。

・一旦逃げ出したら、再び中には戻らない。

・逃げ遅れた人がいるときは、消防隊にすぐ知らせる。

◆ ◆ ◆  火災からの避難ポイント ◆ ◆ ◆
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[ 開  設  期 間 ] 2 月 16 日㈭～ 3 月 15 日㈬ ※土日を除く
[ 開 設 時 間 ] 9:00 ～ 17:00
[ 相談受付時間 ] 9:00 ～ 16:00 ご注意ください！
* 申告会場の混雑状況により早めに（15:00頃）相談受付を終了する場合がありま
す。*申告会場は、大変混雑しますので、ご自身で申告書を作成してご提出してく
ださい。*「申告書等の受付」及び「用紙の交付」は、17:00まで行っております。
*「すばるホール」では、納付手続、納税証明書の発行及び相続税の相談は行って
おりません。*申告会場では、ご不明な点について質問や確認をしていただき、会
場内のパソコンを使ってご自身の申告書等を作成していただきます。
※申告会場にお越しの際には、関係書類や前年分の申告書の控え等をご持参ください。
●平成 28 年分の申告期限、納付期限等について

税目など 申告期限 納期限 口座振替日
所得税および

復興特別所得税 3 月 15 日㈬
3 期分 3 月 15 日㈬ 4 月 20 日㈭
延納分 5 月 31 日㈬ 5 月 31 日㈬

個人事業者の消費税
および地方消費税 3 月 31 日㈮ 3 月 31 日㈮ 4 月 25 日㈫

贈与税 3 月 15 日㈬ 3 月 15 日㈬
　申告書等は、e-Tax（国税電子申告・納税システム）による送信、郵便や信書便に
よる送付又は税務署の時間外文書収受箱への投かんにより、提出することができます。
　国税は、申告した税額等に基づき納税者ご自身で納付の期限（納期限）までに納付
していただく必要があります。
　なお、納付書で納付を行う場合には、納付期限までに現金に納付書を添えて金融機関
（日本銀行歳入代理店）又は住所地等の所轄税務署の納税窓口で納付してください。	
　納付書は申告会場及び税務署に用意してあります。

[所在地 ]富田林市桜ヶ丘町2番 8号
[ 交　通 ]・近鉄長野線川西駅から徒歩8分
　　　　・南海小金台2丁目バス停から徒歩8分
　　　　・近鉄富田林駅からレインボーバス
　　　　　　　　　　　  「すばるホール」で下車
[問合せ ]富田林税務署 ☎ 0721-24-3281（代表）

※上記番号は自動音声によるご案内です。ア
ナウンスに従い操作してください。なお、
「すばるホール」会場では、電話による問
い合わせはお受けできません。

●マイナンバー(個人番号)について
　税務署に申告書等を提出する場合に
は、個人番号（マイナンバー）を記載
していただくことになります。
 　その際に、本人確認書類の提示又は
本人確認書類の写しを申告書等に添付していただく必要があります。

【 本人確認書類について 】
①個人番号カード （マイナンバーカード）
②通知カード+③運転免許証、健康保険証など

※郵送により提出する場合には、上記①又は②③の写しを添付してください。

●申告書の作成・提出について
　従来、国税庁ホームページ「確定申告等作成コーナー」にて申告書を
作成することができますが、平成28年分の確定申告より、タブレット
端末等でも申告書作成ページの利用ができるようになりました。
○自動計算で、いつでも申告書が作成できます。
○コンビニエンスストア等のプリントサービスを利用して申告書を印
刷できます。

○印刷した申告書を郵送すれば、税務署に出向く必要がありません。
所得が「給与・公的年金」のみの方は必見！！
給与所得者又は公的年金所得者の方向けの申告書作成画面は、初めての
方でも操作がしやすい画面となっておりますので、是非ご利用ください。
詳しくは、ホームページの「よくある質問」等をご覧ください。

国税庁ホームページ　　作成コーナー　　検索
● e-Tax のご利用方法
国税電子申告・納税システム「e-Tax」は、自宅やオフィス等からイ

ンターネットを利用して、所得税及び復興特別所得税、消費税及び地方
消費税、贈与税などの申告ができます。また、ダイレクト納付やイン
ターネットバンキングによる納付もできます。

また、「e-Tax」を利用して所得税及び復興特別所得税の確定申告を
行っていただきますと
①添付書類（医療費の領収書や給与所得の源泉徴収票等）の提出省略
②還付がスピーディーなど書面による申告に比べてメリットがあり、
大変便利なものとなっております。
詳しくは、e-Taxホームページ（国税庁、 e-Tax又は確定申告で検索）

をご覧ください。
※e-Taxの利用に際しては、マイナンバーカードとＩＣカードリーダライタの事前準

備が必要です。

●ふるさと納税ワンストップ特例制度
ふるさと納税ワンストップ特例制度は、ふるさと納税先の自治体

数が5団体以内の場合に限り、ふるさと納税を行った自治体に「寄
附金税額控除に係る申告特例申請書」を提出することにより、所得
税の確定申告（又は住民税の申告）を行わなくても所得税の寄附金
控除相当分を含めて住民税から税額控除されるという制度です。
　次の①又は②に該当するときは、ふるさと納税に係る寄附金控除の
額を記載した確定申告書の提出が必要となります。	
①６団体以上の自治体へ寄附した場合
②確定申告書の提出をした（する予定の）場合。

●年金所得者の申告手続の簡素化について
　公的年金等に係る雑所得を有する方で、公的年金等の収入金額が
400万円以下であり、かつ、公的年金等以外の所得金額が20万円以
下の場合には、確定申告が不要となります。
（注１）この場合であっても、医療費控除などによる所得税及び復興特

別所得税の還付を受けるための確定申告書を提出することがで
きます。

（注２）	所得税及び復興特別所得税の確定申告が不要となった場合でも、
各種所得控除を受けるためには、住民税の申告が必要となる場
合があります。	

富田林税務署 ☎ 0721-24-3281
からのお知らせ

所得税（及び復興特別所得税）・消費税（及び地方消費税）・贈与税の申告相談について

2月16日㈭ 開設

◆
確
定
申
告
会
場
は
「
す
ば
る
ホ
ー
ル
」（注１）申告書の提出後に納付書の送付や納税通知書等によるお知らせはありません。

（注２）納付が納付期限に遅れた場合又は残高不足等により口座振替ができなかった場合には、法定納期限の翌日から納付日まで
の延滞税を併せて納付する必要があります。

本年は、開設日を変更していますので
ご注意ください。

確定申告会場は
「すばるホール」
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●市・府民税の申告について
　平成29年度の市・府民税の申告を受付します。郵送による提出
も可能です。（市・府民税の申告書が届いた方は、同封のしおりを
封筒としてご利用いただけます。）
個人番号（マイナンバー）が必要です。
　平成29年度より申告の際、下記に記載のある本人確認書類の提
示又は写しを申告書に添付していただく必要があります。
本人確認書類
① 個人番号カード（マイナンバーカード）
② 通知カード ＋ ③ 運転免許証、健康保険証など

※上記①又は②③の書類の提示、郵送の場合は写しを添付してください。

[ 受付期間 ] 2月15 日㈬ ～ 3 月15 日㈬（土曜・日曜を除く）
9:30 ～ 12:00、13:00 ～ 16:30

[ 受付会場 ] 市役所本館 1 階ロビー
[ 郵 送 先 ] 羽曳野市役所　税務課市民税担当宛
　市・府民税に関連した各種証明書発行や、国民健康保険証・後期
高齢者医療被保険者証などの交付、介護保険料・保育園及び幼稚園
の保育料の算定などに申告が必要です。

◆申告しなければならない人◆
　本市在住（平成29年1月1日現在）で、平成28年中において
次の要件に該当する人。
・営業、農業などの事業を営んでいる人
・大工、左官などの日雇いで所得のあった人
・生命保険、集金などの外交員で報酬の合った人
・家賃、地代などの所得があった人
・給与所得者で ①勤務先から給与支払報告書が提出されていない人

②給与以外の所得があった人 ③ 2箇所以上からの給与の支払を
受けていた人

・公的年金受給者で ①年金以外の所得があった人 ②各種所得控除
を受けようとする人

◆その他◆
　ご自分で作成された確定申告書は、市・府民税の申告期間中、市役
所本庁 1階ロビーの受付会場でお預かりし、富田林税務署へお届け
します。
① 申告に関して必要な書類等を必ずご持参ください。
（例）給与の源泉徴収票、年金の源泉徴収票、生命保険の控除証明等
② 医療費の申告をされる方について
領収書の合計額計算及び明細書のご準備をお願いします。

羽曳野市ウェブサイトより個人住民税の
市・府民税申告書が作成できます。

　2月より、羽曳野市ウェブサイトにて申告書の作成及び住民税の試
算、ふるさと納税（寄附金控除）の試算を行うことができます。
作成された申告書に必要事項を補記していただき、必要書類とともに
郵送又は持参いただくと、市・府民税申告を行うことができます。申
告を行われる方はぜひご利用ください。

●償却資産の申告はお済みですか？
= 平成 29 年度　申告書提出期限 … 平成 29 年 1 月 31 日㈫ =

　償却資産の所有者で、申告書が未提出の方は、早急に提出してください。
＜問合せ＞税務課 固定資産税担当　☎ 958-1111  内線 1550・1551
●ミニバイクなどの異動申告
　軽自動車税は、4月 1日現在登録されている所有者（使用者）に課税さ
れます。バイクや軽自動車などを廃車や譲渡したり、所有者が転出したり
するときは、表の区分により手続きしてください。（4月 2日以降の廃車や
譲渡には平成29年度の軽自動車税がかかります。ご注意ください。）
　なお、3月下旬は窓口が大変混雑することが予想されますので、廃車など
の手続きは比較的空いている3月中旬までにお済ませください。

申告区分 受付場所 必要な書類など

原動機付	
自転車

（ミニバイク）

市役所税務課
（8番窓口）

販売証明書または申告済証・ナンバー
プレート・印鑑（名義変更の場合、新・
旧）・届出者の本人確認書類（免許証等）・
委任状（所有者と同居でない方が来庁
される場合）

軽二輪
小型二輪など

近畿運輸局 大阪運輸支局
和泉自動車検査登録事務所
（和泉市上代町官有地）
☎050-5540-2060

検査証または届出済証、ナンバープレ
ート、印鑑、住民票、自賠責保険証明
書など
※詳しくは左記事務所にてご確認ください

軽自動車
軽自動車検査協会

大阪主管事務所和泉支所
（堺市西区山田2-190-3）

☎050-3816-1842

検査証、ナンバープレート、印鑑、住
民票など
※詳しくは左記事務所にてご確認ください

◆ミニバイクなどの盗難にあった場合は、ただちに警察署へ盗難届を出すと
ともに、市役所税務課にも届け出てください。

＜問合せ＞税務課 総務担当 ☎ 958-1111 内線 1570・1571

市税の納付忘れはありませんか？
　市税を定められた納期限までに納付しないことを「滞納」
といい、督促状や催告書などで納付をお願いしています。
それでも未納の場合には、納付をされた方との公平を保つ
ため、滞納者の財産を差押える場合があります。
　督促状や催告書がお手元に届いた場合は、そのままにせ
ず、すみやかに納付してください。
　事情により一括納付できない場合は、税務課納税担当で
納付相談をしてください。

「市税催告コールセンター」を開設しています。
　市税（市・府民税（普通徴収・特別徴収）、固定資産税、
軽自動車税、法人市民税）の納期限から一定期間を過ぎて
も市において納付確認ができない方に対して、専門オペレ
ーターが市税の未納をお知らせするとともに、納付のご案
内を行います。

「業務時間」㈪～㈮　9:00～17:30
（第2、3㈭　9:00～20:00、第3㈰　9:00～17:30）
※土曜、上記以外の日曜、祝日、年末年始の市役所閉庁
日は業務を行いません。

●振り込め詐欺など不審電話にご注意ください！
　「市税催告コールセンター」から、還付金の案内や納付の
ためにATM（現金自動預け払い機）の操作を求めることは
一切ありません。
＜問合せ＞税務課 納税相談担当

☎ 958-1111 内線 1440・1441・1450

市府民税、軽自動車税（ミニバイクなど）、償却資産の申告など

羽曳野市ホームページ → 各課のご案内 → 税務課 →  
個人住民税について → 個人住民税 税額シミュレーション
より該当ページの閲覧ができます。

※申告書が届いた方で平成 28年中に無職、無収入の人も申告にご
協力ください。

※税務署の確定申告を必要とする人や勤務先から給与支払報告書が
提出されている人、ふるさと納税のワンストップ特例制度を適用
されている人は必要ありません。

※ワンストップ特例制度を適用されている場合であっても、医療費
等があり、確定申告を行う場合は、ふるさと納税寄附分（ワンス
トップも含む）も併せて申告をする必要があります。

＜問合せ＞税務課 市民税担当
☎ 958-1111 内線 1520・1530・1580
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四 天 王 寺 大 学
四天王寺大学短期大学部  大講堂

（所在地：羽曳野市学園前 3-2-1 ※無料Ｐ完備）

500 人
先着順・事前申込

開会挨拶　13:00
　岩尾 洋（四天王寺大学・四天王寺大学短期大学部 学長）

第1部 基調講演　13:05 ～ 14:05
　百寿者から学ぶ、高齢期のしあわせのありかた

第 2部 シンポジウム　14:15 ～ 15:50
　「健やかに老いる」をめざして ー心とからだー
◆ ◆コーディネーター
　笠原 幸子（四天王寺大学 教授）
◆ ◆シンポジスト
　権藤 恭之（大阪大学 准教授）
　高木 幸延（羽曳野市体育協会理事 元羽曳野市立小・中学校校長）
　仲谷 和記（四天王寺大学 教授）

閉会挨拶　15:50
　北川 嗣雄（羽曳野市長）

健やかに老いる第20回
公開シンポジウム

講師：権藤 恭之（大阪大学 准教授）
1989 年 3 月 関西学院大学文学部心理学科卒業
1991 年 3 月 関西学院大学大学院文学研究科博士前期課程修了
1994 年 3 月 関西学院大学大学院文学研究科博士後期課程単位取得満期退学
2001 年 12 月 博士（心理学・関西学院大学）
1992 年 7 月 （財）東京都老人総合研究所心理学部門研究助手
2002 年 4 月 高齢者研究・福祉振興財団老人総合研究所研究員
2007 年 10 月 大阪大学大学院人間科学研究科准教授（現在に至る）
NHK「クローズアップ現代」（2014 年）「NHKスペシャル」（2016 年）などに出演

はびきの
市民活動
フェスタ
はびきの
市民活動
フェスタ

羽曳野中学校
埴生小学校

中央
スポーツ
　公園

い き い き 育 つ わ く わ く 暮 ら
す

＜主催＞はびきの市民活動交流会
＜後援＞羽曳野市・羽曳野市社会福祉協議会  ＜協力＞四天王寺大学

[ 問合せ ] 市民協働ふれあい課 ☎ 072-947-3609

エコプラザはにふ
 [所在地] 伊賀 5-6-38
・近鉄南大阪線「高鷲駅」より 1.5km
・駐車場 50 台

 入・場・無・料
会
場

ミニステージ
　和太鼓チーム「魂」、叙情歌 ほか
　　　　オープニング

模擬店
　お汁粉、フランクフルト、豚汁、
　おにぎり、クッキー、ポップコー
　ン、飲み物ほか
バザー
　手作り品、タオル、食器類など
子どものひろば
　エプロンシアター、本の読み聞か
　せ、木工教室、歌 ほか

エコブース
　牛乳パック工作、新聞紙でエコ
　バッグ作り、牛乳パック・ノート
　パソコンの回収（社会福祉法人
　などへの寄付のため）
ワークショップ
　パソコンでグリーティングカー
　ド制作、かんたん書道教室 ほか

   ・・いきいきパネル展・・
[ 日時 ] 3 月 11 日㈯・12 日㈰
　  　　　　10:00 ～ 15:00
[ 会場 ] LIC はびきの
　　　　　　     アトリウム

2 017

3月19日㈰ 10:00 ～ 15:00

四天王寺大学・四天王寺短期大学部エクステンションセ
ンターまで、往復はがきかホームページよりお申し込み
ください。
1. 往復はがき
　往信用に次の必要事項を記入
　●「公開シンポジウム希望」と明記
　●郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・年齢・性別
　●電話番号
　※複数でのお申し込みは、連名でご記入ください。はがき
　は入場整理券として返信しますので、返信用の表書きにも
　申込者（代表者）の住所・氏名をご記入ください。

2. ホームページ
　＜URL＞ http://.shitennoji.ac.jp/ibu/exten

四 天 王 寺 大 学
四天王寺大学短期大学部 エクステンションセンター

〒583-8501 羽曳野市学園前3-2-1　☎072-956-3345

申込・問合せ

申込方法

会  場 定  員

こちらの QR コードを読み込
むと、ページを表示できます→→

2月25日㈯
  13:00 ～ 16:00

入場無料
い  わ    お　　 ひろし

ご ん ど う や す ゆ き

ご ん

た か ゆ き の ぶぎ

ど う や す ゆ き

か さ は ら さ ち こ

な か た に か ず き

き た が わ つ ぐ お
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平成28年度

臨時福祉給付金
障害・遺族基礎年金
受給者向け給付金

平成 26 年度 4 月に実施した消費税率の引上げ（5％
→ 8％）に伴う所得の少ない方への影響を緩和します。

一億総活躍社会の実現に向け、賃金引上げの恩恵が及
びにくい所得の少ない年金受給者の方を支援します。

支給対象者

支 給 額

支 給 額

支給対象者
平成 28 年 1 月 1 日時点で羽曳野市の住民基本台帳に登録
され、平成 28 年度分の住民税が課税されていない方

（ただし、課税されている方に扶養されている方や、生活保
護の受給者などは除きます。）

「平成 28 年度臨時福祉給付金」の支給対象者（左記）のうち、
障害・遺族基礎年金を受給されている方や、昭和 61 年 3 月
以前に受給権の発生した障害等級が 1 級または 2 級の障害年
金を受給されている方で、平成28年5月分の受給権がある方
※国民年金や厚生年金などの日本年金機構が管理している障
害・遺族基礎年金を受給されている対象者には、市から申請書
をお送りしています。
※公務員や私学教員などの共済組合などから障害・遺族基礎年
金を受給されている方及び年金機構管理の年金であっても、平
成 28 年 5 月 19 日以降にさかのぼって裁定を受けられた方に
は、市から申請書は送付していないため、申し出ていただく必
要があります。（申請時に年金支払通知書などの証明書が必要）

1 人につき　3,000 円（1回限り）

1 人につき　30,000 円（1回限り）

申請の締め切りが迫っています。未申請の対象者は、お急ぎ下さい！
申請期限を過ぎると受給できません。

＜問合せ＞ 臨時福祉給付金担当  ☎ 072-950-2177（直通）[ 市役所本館 4 階 ]

これらの給付金の支給対象となる可能性がある方には、昨年9
月頃、税務課より発送した「市・府民税が課税されていないこと
のご確認」に申請書を同封しています。申請書に必要事項をご記
入の上、必要書類（本人確認書類・通帳の写しなど）を添付して
同封の返信用封筒でご返送ください。臨時福祉給付金の窓口（市
役所本館４階）または支所でも受け付けています。

楽しいイベント
　盛りだくさん！

in羽曳野・石川河川公園 参加チーム
募集！

雨天
決行リレーマラソン

第1回

＜問合せ・申込み＞
石川河川公園リレーマラソン実行委員会事務局
☎ 06-6441-6100　FAX 06-6441-6101
E-mail：sports@actrep.com
HP：http://www.actrep-sports.com

[ 会場 ] 駒ヶ谷駅西側公園 と石川河川公園駒ヶ谷地区
　　　　　　　　　　　　　　  特設周回 1km コース

ジュニアチームリレー（５km）
●１チーム 小・中学生３～５人
●参加料一人あたり 2,000 円
●スタート 12:00（制限時間 50 分）
チームリレー（ハーフマラソン[21.0975km]）
●１チーム 4 ～ 10 人
●参加料一人あたり 3,500 円
●スタート 13:00（制限時間 3 時間）

[ 受付時間 ]11:00 ～ 12:30（ジュニアは 11:30 まで）
～入賞者には賞品、参加者全員に参加賞あり！～

主催：石川河川公園リレーマラソン実行委員会
後援：羽曳野市、羽曳野市観光協会、産経新聞社ほか

○A

○B

軽トラ市もやってきます！

※応募締切 2月10日㈮

仮装も OK ！テーマは“羽曳野”
　　　　仮装大賞をご用意！

走る人、見る人、買う人、
　　 皆さんおいでください！

3月5日㈰

申請期限
3月1日㈬
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LICウェルネスゾーン

■プログラム・スケジュール表　　  （　午前のプログラムは65歳以上の方対象、□午後のプログラムは40歳以上の方対象）

■プログラム紹介

月時 間 火 水 木 金

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週２回コース）

定員15名 9：00 ～11：00

○新 ラララフィット〈膝強化コース〉
（週1回コース） 定員15名

11：20～12：20

サーキットトレーニング
フリータイム

定員30名 12：35～14：00

サーキットトレーニング
フリータイム

12：35～14：00

サーキットトレーニング
フリータイム

15：10～17：00

サーキットトレーニング
フリータイム

12：35～17：00

骨盤体操〈骨盤底筋〉
（週1回コース） 定員15名

11：20～12：20

○新 ラララフィット〈腰強化コース〉
（週1回コース） 定員15名

11：20～12：20

頭と体の若返り体操
（週1回コース） 定員15名

11：20～12：20

メタボサーキット
（週2回コース） 定員15名

14：10～15：40

メタボサーキット
（週2回コース）
14：10～15：40

○新 ラララサーキット ライト
（週1回コース）定員15名

11：20～12：20

9：00

9：30

10：00

10：30

11：00

11：30

12：00

12：30

13：00

13：30

14：00

14：30

15：00

15：30

16：00

16：30

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週1回コース）

定員15名 9：00 ～11：00

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週２回コース）
9：00 ～11：00

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週1回コース）

定員15名 9：00 ～11：00

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週1回コース）

定員15名 9：00 ～11：00

ヨガ
（週1回コース） 定員20名

15：50～16：50

コンディショニングプログラム
（週1回コース） 定員20名

15：50～16：50

ピラティス
（週1回コース） 定員20名 

12：35～13：35

ノッテヨガ
（週1回コース） 定員10名

 13：50～14：50
10 -1 10 -2

2 1 -21 3 4

5

11

16 16

16
サーキットトレーニング

フリータイム
14：00～17：00

16

1612 ○新リラックスストレッチ
（週1回コース） 定員15名 12：35～13：35
15

13

14

6 7 8 9

-1

２２017年 4月期（4月～6月）

受 講 生 募 集

笑顔で楽しく健康に！新プログラム登場！

　運動器に特化した新プログラムが登場！市民の健康づくり・介護予防のため、3つの
コンセプト「できる」「楽しむ」「つづく」をもとに、ミズノが独自に開発した“ラララ
サーキット”など多様なプログラムを展開しています。また、運動習慣を継続していた
だくため、受講修了後もフォローアップ事業の実施により修了者をサポートします。

＜問合せ＞
● LIＣウェルネスゾーン
　　　☎072-958-0711
●地域包括支援課
　　　☎072-947-3825（直通）

往信用（表） 返信用（表）返信用（裏） 往信用（裏）
●住所
●氏名
●フリガナ
●性別
●電話番号
●生年月日
●H29.4.1現在の年齢
●申込みたい
　プログラム番号

（1～16から第2希望まで）

住
所

氏
名

（
申
込
む
方
の
）

注
意

返
信
は
が
き
の
裏
面
は

何
も
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

大
阪
府
羽
曳
野
市

　
　
　
　軽
里
1-

1-

1

L
I
C
は
び
き
の
内

L
I
C
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ゾ
ー
ン

583-0854 郵便番号52 52

[対象] 40歳以上の羽曳野市民の方。ただし、医師から運動制限を受けている
　　　 方およびご自身で来所できない方はご利用いただけません。
　　　　午前のプログラム→ 65歳以上（Ｈ29.4.1現在）の方
　　　□午後のプログラム→ 40歳以上（Ｈ29.4.1現在）の方
[申込期間 ] 2月１日㈬～2月20日㈪　※2月20日㈪消印有効
[申込方法 ] 往復はがきにてお申し込みください。　　[費用] 無料
　・お一人様一口のみ。多数の場合は抽選
　・消せるボールペンは使用不可
　・受講者の決定は、3月初旬にお知らせ
※抽選時の優先順位は次のとおり
①LICウェルネスゾーンを初めて利用する方
②受講履歴があり、新たに未受講のプログ
　ラムを希望する方
③受講履歴があり、再度同じプログラム
　を希望する方

3カ月で 1クール。3カ月ごとに募集。

□1 ラララサーキット
　　　　  （週 2 回コース）

□2□3□4 ラララサーキット □5□7 ラララフィット
　　　  ＜膝強化コース＞
　　　  ＜腰強化コース＞

□6 骨盤体操＜骨盤底筋＞ □8 頭と体の若返り体操 □9 ラララサーキットライト

□10 メタボサーキット
　　　　  （週 2 回コース）

□11 ヨガ □13 ノッテヨガ□12 ピラティス □14 コンディショニング
　　　　　　  プログラム

□15 リラックスストレッチ

□16 サーキットトレーニングフリータイム（定員 30 名）

マ
シ
ン
と
グ
ッ
ズ
を
使
い
、歩
行
・

バ
ラ
ン
ス
能
力
や
関
節
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

マ
シ
ン
と
グ
ッ
ズ
を
使
い
、歩
行
・

バ
ラ
ン
ス
能
力
や
関
節
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

膝
・
腰
周
り
を
強
く
し
た
い
方
に

お
す
す
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。

老
化
と
共
に
低
下
し
や
す
い
骨
盤

底
筋
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま
す
。

頭
で
考
え
な
が
ら
体
を
動
か
す
。

脳
と
身
体
の
両
方
に
、
同
時
に
刺

激
を
与
え
る
体
操
で
す
。

左
右
の
上
肢
・
下
肢
を
複
合
的
に

動
か
し
、
脳
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し

ま
す
。

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
、
ア
ロ
マ
の

香
り
等
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら

体
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。

二
の
腕
を
細
め
た
り
、
体
幹
や
脚

力
な
ど
を
強
化
す
る
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
系
の
道
具
を
使
い
、
姿

勢
を
保
ち
な
が
ら
ヨ
ガ
の
ポ
ー
ズ

を
行
い
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
に
加
え

て
、
呼
吸
法
に
意
識
を
持
ち
、
心

身
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
ま
す
。

有
酸
素
運
動
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
組
み
合
わ
せ
。※

市
の
特
定

保
健
指
導
を
受
け
て
い
る
方
優
先

本
来
あ
る
べ
き
骨
格
の
状
態
に
体

を
リ
セ
ッ
ト
し
、
し
な
や
か
で
強

い
体
を
つ
く
り
ま
す
。

マシンと足踏み等を組み合わせたトレーニング。フリータイム登録者および各プログラムの受講者が利用でき
ます。利用前に初回講習会（要予約）の受講が必要です。

※

記
入
も
れ
に
ご
注
意
！
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特別企画 ～多世代交流プログラム～ 
LICウェルネスゾーン

in はびきのコロセアム
3月4日㈯

＜問合せ＞
●LICウェルネスゾーン ☎ 072-958-0711（平日 9:00 ～17:00）
●地域包括支援課 ☎ 072-947-3825（平日 9:00 ～17:30）

熟年簡単クッキング教室 ～認知症予防コース～
[ 対象 ] 65歳以上の市民
[ 日時 ] 3月10日㈮10:00 ～12:30 頃
[ 費用 ] 500円（材料費込み）
[ 場所 ]保健センター3階（栄養指導室）
[ 持物 ]エプロン・三角巾・ふきん・筆記用具
[申込 ] 地域包括支援課まで、電話か直接お申し込みください。
　　　  ※2月10日㈮締切、申込多数の場合は抽選

●介護予防できらきらシニア ～介護予防事業参加者募集！！～

　今回は、認知症予防に役立つメニューをご紹介。また、
料理をする人は、しない人よりも約3.3倍認知症になりに
くいと言われています。
　楽しくつくって、美味しく食べて、
認知症予防に取組みましょう。

～ 献立 ～
・ひじきごはん  ・大根と人参のなます
・鰯の蒲焼き　・かぼちゃのミルク煮

定員 15 人程度

地域包括支援課（市役所別館 1階）
☎ 072-947-3822  FAX072-950-1030
chiikihoukatsu@city.habikino.lg.jp

問
合
せ

①ボルダリング
　バランス感覚や集中力、全身運動に最適。さまざまなコー
スを設定し、楽しみながら体
力づくりができます。“努力し
て目標を達成する” という経験
をすることで、「やれば出来る」
という自信に繋がります。

[時間 ] 10:00 ～15:00
[ 対象 ] 年少～小学6年生
　　　 ※親または保護者の
　　　　　　　同伴が必要
[定員 ]なし（予約不要）

③ LIC ウェルネスゾーン出張講座（体験会）
　LICウェルネスゾーンで
は、市民の健康づくり・介
護予防のため、ミズノオリ
ジナルプログラムを展開し
ています。機能性グッズを
使った介護予防プログラム
の体験会を実施します。

[時間 ] 10:00 ～15:00
　　　  ※体験時間は、1プログラム20分程度
[対象 ] 60歳以上の方　　[定員 ]なし（予約不要）

②親子走り方教室  ※事前申込
　正しい姿勢、腕の振り方、色々なジャンプトレーニング、スタートの
「コツ」などを伝えます。親子で走り方を学び、一緒に練習できるよう
にします。
[時間 ]
10:30 ～11:30（小学1～3年生）
13:00 ～14:00（小学4～ 6年生）
[ 対象 ]小学1年生～6年生
　　　 ※親または保護者の
 　　　　　　　　同伴が必要
[定員 ]各回15組

【「②親子走り方教室」の申込について】
[申込期間 ] 2月1日㈬～15日㈬　※２月１５日㈬消印有効
[申込方法 ]往復はがきに必要事項を明記し、お申し込みくだ
さい。（お一人様一口のみ。多数の場合は抽選）参加の決定は、
2月22日㈬までにお知らせいたします。
※「①ボルダリング」「③ LICウェルネスゾーン出張講座（体験会）
は、当日受付（事前予約不要）。

往信用（表） 返信用（表）返信用（裏） 往信用（裏）

●参加者住所
●氏名
●親または保護者氏名

●電話番号
●参加者年齢
●学年

住
所

氏
名

（
参
加
者
の
）

注
意

返
信
は
が
き
の
裏
面
は

何
も
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

大
阪
府
羽
曳
野
市

　
　
　
　軽
里
1-

1-

1

L
I
C
は
び
き
の
内

L
I
C
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ゾ
ー
ン

583-0854 郵便番号

～当日の持物・費用について～
①ボルダリング　　②親子走り方教室 ※事前申込
③ LIC ウェルネスゾーン出張講座（体験会）
[ 持物 ] 室内シューズ　　[ 費用 ] 無料

主催：羽曳野市　受託者：ミズノスポーツサービス株式会社 
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歯周病は成人の約80％が罹患しており、歯を失う原
因の約半分を占めています。

昨今、歯周病は全身疾患の原因となるといわれてい
ます。①「動脈硬化」硬化を起こした部位から心筋梗塞
や脳梗塞を引き起こす歯周病菌のDNAが検出されて
います。②「誤嚥性肺炎」肺炎は日本人の死因第3位で
す。口腔内細菌などが肺に入り起こる肺炎で、高齢者や
寝たきりの方など嚥下反射や咳反射の機能が低下して
いる場合に多くみられます。③「糖尿病」慢性歯周炎と
糖尿病は互いに影響をおよぼしあうといわれており、
歯周病の改善は糖尿病の症状の改善にもつながること
があるのです。④「妊娠時のトラブル」妊婦さんが歯周
病にかかっていると、早産や低体重児出産のリスクが
高まります。

歯周病は完治の難しい病気です。これらをくいとめ
るためにもできるだけ早くかかりつけの歯医者さんに
相談してみてください。きっといいアドバイスが得ら
れると思います。

医療法人愛幸会　天仁病院　歯科口腔外科　江 頭 俊 輔

介護予防鍼灸、とりわけ認知症予防擦過鍼「刺さない
鍼」については、当会の事業活動として平成26年から毎
年、陵南ふれあいフェスタ、ふれあい健康まつりの場に
おいて、また、一昨年5月から現在まで連続して、保健セ
ンターにて年間5回それぞれ体験会を行い、普及啓蒙活
動を展開しており、これまで延べ400人に達する方々に
体験していただきました。

羽曳野市のほかに最近では、私たちも所属している公
益社団法人 大阪府鍼灸師会の大阪市中央地域、東大阪地
域、八尾柏原地域、その他の地域においても東洋医療健
康相談と擦過鍼体験会が開催され、一般への普及活動の
広がりが顕著になってきています。

昨年つくばで開催されたWFAS(世界鍼灸学会)にお
いて、国際医療福祉大学の黒澤美恵子先生のセッション
があり、「背部の摩擦刺激がドーパミン（心地よい刺激
や、笑うことにより意欲をもたらす脳内物質）を分泌さ
せる」という内容で、刺激部位差はなく、「触刺激により、
心地よさ、不安・抑うつ感の軽減、リラックス効果などが
起こる」と発表されていました。

2月9日（木）午後1時半より、保健センターにて講座と
体験会を行います。

はびきの鍼灸マッサージ師協会
☎ 958-5764

歯周病と全身疾患のはなし

保健福祉部保険年金課
天 王 寺 年 金 事 務 所

☎ 958-1111（内線 1720） FAX 956-1419
☎ 06-6772-7531 FAX 06-6772-3338

2年度分（4月分～翌々年3月分）、1年度分（4月分～翌年3月
分）、または6カ月分（4月分～9月分）の保険料を4月末に口座
振替で前納すると割引があります。納付書（現金）で納めるより
割引額が多く、大変お得です。
各種の前納をご希望の方は、2月末までに手続きをしてく

ださい。
お申し込みは、年金事務所または金融機関の窓口へお願いし

ます。（手続きに必要なもの：年金手帳または納付書・通帳・金融
機関届出印）
詳しくはお近くの年金事務所へお問い合わせください。

口座振替での前納のお申し込みは2月中に！

希望される場合は2月末までに年金事務所へお申し込みく
ださい。
平成29年4月より2年前納ができるようになりました。2年
度分、1年度分、6カ月分の前納ができますが、割引額は納付書
（現金）による前納と同じです。

クレジットカードによる前納について

国民年金保険料の全額免除や一部免除を受けた期間がある
場合、全額納付した場合に比べ老齢基礎年金の額が少なくなり
ます。また、納付猶予や学生納付特例の期間は老齢基礎年金額
には反映されません。
そのため10年以内であればさかのぼって納めることができ
るようになっています（追納）。3年以上経過した分の保険料に
は経過年数に応じて加算額が上乗せされますので、追納をお考
えの場合はお早めに年金事務所にご相談ください。

免除等を受けた期間の追納について

国民年金基金は、国民年金（老齢基礎年金）の上乗せとなる、
公的な個人年金です。国民年金保険料を納めている方が加入
できる制度で、年齢に応じた掛金でプランを立てられるように
なっています。
また、掛け金は全額が社会保険料控除の対象になります。
詳しくは下記にお問い合わせください。

大阪府国民年金基金　 0120－65－4192

国民年金基金

天王寺年金事務所　☎06-6772-7531（代）
平　　日　8：30～17：15　
　　　　　（月曜日は19：00まで延長）
第2土曜　9：30～16：00

※電話は自動音声案内になっています。
※電話は混み合っていますので、つながるまで何度かおか
けなおし願います。

確定申告をされる方へ
○国民年金保険料を納付されている方の社会保険料控除に
は「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が必要です。
控除証明書に関するお問い合わせは
専用ダイヤル　0570-003-004
050から始まる電話の方は03-6630-2525
開設期間　　平成29年3月15日まで
受付時間　　月～金　8：30～19：00

第２土　9：00～17：00
○老齢年金等（遺族年金・障害年金を除く）を受給している
方は、確定申告の際に「公的年金等の源泉徴収票」を添付
してください。源泉徴収票のお問い合わせは天王寺年金
事務所へ。（退職共済年金を受給している方はそれぞれの
共済組合にお問い合わせください。）
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○中央図書館（LICはびきの内）
○陵南の森図書館
○羽曳が丘図書館
○丹比図書館
○東部図書館

軽里1-1-1
島泉8-8-1
羽曳が丘西2-5-1
樫山251-1
古市1541-1

☎ 950-5501
☎952-2750
☎957-5553
☎937-2355
☎950-2002

●古市図書館  ☎ 958-0050（水～日曜日10：00～17：30）
●ブックステーションはびきのコロセアム ☎937-7210（火・木・金曜日13:30～16:30）●開館時間 10:00 ～ 18:00（※中央図書館は 10:00 ～ 20:00）

市
内
図
書
館

●●今月の休館日●●

読んでみませんか？『ヤマンタカ』
夢
ゆめ

枕
まくら

  獏
ばく
／著

KADOKAWA
　名前は知られていても、読
破した人はほとんどいない中
里介山の大長編剣豪小説。そ
の名場面を題材に、新たな視点
で描く夢枕版『大菩薩峠』です。

『なつみはなんにでもなれる』
ヨシタケ シンスケ／著
PHP研究所
　なつみが考えついた「わた
しが何かのマネをして、お母
さんがそれを当てるゲーム。」
数々の超難問に、お母さんは
いくつ答えられるかな？

『本の時間を届けます』
篠
ささ
賀
か
  典子／他著

洋泉社
　古本屋、私設のミニ図書館、
出版社など、「本が好き」から
出発し、本に関わる仕事やコ
ミュニティ作りに活躍してい
る女性たちのドキュメント。

『シャクルトンの大漂流』
ウィリアム・グリル／著
千葉  茂樹／訳
岩波書店
　20世紀初頭、南極探検に
出発したエンデュアランス号
は、氷山に阻まれて座礁して
しまいます。氷の上に取り残
されたシャクルトン隊28人の運命は…。

市内の図書館は全て休館です。
2 月 28 日㈫

●ちびっこサロン
　～おはなし・手遊び・おりがみ など～
[ 日時 ] 2 月 8日㈬ 10:30 ～
[ 場所 ] 森のゆうびん局
　　　　(市役所敷地内)

●第 23 回朗読発表会
＜朗読ボランティアグループ「はびきの」＞
[ 日時 ] 2 月 25日㈯ 13:30 開演
[ 場所 ] LICはびきの 音楽実習室
[ 内容 ] 森鴎外「高瀬舟」
　　　  小川糸「あつあつを召し上がれ」

より

2 月のおはなし会
東部図書館   8日㈬ 10:30～

陵南の森
図書館

  5日㈰、12日㈰
26日㈰ 11:00～羽曳が丘図書館 11日㈯、25日㈯ 15:00～

古市図書館 18日㈯ 15:00～ 18日㈯ 15:00～

中央図書館   5日㈰、12日㈰、
19日㈰、26日㈰ 13:30～ 19日㈰

・11:00（小さい子向き）
・11:30（少し長いお話を聞ける子向き）丹比図書館 25日㈯ 10:30～
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っていくことは社
しゃ

会
かい

に

英
えい

知
ち

をもたらすのかもしれませんが、

ものづくりの技
ぎ

術
じゅつ

や伝
でんとう

統に興
きょう

味
み

を持
も

ち、

継
けい

承
しょう

していく人
じんざい

材は育
そだ

つのだろうか？

などと思
おも

ってしまいます。

古
ふる

いものも新
あたら

しいものも上
じょう

手
ず

に作
つく

っ

たり、引
ひ

き継
つ

いだりしていく世
よ

の中
なか

で

あって欲
ほ

しいと思
おも

う今
き ょ う

日この頃
ごろ

です。

サラダボール

羽
は

曳
びき

野
の し

市人
じんけんけいはつすいしん

権啓発推進協
きょう

議
ぎ

会
かい

※入場無料、
　どなたでもご参加ください

～古
ふる

きものと新
あたら

しいもの～
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子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター

○みんなの広場 月・火・金曜日　就学前の子どもとその保護者
○よちよち広場 水曜日　0歳から1歳半未満の子どもとその保護者
○わんぱく広場 木曜日　隔週で年齢別（1歳児・2歳児）となります。
（※詳しい日程、対象児についてはセンターニュース『てとてと』または

はびきの子育てネットをご覧ください）
○3歳児教室 2月13日㈪　ひなまつり制作 対象児のみ自由参加
○2歳児教室 2月16日㈭　ひなまつり制作 対象児のみ自由参加
○おはなしの広場 2月27日㈪　2月生まれのお誕生会もします。当日自由参加

センター開放時間 広　　場　10：00～11：30（土日祝日を除く） 
　　　　　　　　 保育室開放　14：00～16：00（祝日を除く水～金曜日）

※駐車スペースはありません

支援センターふるいち（古市複合館）
（古市4-2-9　☎ 958-3308・FAX 958-3350）

はびきの子育てネットをご利用ください。

子育て支援センター 
メール配信ＱＲコード

（子育て講座、教室の参加は羽曳野市民に
限らせていただきます）

子育て支援センターの詳しい情報、または
子育て講座や教室のお申し込みは

無 料

　妊娠・出産・育児期に何らかの支援が必要な家庭に、支援者が訪問するサー
ビスです。「育児不安がある」、「育児ストレスが高い」、「家事に困った」などで
支援を希望される方に対してその必要性を判断し、支援の内容、期間、方法な
ど具体的なサービスを決定したうえで訪問支援を開始します。詳しくは下記ま
でお問い合わせください。

こども課 ☎958-1111　（内線1221・1253）

養 育 支 援 訪 問 事 業

はびきのファミリー・サポート・センター
子育て支援センターふるいち内（☎・FAX 956-4943）

協力会員　募集中！
ファミリー・サポート・センターでは、サポートしてくださる協力会員を募集して
います。『朝や夜だけなら』『子育ての経験をいかしたい』という方、あなたの時
間をほんの少しだけ子育てのお手伝いに貸していただけませんか？ 詳しくは、
上記までお気軽にお問い合せください。

羽曳野市こども家庭サポーターの会が
市役所別館2階プレイルームで
毎月1回、第２木曜日におこなっています。

こども家庭サポーター電話相談

こども課

　　受付時間は月曜から金曜の9：00から17：30です。（祝日と12月29日～1月3日を除く）

☎ 947-3837 まで

相 談 日
受 付 時 間

2月9日㈭・3月9日㈭
15：00～17：00　

児童虐待の疑いなど「おかしい」と思ったら

こどものこと、家庭のこと、

１人でいろいろ考えてしまうあなた

いちど、お電話ください

話すことで心が軽くなるかも

あなたの悩みをいっしょに分かち合います

こどものこと、家庭のこと、

１人でいろいろ考えてしまうあなた

いちど、お電話ください

話すことで心が軽くなるかも

あなたの悩みをいっしょに分かち合います
電話番号はおまちがいなく

(直接相談においでいただいても結構です。)
☎ 957-6000

病後児保育病後児保育 　通園・通学中のお子さんが、病気の回復期に集
団生活が困難な期間、看護師や保育士が一時的
に保育します。

当日利用可能です。

ＮＰＯ法人サポートネットワークぬくもり　☎ 937-0016 FAX 937-5716

月曜日～金曜日
9：00～17：00まで（電話可）

予約受付時間

通 常 保 育…8：00～18：00まで
（ただし、7：30～  8：00

18：00～19：00まで延長可能）
当 日 保 育…9：00～17：30（延長不可）
土曜日保育…8：00～17：00

（当日利用および延長不可）
※ただし、保育園通園児童のみ

利用時間

＊送迎は、相談に応じます。　※ 詳しくはお問い合わせください。

30分：300円　延長利用負担金

利用負担金
0歳～学童　一人日額1，000円
ただし、非課税世帯は半額（証明書必要）
生活保護世帯は無料（証明書必要）
二人目以降の子どもは半額

白鳥児童館白鳥児童館 お部屋でおもちゃで遊んだり、広場で砂場遊びもで
きます。午前中はちいさなお友達もゆっくり遊べま
すよ。自由にお越しください。

利用時間：月～土　9：00～17：00　翠鳥園2-9-101　☎ 957-4900

支援センターむかいの
（向野523　☎ 090-8880-0058・FAX 953-6361）

○みんなの広場　月・水・木曜日　就学前の子どもとその保護者
◎2月生まれのお誕生会　2月27日㈪　◎木曜日のみ午後開放･･･15：00～16：15

○2月の「よっといで3才児」は申し込み制です！
　　　　　「みんなでダンスを楽しもう！！」

○あそびの広場
【日　時】　2月2日㈭　10：00～11：30
　　　　　「節分ごっこであそぼう！！」

【対　象】　就学前の子どもとその保護者

当日自由参加

○おはなしの広場【日　時】　2月27日㈪　11：00～11：30 当日自由参加

センター開放時間　10：00～11：30（土日祝日を除く）
※子育て支援センターむかいのは、11月18日㈮から青少年児童センター
（向野3-1-33）2階でみんなの広場・サークル支援などを行っています。
（平日9：00～17：00の連絡先　☎ 090-8880-0058 FAXは変更なし）。
青少年児童センターへのお問い合せはご遠慮ください。

【対　象】　平成28年10月生まれ～12月生まれの子どもとその保護者
各10組　※羽曳野市民

【申　込】　2月20日㈪～24日㈮
はびきの子育てネット または 各子育て支援センターにて申し込み。

※応募多数の場合は抽選。※両センターへ重複してのお申し込みはご遠慮ください。

講　師テーマ

こもも教室　募集

子育て支援センターふるいち　　☎ 958-3308
日　時

3月6日㈪
10:00～11:30

ベビーマッサージ
（育児相談）

松永 幸枝 氏
（助産師）

3月13日㈪
10:00～11:30 赤ちゃんの育ち 市保健センター保健師

子育て支援センターむかいの　　☎ 090-8880-0058

「ベビーマッサージ教室」と「赤ちゃんの育ち」の
２回セットの教室です。

無 料

無 料
講　師テーマ日　時

3月10日㈮
10:00～11:30 赤ちゃんの育ち 市保健センター保健師

3月17日㈮
10:00～11:30

ベビーマッサージ
（育児相談）

松永 幸枝 氏
（助産師）

＊すこやか広場　対象：乳児から就学前まで
2月17日㈮　10：15～11：30　場所　MOMOプラザ
手あそび、季節のうた、おたんじょう会、おはなしなど。
親子で、そしてお友だちといっしょに、楽しいひとときを過ごしましょう。

＊子育てサロン　場所　研徳田ホール
ひよこ　対象：3、4カ月～１歳前後のお子さま

2月2日㈭　10：30～11：30
室内遊び（ふれあい遊び）

り　す　対象：1歳前後～1歳半のお子さま
2月9日㈭　10：30～11：30
室内遊び（ふれあい遊び）
11：30～12：00は、ホールを開放。
サロン後自由にお使いください。

＊1歳親子教室　対象：平成26年4月～平成27年3月生まれのお子さま
2月13日㈪　10：30～11：30

＊2～3歳親子教室　対象：平成24年4月～平成26年3月生まれのお子さま
2月20日㈪　10：30～11：30

なるべく公共の交通機関を使ってご来園ください。

四天王寺悲田院地域子育て支援センターぼのぼ
（学園前 6-1-1　☎ 957-7517）

むかいの教室　(よっといで3才児にて開催します)
【日　時】　2月24日㈮　10:00～11:30　【場　所】　青少年児童センター
【対　象】　平成24年4月2日生～平成26年2月28日生の子どもとその保護者
【申　込】　2月6日㈪～10日㈮　※羽曳野市民に限ります。

子育てネット　または　☎ 090-8880-0058（センターむかいの）

ふるいち教室
【日　時】　3月3日㈮　10:00～11:30　【場　所】　子育て支援センターふるいち
【対　象】　平成24年4月2日生～平成26年4月1日生の子どもとその保護者
【申　込】　2月13日㈪～17日㈮　※羽曳野市民に限ります。

子育てネット　または　☎ 958-3308（センターふるいち）

キッズダンス教室　募集 たのしくダンスを経験してみませんか！？
【講　師】　HIROダンスカンパニー　廣岡 祐美子　先生

各20組限定 ※応募多数の場合は抽選となります。　　参加費：無料
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●こどもステーション 2月の予定 ～乳幼児から高齢者までが集う場～

詳細はお問い合わせください。 

耐寒登山12日㈰ 9：30～
17：00

行先：金剛山　参加費：大人 700円
3歳～小学生 500円※別途交通費が必要 金剛山

手編み講座27日㈪ 14：00～
16：00 費用：1,000円(要会員登録、材料費別途)（見学有）

ママの
おしゃべりサロン24日㈮ 10：45～

12：00
費用：無料
子育てや家族のことなど一緒に考えましょう。

2日㈭ ひとりで悩まないで
相談室

費用1人１時間まで3,000円 （会員半額）
※初回無料

10：30～
12：00

事 前 予 約

おやおやくらぶ 10：45～
11：30

㈮
3・10・17日

3日節分　10日おやつ作り　17日季節野菜を使って
ほっとタイム月～金曜日10～16時参加費無料(終了後ランチ希望の方は要700円)

図工くらぶ 13：30～
15：0018日㈯ 費用：月2回　1人2,500円　（教材費別途）　

対象：幼児～大人

英語であそぼう 14：00～
15：0025日㈯ 身近な歌や絵本から英語にふれよう！

対象：主に小学生

自分の力で体を整えて健康生活を。
無料体験できます。自力整体教室 15：00～

16：307・21日㈫ 市役所
別館２階

こどもたちの居場所（無料、要予約）
学習支援とこども食堂・夕食の準備から片付けまで。

こどもの
ふれあい広場

17：00～
20：00

㈮
3・10・17・24日

ＮＰＯ法人南河内こどもステーション（市役所南側）　☎・ＦＡＸ 957-1114（FAXでの申込可）

11：00～
16：00手づくりマーケット23日㈭

24日㈮
手づくりパンやクッキー、お惣菜、手づくり品などを
販売しています

さんすう
科学くらぶ

11：00～
12：00

（午後の
場合もあり）

「不思議、発見、おもしろ～い」をモットーに行っています。
費用：月3，000円（教材費別途） 幼児からどなたでも　

㈯
4・18・25日

kiMaMaカフェ
㈪～㈮

（火曜定休）
11：30～

13：30

親子連れ、高齢者、みんなでランチ・おしゃべりしま
しょう。ランチ後は歌おう会もご一緒に。（第1水曜、
第4木曜日）1食700円デザート・飲み物付き（親子で
900円）

10：00～
16：00

一時保育
（乳幼児、学童）㈪～㈮

乳幼児：500円/h～　学童：300円/h～
※予約は前日まで。要登録
土日、祝日・時間外保育、送迎はご相談承ります。
きょうだい割引有り。

こども
ステーション

こども
ステーション

内　　　　　　容時　間開催日
10：30～

11：3014日㈫ えほん・あらかると　絵本の読み聞かせ、
お誕生日会（2月生まれ）、工作をします。

10：30～
11：3016日㈭ おもしろ歯医者さんのためになる話

こどもの歯について学びましょう！！

10：30～
11：3028日㈫ えほん・あらかると

絵本の読み聞かせとリズム遊びをします。

● あいあいルーム ● つどいの広場　カンナつどいの広場　2月
開放日　月・水・金（祝日休み）
　10：00～12：00　14：00～16：00
ＮＰＯ法人つどいの広場カンナ
羽曳野市高鷲 5-422-22
☎・ＦＡＸ 939-1625

10：30～11：30　参加自由　無料
3日㈮

10日㈮
17日㈮
24日㈮

節分制作
ポップコーンを作って食べよう
手作りおもちゃ作り
小麦粉ねんど遊び

◎子育て何でも相談　月～金　10：00～16：00（電話可）
　子育てに関する悩みや不安、何でも気軽に相談してください。

◎就労相談　子育て中での再就職を考えている保護者の方へ
　専門員の相談が受けられます。　毎月第2火曜日　10：00～12：00
NPO法人サポートネットワークぬくもり　あいあい保育園
羽曳野市向野2-8-2（埴生診療所敷地内）　☎ 937-0016  FAX 937-5716

あそびにおいでよ！（開放日） 火・水・金 10：00～16：00
自由に遊びに来てください。

♥毎火曜日は、ママたちのおしゃべりタイム♥
10時～12時まで、スタッフが入って遊びます。

高 鷲 北
高 鷲
高 鷲 南

古 市 南
古 市

西 浦
駒 ヶ 谷

羽 曳 が 丘
西 浦 東

丹 比
埴 生 南
埴 生
恵 我 之 荘

白 鳥

幼稚園名

た ん ぽ ぽくら ぶ
う さ ぎ 組
げんきっきくらぶ
う さ ぎ 教 室
ぴ よ ぴ よ くら ぶ
ひ よ こ 組 教 室
チューリップ教室
なかよしランド ひよこ組
か ん が る ー 組
に こ に こくら ぶ
あ ひ る 教 室
わ く わ く 体 験
た ん ぽ ぽ 広 場
う さ ぎ 組
未就園児教室名

938-5577
955-0730
955-1624
938-0017
955-1062
957-0212
954-0230
958-2601
958-7201
957-7200
958-3538
958-8776
958-7616
958-3359
電　話 あそびにおいでよ！ようちえん（育児相談は随時受け付けています）

「豆まきをしよう！」
「♪ミニミニ発表会♪」

「劇遊びをみてね」
「遊びにきてね！」
「なかよしあそびをしよう！」
「劇遊び見に来てね！」

「体験入園してみよう（29年度入園予定の友だちはぜひ来てね）」
「遊びにきてね」
「バルーンで遊ぼう！」

「豆まきをしよう！」

「一緒に遊ぼう」
「劇遊びをみにきてね！」

  2月  3日㈮
  2月  3日㈮
  2月22日㈬

  2月  3日㈮

  2月21日㈫
  2月14日㈫

  2月20日㈪

  2月  8日㈬

9：30～10：30

「豆まきをしよう！」

「劇遊びをみてね」

  2月  3日㈮ 9：30～10：30

9：30～10：30
9：30～10：30

  2月23日㈭ 10：00～11：00
  2月16日㈭ 10：00～11：00

10：00～11：00

  2月21日㈫ 9：00～10：00
  2月16日㈭ 10：00～11：00

9：30～10：30

10：00～11：00

9：30～10：30
  2月23日㈭ 10：00～11：00

10：00～11：00

○園庭開放、その他園の行事に参加される場合、お子さんの安全については保護者の方が責任を持ってください。　○車での来園は、ご遠慮ください。
○健康相談（保育園の看護師による）を希望の方は、事前に保育園へご連絡ください。

保育園名 電　話 園庭開放 楽しい親子教室育児相談

あ お ぞ ら 950-1105 開園中常時23日㈭ 10：00～11：00

坂 門 ヶ 原 956-6246 10：00～11：304日㈯ 雨天中止 月～金開園中常時（要予約）
22日㈬13：30～15：00　すこやか広場

「おうちで遊べるリトミック」
陽  気 954-9630 月～金13:00～15：00（要予約）

高 鷲 953-3883 10：00～11：30毎週月・火・木曜日 開園中常時 21日㈫10：00～　リズム

誉  田 958-2525 月～金開園中常時（要予約） 18日㈯10：00～14：30頃　生活発表会
（ＬＩＣはびきの　ホールＭ）

郡  戸 938-5280 月～金開園中常時（要予約） 6日㈪～10日㈮10：00～16：00　作品展

は び き の 毎週月～金曜日958-3328 開園中常時 10日㈮10:00～　楽器遊び10：00～11：00（健康相談含む）
島  泉 953-4624 3日㈮10:00～　子育てサロン、　22日㈬10：30～　人形劇開園中常時毎週月～金曜日 10：00～11：00（健康相談含む）
軽  里 958-3338 開園中常時 3日㈮10:00～　節分　17日㈮、18日㈯  絵画展毎週月～金曜日 10：00～11：00（健康相談含む）
下  開 958-3318 開園中常時 3日㈮10:00～　節分毎週月～金曜日 10：00～11：00（健康相談含む）
向 野 953-2071 開園中常時 3日㈮  節分　17日㈮、18日㈯  絵画展毎週月～金曜日 10：00～11：00（健康相談含む）

四天王寺悲田院 956-2985 毎週火・金曜日
（17日は除く） 開園中常時10：00～11：30 第2火曜リズム・第4火曜お絵かき（園庭開放時）

ベビーハウス社協 開園中常時930-0240 ベビっこひろば　8日㈬ 11：00～12：00

毎週火・木曜日 15：15～16：45高屋保育学園
（認定こども園） 957-1234 月～金開園中常時

（要予約）

9日㈭ 10:30～11:00親子リズムdeあそぼう
（1～5歳児の親子）予約不要（先着20組まで）
※園開放も同時開催10:00～11:30
13日㈪ 10：00～10：40マイケルと遊ぼう！

（要予約）2～5歳児の親子

保
育
施
設
の
子
育
て
支
援

（着替え・タオル・水筒をお持ちください。雨天時はどの園も室内で行います。うわぐつをお持ちください。）

幼
稚
園
の
子
育
て
支
援

● くるみ ～＊手をつなぐ子育て＊～

子育てサポートくるみ　羽曳野市壺井508-1　☎ 957-3282　http://kosodate-kurumi.com 
※12時から園児は昼寝のため、12:00～14:00はまでは、静かに休息の時間としてご利用ください。 
園庭開放：火・水・木　10：00～16：00

費　用内　容時　間事業名開催日

14日
㈫

要予約
大人600円

子ども400円
給食体験 11：30～

12：00

限定3組
野菜たっぷりで和食中心
の薄味の給食を、親子で
たべてみませんか。

10：00～
11：00

無料

2歳の誕生日を過ぎた子
どもを対象にしたリズム
あそび。

（動きやすい服装で時間
厳守でおこしください）

リズム遊びの会

9：30～
14：00

25日
㈯

遊び、リズム、食事体験
懇談（12：30～14：00）

要予約
大人900円

子ども600円
体験保育
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検診費用助成事業を
活用しましょう!

医療機関で下記の検査および検診を保険診療外で受けられる方へ費
用を助成します。助成を希望される方は必ず事前申請が必要です。
期間内に羽曳野市健康増進課までお越しください。
＜受診及び申請期間＞平成 28 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日
＜助成回数＞申請期間中の2年間の間に1回（各検査および検診項目ごと）
＜対象者＞　①受診時年齢 50 歳以上
　　　　　　②受診時に羽曳野市に住民登録を有する方
※前回（平成 26 年 4 月 1日～平成 28 年 3 月 31日）に助成を受けた方も対象

になります。

＜除外対象者＞
① 各検診部位の病気等で治療中または経過観察中で保険診療

が適応となる方　
② 各検診部位に症状がある方
③ 他の制度で検診費用の助成を受けた方（各医療保険者が実

施する人間ドックなど）　 
④ 妊娠中および妊娠の可能性がある方

検査および検診項目 助成額 保険診療外料金※（目安）
胃内視鏡検査（胃カメラ） 10,000円 約30,000円
脳MRI検査または脳MRA検査 10,000円 約30,000円
PSA検査（前立腺がん検査） 1,000円 約3,000～5,000円
ピロリ菌検査またはABC検診 1,000円 約3,000～5,000円
乳がん検診（マンモグラフィ） 3,000円 約10,000円
乳がん検診（エコー） 1,000円 約3,000～4,000円
※医療機関によって料金は異なります。表はあくまで目安です。
　助成額との差額は自己負担になります。

市立休日急病診療所健
ふ みり-ぁ

      ☎956-1000
（保健センター2階）

■内科・小児科・歯科
　診 療 日／日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／10:00～12:00、13:00～16:00
■小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
　診 療 日／土曜、日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／18:00～22:00（受付は17：30～21:30）

康
家族そろって食事をしましょう

毎月 19 日は食育の日！

乳がん・子宮がん
※乳がんは 40 歳以上 ( 昭和 50 年以前生

まれ ) 子宮がんは 20 歳以上 ( 平成 8 年
以前生まれ ) で、いずれも偶数年生まれ
で受診券をお持ちの方

2 月
  6 日㈪　保健センター☆
20 日㈪　コロセアム

3 月 15 日㈬　陵南の森

※乳がん・子宮がん検診対象の方には受診
券（ピンク色のはがき）を送付しています。
お手元にない方はお問い合わせください。

※定員になり次第、しめきります。
◎は働く世代を優先

集団検診 ( 健診 )・各種教室は健康増進課 ( 保健センター ) まで、 電話もしくは来所にてお申し込みください。
定員になりしだい締め切ります。（※個別検診は各医療機関へ直接申し込み）対象者は各種がん検診・歯科健診とも年度内に 1 人
1 回となります。☎ 956-1000（※ FAX での申し込みはできません）

胃・肺・大腸・子宮がん検診は無料で受けられます。
乳がん検診のみ自己負担金 1,000 円がかかります。
生活保護受給者は無料（生活保護受給証明書が検診当日必要です。）

胃がん・肺がん・大腸がん
（40歳以上の市民）

2 月

  8 日㈬　石川プラザ

17 日㈮　保健センター

23 日㈭　保健センター

28 日㈫　保健センター

3 月

  6 日㈪　保健センター

12 日㈰　市役所別館◎

17 日㈮　保健センター

＜集団検診＞2月～3月分は平成28年12月から受付しています。
★検診方法の詳しい内容は健康だより・ウェブサイトをご覧ください。

＜個別検診＞以下の医療機関で各種がん検診を行っております。
各医療機関へ直接ご予約の上、ご利用ください。年度末は混み合
いますので予約はお早めに。　胃・肺・大腸/○　乳がん/△　子宮がん/☆

医療機関名 電話番号 実施検診

羽曳野市

いしどレディースクリニック 959-7123 ☆
江藤クリニック 956-8881 ☆
コープ診療所 938-6226 △
土屋医院 957-1001 ☆
大阪府立呼吸器・
アレルギー医療センター 957-2121 △☆

城山病院 958-1000 △
藤本病院 958-5566 △

藤井寺市 平松産婦人科クリニック 955-8881 ☆
船内クリニック 955-0678 ☆

大阪市
あべの松井クリニック 06-6647-2223 △
すずかけの木クリニック 06-6626-2110 △
大阪がん循環器病予防センター 06-6969-6712 ○△☆

― がん検診推進事業（無料クーポン券）について ―
無料クーポン券の使用期限は平成29年3月31日までです。早めに受診しましょう。

無料クーポン券 対　象
大腸がん検診／乳がん検診 ( 女性のみ ) 昭和50年4月2日～

昭和51年4月1日生まれの方
子宮がん検診 平成7年4月2日～

平成8年4月1日生まれの方

◆定期健康相談・栄養相談 2 月 10 日㈮ 午前中 ※要予約

☆午後から一時保育 ( 未就学児 ) あり。同時に骨密度測定を受けることができます。
予約時に申し出てください。

あなたとあなたの家族のために
受けましょう、がん検診。

「知る」は「治る」の
第一歩

歯科医院で指導を受けて、食生活や生活
習慣を点検・改善し、正しい口腔ケアの
方法を身につけましょう！！
羽曳野市内の指定歯科医院にて平成 29 年
3 月末日までに、受診券を持参の上受診し
てください。費用は無料です。
※受診券がお手元に無い方はお問い合わせください。

受けましたか？ 成人歯科健診
昭和 55・50・45・40

35・30・25・20
年生まれの方

次は５年後！
〈受診券はがきの見本〉

4 月上旬に送付しております。

このハガキが届
いた方は

チャンス♪

さらばメタボ　講座
「メタボリックシンドロームって？」「今の生活を続
けていると、どんな病気になるの？」「普段の生活
で気をつけるべきポイントは？」など分かりやすい
話がきけます。
日時：3 月 17 日㈮ 14:00～ 15:30（受付13:30～）
講師：羽曳野市医師会　 藤本　雅史　医師　
会場：保健センター４階大会議室　定員：30人

※事前予約が必要です。

チョイス DE あなたにあった健康スタイル ～2 つのおススメ～
あなたにあわせて教室をチョイスしてください！全部選んでも
OK ！教室に参加してあなたの健康度をアップしましょう☆
[ 対象 ] おおむね 40 歳以上の市民

① 歯科メニュー
（歯科健診つき）

2月13日㈪13:20～15:30（受付13:00～）
場所：保健センター 2 階 予防接種ホール

② ウォーキング講座 3 月 3 日㈮ 13:30 ～ 15:30（受付 13:15 ～）
場所：峰塚公園 （雨天時は保健センター）

※時間などは変更することがあります。詳しくはチラシ・ウェブサイトをご覧ください。

羽曳野市民で
50歳以上の方へ

保険診療で受けられた場合は対象外となります。
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＜

無
料

＞

ＨＩＶ即日検査 ［抗体検査］ 毎週水曜日
[ 匿名可・予約不要 ]   9:30 ～ 10:30

＊夜間、土日検査は、chot CAST（チョットキャスト）なんばで実施しています。
　詳しくは保健所へお問い合わせください。

肝炎ウイルス検査　　 第 2、4 水曜日
＜予約制＞ 13:30 ～ 14:30

風しん抗体検査　　　　

こころの健康相談（精神科医、精
神保健福祉相談員が相談に応じます）

＜予約制＞
（こころの病気、アルコール依存症など）

医療機関に関する相談 毎週月～金曜日   9:15 ～ 12:15
13:00 ～ 16:00

＜

有
料

＞

水質検査
（飲用水・井戸水・遊泳場水・浴槽水）

＜予約制＞
依頼の際は、お問い合わせください。

室内空気検査
（ホルムアルデヒド・VOC）

＜予約制＞
依頼の際は、お問い合わせください。

腸内細菌検査
（赤痢菌、チフス菌、パラチフス A 菌、
  サルモネラ属菌、腸管出血性大腸菌 O157）

毎週月～水曜日  9:30 ～ 12:00

寄生虫卵検査・ぎょう虫卵検査
＜予約制＞

毎週月～木曜日  9:30 ～ 12:00

藤井寺保健所 藤井寺市藤井寺 1-8-36  ☎ 955-4181
http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/ ■生活衛生室　☎ 952-6165　　　　※いずれも土、日、祝日は除く

育児相談一口メモ　～やけど事故編～
暖房器具を使用する機会の多いこの季節、やけどの危
険がいつも以上に高まります。
子どもの皮膚はとてもやわらかく、熱い飲み物や食べ
物でも大きなやけどをしてしまうことがあります。や
けどをしたらすぐに水で20分以上冷やし、水ぶくれが
できるような場合はすぐに医師に診てもらいましょう。
家の中でやけどの危険があるもの

・炊飯器、ポット、卓上コンロ
・熱いスープ、味噌汁、カップめん、お茶など
・ストーブ、ファンヒーター、アイロン
・風呂（沸きすぎたお湯、シャワー、熱い蛇口）
・マッチ・ライター

※電気毛布、電気カーペット、湯たんぽでの低温やけど
「弱」にしていても長時間当てたままにすると低温
やけどをすることがあります。タオルなどを使って、
直接体に触れないようにし、寝る前はスイッチを切
りましょう。

◆マタニティスクール◆　（定員 20 人）
[ 日時 ]　＜3月コース＞ 　　（会場：保健センター、要予約）

1回目 3月2日㈭
10:30～15:00

マタニティクッキング
歯科健診（ランチ付き）

2回目 3月9日㈭
13:00～ 15:30

助産師に聞く
お産のために心とからだの準備

3回目 3月11日㈯
　９:30～12:00

沐浴体験
パパの妊婦体験

4回目 3月16日㈭
13:00～15:30

赤ちゃんの育て方
先輩ママとの交流

※平成29年 5、6月出産予定の方を優先します。
※全４回の参加が難しい場合は、第3回目のみの参加も若干名可能です。

◆離乳食講習会◆　（保育あり・先着 15 人）　※要予約
[ 日　時 ] 2 月 16 日㈭・3 月13 日㈪のいずれか１日

13:00 ～ 15:30
[ 対　象 ] 4 カ月児健康診査受診後から 10 カ月までの乳児

の保護者 ( 講習会の対象となるお子様のみ保育対象 )
[ 受講費 ] 無料　[ 会　場 ] 保健センター　3 階栄養指導室

◆ことばの相談◆　※要予約
こどもの発音・吃音・言葉の遅れなどについて相談をお受
けします。

◆健康診査◆（会場：保健センター）
　対象児に個別通知します。健診日の２週間前までに個別通知が
届いていない方は、健康増進課（保健センター）まで、ご連絡ください。

種　類 日　程 対　象　児

４カ月児健康診査
（金曜日 実施）

2月10日 平成28年10月1日～16日生まれ

2月24日 平成28年10月17日～31日生まれ

3月10日、24日 平成 28年 11月生まれ

１歳６カ月児健康診査
（火、水曜日 実施）

2月21日、22日 平成27年7月生まれ

3月21日、22日 平成27年8月生まれ

２歳６カ月児健康診査
（火、水曜日 実施）

2月14日、15日 平成26年8月生まれ

3月14日、15日 平成26年9月生まれ

３歳６カ月児健康診査
（火、水曜日 実施）

2月7日、8日 平成25年8月生まれ

3月7日、8日 平成25年9月生まれ

◆予防接種◆（接種には母子健康手帳と予診票が必要）
＜集団接種＞（ＢＣＧ・会場：保健センター）

※ BCG接種は４カ月児健康診査と同日です
４カ月児健康診査をすでに受け、BCGを
接種していないお子さんは、健康増進課
（保健センター）に電話予約の上、受付時間
(13:25) にお越しください。

＜個別接種＞（各医療機関に直接電話で予約）
詳細は「平成28年度健康だより」、
市ウェブサイトをご覧ください。

－もう受けましたか？－
麻しん風しん混合 (ＭＲ )の予防接種
＜接種期間＞ --------------------------------------
●第 1 期…　1歳～ 2歳に至るまで
●第 2 期…　5歳～ 7歳未満で小学校入学前年度の

3月31日まで
※接種期間を過ぎてしまうと費用が約1万円かかります。
未接種の方は早めに接種してください。予診票を紛失さ
れた方は、母子健康手帳を持って健康増進課 (保健セン
ター )まで取りにお越しください。

＊「乳幼児健康診査」を受けましょう＊
お子さまの心身の成長発達の節目に乳幼児健康診査を実施
しています。
病気の早期発見だけでなく、乳幼児期の心や体が健やかに
成長するよう、保護者の方へ育児のアドバイスも行ってい
ます。お子さまの成長をともに喜び、子育てに自信が持て
る機会となれば嬉しいです。子育てについての、気軽な相
談の場としても活用していただければと思います。

……………………………………………………
＊健診月になりましたら、個別に通知します。
＊指定された日時に受診できない場合や転居等で健診の受け
方が分からない方は健康増進課（保健センター）へお問い
合わせください。

● 臨時職員募集（保健センター）●
下記の専門職を若干名募集します。

職 　 種 看護師
雇 用 期 間 平成29年4月～
募集締切り 2月17日㈮
■お問い合わせ■　健康増進課　☎ 956-1000
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ＨＡＢＩＫＩＮＯ　ＣＩＴＹ　ＴＯＰＩＣＳ・・・・・  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・・・・・ 街かどから
チャレンジ精神で未踏の地へ
　羽曳野市在住の高

たかはし
橋成

なりあき
明さんが、青年海外協力隊（JICA

ボランティア事業）として中米の国ベリーズへの赴任のご
報告に市役所を訪れてくださいました。ベリーズは人口
約35万人、面積は日本の四国ほどの小さな国で、国土の
65％が熱帯雨林に覆われています。高橋さんは、現地の小・
中学校などで環境に関する授業を行い、住民の環境意識を
高めることを目的とされ
ています。「帰国後は、日
本の子どもたちに自身の
体験を伝えることで、早
い時期から世界に目を向
けてもらいたい」と話し
てくださいました。ご活
躍を期待しております。

適正な計量販売の推進
　本市では、生鮮食品の内容量の記載が適正であることを
調査する「商品量目調査」を実施しています。昨年は11月・
12月と、羽曳野市消費者団体連絡協議会や大阪府計量検
定所の協力のもと、同調査および市内スーパーマーケット
の立入検査を実施し、
結果はいずれも “適正”
でした。今後も、消費
者が安心して商品を購
入できるよう、関係機
関とともに取り組んで
まいります。

正しい「手洗い」で感染症予防
＜実施機関：大阪食品衛生協会 藤井寺支部、藤井寺保健所＞
　昨年12月20日㈫、駒ヶ谷小学校で「手洗い出前講習会」
が行われ、児童らは感染症（ノロウイルス、インフルエン
ザなど）予防に効果的な手洗いのタイミングや方法などの
指導を受けました。爪の先から手首まで、教わったとおり
の丁寧な手洗いを実践した後、「手洗いチェッカー」で洗い
残しを確認。同保健所によると、「ウイルスが手に付着する
のを防ぐことは難しいので、
感染予防には “手洗い” がと
ても大切」とのことでした。
※同協会では、市内小学校
を対象に「手洗い講習」を希
望制で実施。

高鷲駅前が花いっぱいに
　昨年12月15日㈭、「花いっぱいプロジェクト」事業の
一環として、「高鷲駅前を
育む会」と高鷲南小学校1・
2年生のみなさんで、パン
ジーの定植を実施しまし
た。色とりどりのパンジー
は、高鷲駅を利用するみな
さんの目を楽しませること
でしょう。お正月を彩る寄せ植え

　昨年12月、市内3施設にて「みどりの講習会」を実施
し、延べ120人が参加されました。テーマは「プランター園
芸の基礎 ～新春の寄せ植えを楽し
もう」、使用した植物はミニ葉牡丹
やガーデンシクラメン
など。講師のアドバイ
スも受けながら、寄せ
植えの面白みに触れる
機会となりました。

羽曳野市軟式野球連盟第 25 回市長旗杯大会【結果】
　昨年9月18日～11月6日にかけて、グレープヒルスポー
ツ公園でＢ級・Ｃ級あわせて32チームによる熱戦が繰り広
げられました。
＜B級＞優勝：GON'S、準優勝：MUIMUI
＜C級＞優勝：オーガスターズ、準優勝：アルスター

バトンを通した身体表現で 1位に
　昨年12月に幕張メッセ（千葉県千葉市）で行われた「第44
回バトントワーリング全国大会」（一般部門U-12の部・バト
ン編成）に、古市小学校6年の土

つち
屋
や
結
ゆう
奈
な
さん（スタジオキャッ

ツアイジュニア所属）が出場し、チームで全国1位に輝きま
した。8歳からバトンを始めた結奈さん。「難しい技ができた
ときが嬉しい。体の色んな部分でバトンを回転させる“ロール”
の技を磨きたいです。」と話してくださいました。

司法書士による消費者セミナーを開催
　近年増加している “架空請求” や “ネットショッピング
でのトラブル”。これらの被害を受けないために、知ってお
くと良い「法的な知識」について、司法書士の渡辺氏より
説明していただきました（12月12日実施）。複雑かつ多
様化する消費社
会への対応力を
向上させる学び
の時間となりま
した。

▲テーマ「Little Indian」

▲

１
月
11
日
、市
役
所
に
て

▲

保健所職員による
　手洗いレクチャー
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ＨＡＢＩＫＩＮＯ　ＣＩＴＹ　ＴＯＰＩＣＳ・・・・・  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・・・・・ 街かどから

古墳周辺の美化に協力
　昨年12月20日㈫、結成100周年を迎えるライオンズ
クラブ国際協会に所属する羽曳野ライオンズクラブが、応
神天皇陵古墳周回の清掃活動を行いました。クリスマス前
ということもあり、サンタクロースに扮した約20人が、
約3.5kmのコースを歩き、15袋分のゴ
ミを拾い集めました。同クラブは、百舌鳥・
古市古墳群の世界遺産登録を応援する「も
ずふる応援隊」にも所属し、日頃から様々
な応援活動に取り組んでいます。

成人の日、大人の自覚と責任を胸に。
　1月9日㈷、はびきのコロセアムにて「第59回羽曳野市
成人式」を開催し、新成人の門出を祝いました。華やかな振
袖やスーツに身を包んだ新成人859人（男性408人・女性
451人）が参加し、式典終了後は、恩師や友人との旧交を
温めあう姿が見られました。おめでとうございます。

福娘 ～笑顔で「福」を届けます～
　商売繁盛の神様 “えべっさん” で知られる今宮戎神社。毎
年1月9日から11日にかけて開催される「十日戎」の祭
礼にご奉仕する「福むすめ」に羽
曳野市在住の大学生、東

あずま
世
せ
里
り
菜
な
さん

が3回に渡る審査を突破し、見事選
出されました。第65代を記念し歴
代の福むすめからデザインを募った
という、鮮やかな山吹色の着物姿で、
宝恵駕行列への参列や、神社授与
所にて縁起物 “吉兆” を結んだ福
笹を笑顔で受け渡すなど、おめで
たい場に花を添えられました。

新春恒例 出初式
　1月8日㈰　藤井寺市の大和川右岸河川敷内にて、平成
29年消防出初式が開催され、柏原、藤井寺、羽曳野市より消
防団や婦人防火クラブなど多くの関係者が参加しました。熊
本県の地震や新潟の大火災などが起こった昨年。いつ発生す
るかわからない災害に備え、訓練や地域住民との連携が大切
になります。今年一年災害の無いように、皆さんに災害が及
ばないように願いを込め、一斉放水が行われました。

▲一斉放水の様子

こ
ん
に
ち
は

あ
か
ち
ゃ
ん

< はびきの >< 古  市 > < 碓  井 >
曽祖母の幸子さん
　　　 撮影

母親の志穂さん
　　撮影

母親の絵里さん
　  　撮影

友
とも

田
だ

 結
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都
と

ちゃん（右）井
い

澤
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海
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ちゃん（7 歳）

塚
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本
もと

 夕
ゆ

芽
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ちゃん
平成 平成年 年月 月日 生まれ 日 生まれ28 278平成 年 月 日 生まれ28 52 9 12 25
元気にたくさんのお友達と
　　　　　　　仲良く遊んで成長してね。

　　　　　　　　　よく食べる仲良し兄弟！
　   これからも変わらず、元気に育ってね♥！

自分で食べたい盛りです♡母は片付け大変…
　　　　たくさん食べてスクスク育ってね☆
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前期講座受講生募集前期講座受講生募集

④地域に貢献し、地域を創造する

内 

容

水曜日【２限目】
13：00～14：30

１ 4/26 南大阪（堺・羽曳野を中心に）の歴史と文化

２ 5/10 江戸時代後期「はびきのの村」の経済生活

３ 5/17 地域に貢献し地域を創造するコミュニティービジネス

４ 5/24 地域と健康教育

５ 5/31 羽曳野市における高齢化に対する施策

６ 6/7 北海道上富良野における地域創造の事例紹介

 ７ 6/14 地域資源を活用したまちづくり

 ８ 6/21 極北の大地アラスカの自然と環境問題

  6/28 今そこにある危機～気象・地震・環境から～

10 7/5 現地講義：ものづくり-その楽しさと感動体験-

11 7/12 地域に貢献し人生を創造する「ご縁学入門」

12 7/19 『お伊勢参り』に学ぶ地域振興

⑤-百舌鳥・古市古墳群をより深く知るための-世界遺産講座Ⅶ

内 

容

世界遺産登録をめざす百舌鳥・古市古墳群。巨大な前方後円墳とは何か、古墳時代の文化や王権、海外の世界

遺産など、多彩な話題を取り上げ、百舌鳥・古市古墳群と世界遺産についての理解を深めていただく講座です。

※第2講義の詳細は、受講手続き時にお知らせします。

水曜日【３限目】
15：00～16：30

①笑顔は、健康の源（原動力）

内 

容
「まさか自分が」と気付く前に正しい情報を知り、いつまでも自分らしく生きる引き出しを講師のオリジナル

視点でお話しします。

日曜日【１限目】
10：30～12：00

③近代建築の歴史　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

内 

容
近年、建築保存とリノベーションが盛んです。それらの多くは近代建築で、様々な表現と特色をもっています。

ここではそうした近代建築の種々のテーマを取り上げて、その特色と見どころを解説します。

 ４ 7/12 アメリカ建築の歴史（20世紀建築）

 ５ 7/19 F.L.ライトの建築

 ６ 7/26 W.M.ヴォーリズの建築　　

１ 6/21 西洋近代建築の歴史1（アール・ヌーヴォー）

２ 6/28 西洋近代建築の歴史2（モダニズムの建築）

３ 7/5 西洋近代建築の歴史3（コルビュジェの建築）

【大阪芸術大学提携講座】

9

水曜日【１限目】
10：30～12：00

②グローバル社会を生きる知恵　　　　　　　　  【四天王寺大学特別公開講座】

内 

容
世の中がグローバルな時代へ変貌する中、グローバルな言語としての英語は今後ますます重要となってくる

ことでしょう。本講座ではグローバル時代の英語教育、グローバル人材育成について紹介します。

日曜日【２限目】
13：00～14：30

１ 4/23 グローバル社会における英語

２ 5/7 ことば、英語をさまざまな側面から考察する

３ 5/14 ヒラリー・クリントン氏はなぜ大統領選挙で負けたのか

４ 5/21 女性が人生で成功する方法

５ 5/28 日本の大学生に求められる英語力とは？

６ 6/4 ラオスの小学校における学生たちの学び

 ７ 6/11 トランプ新米大統領と日本の安全保障政策について

 ８ 6/18 外国人向けゲストハウス～おもてなしの心を伝えるには

 ９ 6/25 外国人向け てんしばゲストハウスでの学生の学び

10 7/2 実用性と英文法：学んできた英文法は無駄だったのか

11 7/9 「実用的な英語力」とは

12 7/16 ビジネス英語を身につける術

１ 4/23 日々の食を元気に！庖丁の切れ味で料理の美味しさを変える。

２ 5/7 人とつながり・繋がり直そう～寂しさからの脱出～

３ 5/14 がんになっても慌てないための基礎知識

４ 5/21 乳がんのこともっと知ろう～知ると怖くない～

５ 5/28 大人の足育～いつまでも元気に歩き続ける足作り～

６ 6/4 予防医学としてのカイロプラクティックによる、健康な身体はどこから得られるのか

 ７ 6/11 肺がん～敵を知って策を練ろう～

 ８ 6/18 開運心理学 新月から始めましょう！

 ９ 6/25 あなたの大腸、ダイヂョウブ？ -大腸がんでコロンといかないために-

10 7/2 ねこ背の予防と改善、笑顔で楽な日々を送るために

11 7/9 子宮頸がんは必ず防げる!!　原因と予防法

12 7/16 香りと手の治癒力～触れられるだけで、病気・ストレス・痛みの緩和に

【太成学院大学提携講座】

１ 4/26 日本の遺跡と世界遺産

２ 5/10 現地講義：歩いて発見、応神天皇陵古墳のすばらしさ

３ 5/17 大豪族葛城氏の地域開発戦略と百舌鳥・古市古墳群

４ 5/24 船形埴輪から読み解く古市古墳群の時代

５ ６/２(金) 前方後円墳と古代の信仰

６ 6/7 発掘された武人の墓と対外交渉

 ７ 6/14 雄略天皇とその時代

 ８  6/23(金) 倭王が使いを送った中国南朝の陵墓

   6/30(金) エジプト考古学者が語る世界遺産の魅力

10 7/5 一塊（ひとかたまり）の土から始まる巨大古墳造営

11 7/12 前方後円墳の造出(つくりだし）とは何か

12 7/19 騎馬文化の伝来と誉田丸山古墳の国宝馬具

9

※第10講義の詳細は、受講手続き時にお知らせします。

羽曳野・南大阪地域の経済活動と暮らしについて、歴史的・文化的背景を振り返りつつ、これからの地元地域の

あり方をご一緒に考えて行きましょう。他の地域創造事例や自然環境の変化もご紹介し、身近な産業素材品を使

った手軽なものづくりも体験して頂けます。
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⑦知って得するお金の講座              

内 

容

今知っておきたい話から、将来のために知っておきたい話まで、皆様の身近な疑問・質問が解かり、また、正

しい情報を得ることで、お金のトラブルから身を守ることが出来るようになります。

※第5・10講義の詳細は、受講手続き時にお知らせします。

１ 4/20 保険の上手な見直し方

２ 4/27 終活で陥りやすいトラブル

３ 5/11 老後の生活設計 Q&A

４ 5/18 相続と相続税

５ 5月下旬 現地講義：造幣局

６ 6/1 第三の人生！～エンディングについて～

 ７ 6/8 金融犯罪の手口と対策

 ８ 6/15 金融商品の基礎知識

 ９ 6/22 人生90年時代、豊かな老後のための投資信託活用法

10 6月下旬 現地講義：日本銀行大阪支店 日銀の業務

11 7/20 お金のトラブルに巻き込まれないために～セカンドライフを守ろう～

12 7/27 我が国財政と最近の経済情勢等について

⑨近畿日本鉄道を識る　　　　 　　  　　　　　　　　　　 【学長企画講座】

内 

容
羽曳野市が位置する、近鉄沿線の歴史と文化を学ぶ。近畿で最長の路線を誇り、かずかずの歴史ある風土を結

んで走る、近畿日本鉄道の成り立ち、発展と重ね合わせて、近鉄沿線の魅力に迫る。

 ７ 6/10 藤井寺球場と近鉄バファローズ

 ８ 6/17 近鉄沿線を舞台とする近代文学 -谷崎潤一郎『吉野葛』など

 ９ 6/24 織田作之助と小川国夫の愛した近鉄沿線の南河内

10 7/1 あべのハルカス美術館を語る

11 7/8 近鉄沿線にある美術館・博物館

12 7/15 近鉄沿線を舞台とする歌舞伎 - 『義経千本桜』など

⑧伝統ゲームの世界         　　　

内 

容

ゲームの歴史は人類の歴史と同じくらい古く、またその種類も多彩ですが意外なところで繋がっていたりします。

日本にも古くから数多くゲームがありますが、知られていないものも多く、有名なものも誤解が多くあります。

ゲームの意外に深い話に驚いて下さい。

土曜日【１限目】
10：30～12：00

木曜日【２限目】
13：00～14：30

お申し込み・お手続きについては次のページをご覧ください。

⑩日本が直面する課題と展望　　　 　　  　　　　　　　　　【阪南大学提携講座】

内 

容

人口減少社会を迎える日本。安心して生活できる社会を次世代へ繋ぐために、我々が、今、考えなければなら

ないことは何か。金融や政治、雇用問題、環境問題をはじめとする様々なトピックで皆様とともに考えていき

たいと思います。

⑥西洋の建築と庭園　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

内 

容

古代ギリシャから19世紀に至る西洋建築と庭園について語ります。建築では古代の神殿建築、中世のキリスト教

会堂、イタリアルネサンスの都市建築など。後半は建築とともに発展した特色ある庭園に注目しそれらが目指し

た理想的世界について考えます。

 ４ 5/25 西洋庭園について1（イタリアルネサンスの庭園）

 ５ 6/1 西洋庭園について2（ル・ノートルのフランス庭園）

 ６ 6/8 西洋庭園について3（自然賛美のイギリス風景庭園）　　

１ 4/27 西洋建築の歴史1（古代ギリシャと古代ローマ）

２ 5/11 西洋建築の歴史2（ロマネスクとゴシック）

３ 5/18 西洋建築の歴史3（ルネサンスとバロック）

【大阪芸術大学提携講座】
木曜日【１限目】
10：30～12：00

木曜日【３限目】
15：00～16：30

土曜日【２限目】
13：00～14：30

１ 4/27 古代のゲーム 日本の三大盤上遊戯

２ 5/11 かるたの歴史 -平安時代にかるたはなかった？-

３ 5/18 ゲームとは何か さいころのゲーム

４ 5/25 体を使う動作のゲーム -投げる飛ばす打つ突く弾く-

５ 6/1 拳の遊戯 -じゃんけんだけが拳じゃない-　

６ 6/8 運動の遊戯 -スポーツではなくゲームです-

 ７ 6/15 言葉のゲーム

 ８ 6/22 感覚の遊戯と動物の遊戯 -お茶も鶯もゲームだった-

 ９ 6/29 くじと当てもの 賭博のゲーム

10 7/6 合わせもの 酒席・お座敷の遊び

11 7/13 日本の地域ゲーム -日本各地に謎のゲームがある-

12 7/20 電子ゲームの登場 世界の伝統的なゲーム行事

１ 4/22 懐かしの近鉄南大阪線・長野線

２ 5/6 近畿日本鉄道の沿革・歴史（戦前篇）

３ 5/13 近畿日本鉄道の沿革・歴史（戦後篇）

４ 5/20 近鉄の駅・線路・車両

５ 5/27 伊勢志摩開発ヒストリー

６ 6/3 近鉄沿線の世界遺産

１ 4/22 幻の「第1回」東京オリンピック

２ 5/6 自然の恵みはタダなのか？ -「生物多様性」と経済-

３ 5/13 日本から『琉球独立論』を考える

４ 5/20 日系企業のアジアにおける立地戦略-強みと弱み

５ 5/27 経済学における合理性と実験室実験

６ 6/3 イノベーションの歴史と「羽曳野発」ロボットの可能性

 ７ 6/10 地方創生とアベノミクス

 ８ 6/17 日本における女性の就労をめぐる課題

 ９ 6/24 保証人制度概説～その問題点と民法改正法案

10 7/1 暮らしと金融～騙されないための金融・経済知識～

11 7/8 為替のしくみと基軸通貨ドル

12 7/15 データで読み解く日米銀行業の収益構造



20 −はびきの　2017.2.1−

はびきの市民大学（業務受託者：株式会社みのりの里）

〒583-0854　羽曳野市軽里1-1-1　LICはびきの内

TEL 072-950-5503・FAX 072-950-5650

事務室時間　9時00分～17時30分 

～お問い合わせ～～お問い合わせ～

講座グループ
　講座日に、講義の進行補助をしています。
　具体的には講義の準備・講義の撮影・資料配布・
　受講カードの回収等をしています。

情報グループ
　LICはびきの2階の学習情報室で、来訪者への対応 
   やパンフレットの整理などを担当しています。

記録グループ
  「はびきの市民大学」学生通信を年2回発行しています。
　

介助グループ
　身体介助の必要な方や小さいお子さんをお持ちの
　方のために安心して市民大学を利用して頂けるよ
　う、介助や託児を担当しています。

ボランティアさん募集中！

はびきの市民大学  短期・公開講座

学習情報室にお越しください！
・入室無料！
　受講生以外の方も入室自由です。

・講座 DVD の視聴可能！
　抽選になった人気講座もビデオで視聴できます。

　視聴内容はお問合せください。※一部制限があります。

・学びの情報が盛りだくさん！
　大学や生涯学習関連施設の講座案内・近隣市町村の広報・博物

　館や美術館のチラシなど、各種取り揃えております。また図書

　館には所蔵していない図録や貴重図書もあります。

場所：LIC はびきの 2 階

開室：9 時 30 分～ 16 時 30 分（祝日・年末年始は閉室）

※定員を超えた場合は、抽選を行います。
　定員に達していない講座は追加募集を行います。　　

場所       　　

羽曳野市立生活文化情報センター（LICはびきの内施設）　　

定員       　　

講座①　　　

講座⑦⑧　　

講座②③④⑤⑥⑨⑩

日  程  3 月２９日（水）１３時３０分～ 1５時００分
場  所  3 階 視聴覚室
受講料  ５００円（当日支払）
定  員  ４０人　※先着順
講  師  大阪商業大学アミューズメント産業研究所
　　　 高橋浩徳
申込方法　電話または来館
申込期限　３月１６日（木）まで
　　　  ※定員に達していない場合は、申込期間を延長

対  象  主として小中学生（大人も受講可能）
　　　 ※小学 2 年生以下は必ず保護者同伴。
　　　 ※見学者は参加者 1 人につき 1 人まで。

昭和のゲームで遊んでみよう
昭和のゲームには今のゲームにない良いところがたくさんあ

りました。手や体を動かし、仕組みが学べ、人と人が会話を

しながら遊ぶことによるコミュニケーション。レトロだけれ

どあたたかい。そんな、魅力いっぱいの昭和のゲームで遊ん

でいただこうと思います。

-5 8 3 0 8 5 4

羽曳野市軽里1-1-1
LICはびきの内

はびきの市民大学

・氏名(フリガナ)
・性別
・年齢
・郵便番号
・住所
・電話(FAX)番号
・希望講座(複数可)
介助が必要な方は
ご記入ください。

52円
切手

【
表
面
】

【
裏
面
】

対象

市内・市外を問わず、どなたでもお申し込みできます。
※介助（点訳）・託児（2 歳児～就学前）が必要な方は、
　その旨をお知らせください。

受講料

講座①②④⑤⑦⑧⑨⑩（12 回講義）→各 6,000 円
講座③⑥（6 回講義）→各 3,000 円

日程

[ 募集締切 ]3 月１３日（月）必着
[ 受講決定 ]3 月２４日（金）までに「はびきの市民大学受
　　　　　 講決定について（通知）」が届かない場合は、
　　　　　 ご連絡ください。
[ 受講手続 ]４月１日（土）～４月７日（金）の間に、受講料
　　　　　 をそえて、はびきの市民大学までお越しくださ
　　　　　 い。※一旦納付された受講料は返金できません。

申込方法
[ 来             館 ] ※持参いただくものはありません。
[ インターネット ] はびきの市民大学ウェブページにて。
[ 官 製 は が き ] 必要事項（下記参照）を記入して投函し
　　　　　　　　てください。

募 集 要 項募 集 要 項

３0人

各40人

各60人

※閉室は祝日・年末年始のみ

日  程  ２月２４日（金）１３時３０分～ 1５時００分
　　　 3 月　3 日（金）１３時３０分～ 1５時００分
場  所  LIC はびきの内施設
受講料  １,０００円（２講義分・初日支払）
定  員  ３０人　※先着順
講  師  大阪城南女子短期大学現代生活学科
　　　 教授 中井康行／講師 中津功一朗（アシスタント）
申込方法　電話または来館
申込期限　2 月 21 日（火）まで

夏目漱石の生涯と作品
昨年没後百年、今年2017年生誕百五十年を迎えた夏目漱石

の生涯と文学について、残された日記や書簡の一節なども交

えて概観し、21世紀の現代にまで生き続ける漱石という存在

の意義を探ります。馴染みのある作品に新たな照明が当てら

れればと考えています。

はびきの市民大学

参
加
で
き
る
時
間
や
曜
日
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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制　度 市役所　☎ 072-958-1111
http://www.city.habikino.lg.jp

羽曳野市の宣言
○交通安全都市宣言　○非核平和都市宣言
○人権擁護都市宣言　○健康都市宣言
○青少年健全育成都市宣言

（老人福祉センター・
　　公民館・図書館）

支　所

羽曳野市民会館

LICはびきの
（生活文化情報センター）
はびきのコロセアム

市民体育館（西浦）

陵南の森総合センター

陵南の森生きがい情報センター
（テレワークセンター）

ＭＯＭＯプラザ

丹治はやプラザ

石川プラザ

保健センター
（休日急病診療所）
人権文化センター

青少年児童センター

白鳥児童館

青少年センター

エコプラザはにふ
（中央スポーツ公園）
時とみどりの交流館
（峰塚公園管理棟）
道の駅 しらとりの郷・羽曳野
総合棟(休業日：毎週木曜日・年末年始）
子育て支援センターふるいち

子育て支援センターむかいの

向野老人いこいの家

給食センター

社会福祉協議会

シルバー人材センター

柏原羽曳野藤井寺消防組合

羽曳野警察署

藤井寺保健所

藤井寺郵便局

柏羽藤環境事業組合

クリーンピア21（火曜日休み）

健康ふれあいの郷　グラウンド・ゴルフ場
（休業日：毎週木曜日、年末年始）
茶山テニスコート
（土・日・祝日のみ）

☎955-0583　
℻930-2144
☎958-2311　
℻958-2312
☎950-5500　
℻950-5505
☎937-3123　
℻937-3124
☎958-2340　
℻958-3614
☎952-2751　
℻952-1303

☎931-1900　
℻931-2112
☎957-5553　
℻957-5580
☎937-2355　
℻937-2388
☎950-2002　
℻958-9110
☎956-1000　
℻956-1011
☎955-4556　
℻955-7042
☎952-0032　
℻937-8580
☎957-4900　
℻957-4900
☎958-0050　
℻956-7867
☎959-3567　
℻959-3568
☎942-6647　
℻942-6647
☎957-6900　
℻957-6910
☎958-3308　
℻958-3350
☎953-6361　
℻953-6361
☎952-0033　
℻952-0033
☎958-2306　
℻958-1082
☎958-2315　
℻958-3853
☎959-0555　
℻959-0333
☎958-0119　
℻958-9900
☎952-1234　
℻952-2531
☎955-4181　
℻939-6479
☎954-2601　
℻938-8591
☎976-3333　
℻976-3331
☎975-2580　
℻975-2577
☎950-6611　
℻950-3888
☎959-8836

主な公共施設
２月は「児童手当」の支給月です
　2 月10 日㈮に、受給資格者の指定口座に児童手当を振り込みます。振込内
容は次のとおりです。
■平成 28 年10 月～平成 29 年1月分の児童手当

※出生順位の数え方は、18歳に達した日以降の最初の3月31日までの子どものうち、
　最年長の子から「第1子」として数えます。      
問合せ　こども課　☎ 072-947-3836（直通）　ＦＡＸ 072-956-0730

支給月額（所得制限額未満）支給月額（所得制限額以上）
0 歳～ 3 歳未満（誕生日月まで） 15,000 円

児童 1 人あたり月額
5,000 円

3 歳～小学校修了前（第1子・第 2 子） 10,000 円
　　〃　　　　　　（第 3 子以降） 15,000 円
中学生（一律）　 10,000 円

改修された住宅に対する固定資産税の減額
　一定の要件を満たす住宅の改修を行った場合、申告により、工事完了日の翌年
度分の固定資産税が減額されます。
　※工事完了日から3カ月以内に、税務課への申告が必要です。

　工事費用（自己負担額）が 50 万円を超える（平成 25 年 3 月 31日までの契
約分は 30 万円以上）改修工事を行った、上記の住宅に対する固定資産税が対
象です。詳しい内容や申告の必要書類などについては、お問い合わせください。
申告・問合せ　税務課 固定資産税担当　☎ 072-958-1111　内線 1550・1551

耐震改修 昭和57年1月1日以前に建築された住宅

バリアフリー改修
高齢者など（改修工事完了年の翌年1月1日における年齢が 65歳
以上の方、要介護認定または要支援認定を受けている方、障がい
のある方）が居住する、平成19 年1月1日以前に建築された住宅

熱損失防止（省エネ）改修 平成 20 年1月１日以前に建築された住宅

■高齢者に所得税・地方税法上の障害者控除対象者認定書を交付
　　65 歳以上で身体や精神に障がいがあり、要介護認定を受けている方で、所
　定の基準を満たされた方に、所得税や市・府民税の障害者控除を受けられる
　際に必要な障害者控除対象者認定書（無料）を交付します。詳しくはお問い合
　わせください。
■おむつ代が医療費控除の対象になります
　�　おむつ代の医療費控除を受ける場合は、かかりつけ医師の記載した証明書

が必要となりますが、以下の 2 点の要件を満たす場合、高年介護課で証明書
を無料発行できる場合があります。

　《要件》　
　 ・要介護認定を受けており、おむつ代の医療費控除を受けるのが 2 年目以降の方
　・�主治医意見書の記載内容において、寝たきり状態かつ治療上おむつの使用が必
　　要であると認められる方。
問合せ　高年介護課認定担当  ☎ 072-947-3821（直通）  ＦＡＸ 072-950-2536

介護保険料『夜間収納窓口』（事前予約不要）
　保険料を支払う時間がない。未納支払いの相談をしたい方はご相談ください。
日時　2 月 22 日㈬　18:00 ～20:00　
場所・問合せ　市役所別館1階 高年介護課 ①窓口
　　　☎ 072-958-1111　内線 1399・1370　ＦＡＸ 072-950-2536
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市役所　☎ 072-958-1111
http://www.city.habikino.lg.jp

国民健康保険・後期高齢者医療 『休日・夜間窓口』

問合せ　保険年金課　☎ 072-958-1111　内線 1750・1751

日程 時間 場所
休日窓口 2月26日㈰ 10:00 ～15:00 市役所本館1階

保険年金課③窓口夜間窓口 2月22日㈬ 18:00 ～20:00

公の施設の指定管理者を指定
　平成 28 年羽曳野市議会第 4 回定例会での議決を経て、次のとおり新たに指
定管理者を指定しました。

問合せ　行財政改革推進課　☎ 072-958-1111　内線 3590・3581

施設名 指定管理者 指定期間
 市民会館

 株式会社みのりの里 平成 29 年４月１日から
平成 31年３月31日まで 古市集会所

 市民体育館
 株式会社みのりの里 平成 29 年４月１日から

平成 31年３月31日まで 市民体育館屋外テニスコート
 市民プール
 高年生きがいサロン２号館

 社会福祉法人
 羽曳野市社会福祉協議会

平成 29 年４月１日から
平成 31年３月31日まで

 高年生きがいサロン３号館
 高年生きがいサロン５号館
 高年生きがいサロン６号館

 南食ミートセンター  南大阪食肉卸商業協同組合 平成 29 年４月１日から
平成 30 年３月31日まで

市有地の売却を予定しています

※物件の内容は多少の変更あり。
　詳細が決まりしだい、市ウェブサイト
　でお知らせします。（2月頃予定）
問合せ　管財用地課
　☎ 072-947-3803（直通）

売却物件の所在地 登記地積（㎡）
 向野2丁目402番 6  703.17
 河原城 469-1　 1387.29      

就学通知書を送付します
　4 月から小・中学校に入学される
お子さんに対し、就学通知書を1月
に発送しました。
  ■通知書が届いていない
  ■住所異動
  ■市立小・中学校以外に入学する
　などの場合は、学校教育課まで必
ずご連絡ください。
問合せ　学校教育課　
　☎ 072-947-3907（直通）

不動産公売のお知らせ
　市税の滞納により差し押さえた不動産を、インターネット公売「期間入札」の
方法で公売します。入札などを制限されている方（国税徴収法第 92 条・第108
条等に該当されるかた）以外であれば、どなたでもご参加いただけます。
公売物件　分譲マンション1室
所在　（1）大阪府羽曳野市学園前 / 床面積：69.70 ㎡
その他　本公売は滞納税の納付などにより、予告無く中止する場合があります。

【公売日程】
申込　2 月15 日㈬ 13:00 ～27 日㈪ 23:00
入札　3 月 6 日㈪ 13:00 ～14 日㈫ 13:00
　※ヤフー株式会社が提供するインターネット公売システムを用いています。
　※本公売に関する詳細（補足説明事項）などは、お問い合わせください。
　　市ウェブサイトでも詳しい情報を今後掲載予定です。
問合せ　税務課 滞納整理担当　☎ 072-958-1111　内線 1432・1460

羽曳野市国民健康保険に加入されている 40 歳から74 歳の方へ
平成 28 年度の特定健診受診券の有効期限は 3 月 31日㈮までです
　2 月上旬に平成 28 年度の特定健診が未受診の方へ、受診案内（はがき）をお
送りします。また、保健事業担当より受診のお願いのお電話をしますので、健診
についての疑問やご意見などをお聞かせください。ご協力よろしくお願いします。
毎年、3 月は受診が集中し、医療機関が大変混み合い、予約がとりにくくなってお
ります。早めに受診しましょう。
　※受診券を紛失した場合もお早めにご連絡ください。
問合せ　保険年金課保健事業担当　☎ 072-958-1111　内線 1761

子どもの貧困対策
　本市では、切れ目のない相談支援
サービスを提供できる体制を整備し、
子どもの将来がその生まれ育った環
境に左右されることがないよう、い
わゆる “貧困の連鎖” の防止を図る
ための施策の実施に努めています。
　今年度の新事業『日常生活支援事
業』は、子育て連携支援員を配置し、
支援が必要な子どもとその家庭全体
の状況把握を行うとともに、訪問に
よる日常生活等の支援や、学習支援、
居場所への相談、進学に必要な奨学
金などの公的支援の情報提供、また
は関係機関との連携、調整など必要
な支援を実施するものです。

【問合せ】こども課
   ☎ 072-958-1111  内線 1230
　ＦＡＸ 072-956-0730
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受取期間が終了したマイナンバーカード
および返戻された通知カードの受取

●日曜窓口　
日時　2 月 26 日㈰  9:00 ～12:00
場所　市民課（市役所本館1階②窓口）
※注意事項 ･･･ 平成 29 年から、日曜
　窓口は市民課のみで行います。通知
　はがきに「受取場所 :支所」との記載
　がある方も、今後は市民課での受取
　りになります。
問合せ　市民課　☎ 072-958-1111 
　内線 1670
　支所　☎ 072-955-0583

■マイナンバーカード（市民課・支所）
持物：持参品は通知はがきを参照。

■通知カード（市民課）
持物：本人もしくは同一世帯人が、本人確
認書類（運転免許証などの顔写真つきの
書類1点か、それ以外の書類2点）を持参。

はびきの中学生 study- Ｏ
2 月・3 月の実施日程

東教室（市役所）

2 月  5 日㈰ ※講義（PM)・
 12 日㈰・ 18 日㈯・19 日㈰

3 月  5 日㈰ 
西教室（あいあいハウス および 支所）

2 月  5 日㈰ ※講義（AM)・
 12 日㈰・ 18 日㈯・19 日㈰

3 月  5 日㈰ 

政策推進課特命プロジェクトチーム
☎ 072-958-1111　内線 3530

『みんなで一緒に勉強しませんか』
　受験勉強、テスト対策など、さまざ
まな場面に活用してください。

�■参加申し込みは、随時受付中！！
■中学生に勉強を教える大学生
　スタッフも募集中！！
�詳しくは市ウェブサイトまたは担当まで。

研志会会員による無料法務・法律
相談（予約制）
　相続・遺言、許認可、社会保険・労
働問題など、弁護士、行政書士、土地
家屋調査士、社会保険労務士などが
相談に応じます。
日時　2 月26 日㈰  13:30 ～16:30
会場　市役所 A 棟中・東会議室
申込・問合せ　※要予約  
　研志会理事  城　
　☎ 0721-69-8050

行政書士による無料相談会（予約制）
　相続、遺言、成年後見制度、離婚、
法人設立および建設業などの営業
許可など申請手続について。

（1人当たり30 分）
日時　2 月15 日㈬  13:30 ～15:30
場所　LIC はびきの　大会議室
受付  ㈪～㈮　9:00 ～12:00
申込・問合せ　※要予約　横田　
　☎ 072-954-9060

教えて消費生活 Q&A　～新聞購読契約を解約したい～

高齢で独り暮らしの母が目の病気を患い、ほとんど視力を失ってしまった。
新聞の購読契約があと1年以上残っているが、解約することはできるか。

Q

新聞公正取引協議会では、消費者からの新聞購読契約の解約の申し出に
応じなければならないケースを定めています。
　①クーリングオフ期間内
　②不適切な契約が行われていた時
　③考慮すべき事情がある時
考慮すべき事情とは、購読者の死亡、購読が困難となる
病気・入院・転居などが挙げられますので、視力を失った
ケースでは、解約が合理的と考えられます。
新聞購読解約の際にトラブルが生じたときは、いつでも消費生活センター
にご相談ください。

A

【消費生活相談】毎週月・水・木・金曜日　10:00 ～16:00
　　　　　　　  まずは電話でお問い合わせください。
　　　　　　　  消費生活センター ☎ 072-947-3715（直通）

避難準備情報などの名称変更
　台風による水害で、高齢者などが
避難を開始する段階であるというこ
とを明確にするため、名称が変更さ
れました。

【変更前】避難準備情報　　　
【変更後】避難準備・高齢者等避難開始

 ■避難勧告については従来どおり
【変更前】避難指示
【変更後】避難指示（緊急）
※詳しくは［内閣府 防災情報ページ］
　を検索ください。
問合せ　大阪府危機管理室防災企
　画課地域支援グループ
　☎ 06-6941-0351　
　ＦＡＸ 06-6944-6654

ミニストップでコンビニ交付サー
ビスがご利用できます
　1月 23 日から、マイナンバーカー
ドや住基カードをお持ちの方は、各
店舗で住民票などの各証明書が取得
できます。
問合せ　市民課
　☎ 072-958-1111　内線 1670

４市合同人権・法律相談会
（柏原市・藤井寺市・大阪狭山市・羽曳野市）

　多重債務の問題や生活問題、心の
悩みなど、さまざまな悩みを専門家
に相談しませんか。
日時　２月17 日㈮  13:00 ～17:00
会場　柏原市男女共同参画センター
　３階会議室（フローラルセンター）
　※柏原市役所別館 ３階
内容　①弁護士による法律相談
　　　②専門相談員による人権相談
対象　４市のいずれかに在住・在勤・
　在学の方
定員　①②各４人
申込　①電話申込（先着順）
　　　②申込不要
問合せ　柏原市 人権推進課　
　☎ 072-972-1544

◎ 市役所駐車場に限りがありますので、お越しの際は、公共交通機関をご利用ください。【管財用地課】
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「羽曳野市水道事業ビジョン」の意見募集
　安全でおいしい水を安定して供給し続けるために、皆様のご意見をお寄せください。

申込・問合せ　持参・郵送・FAX・メールにて受付。
　　　氏名・住所・電話番号を明記の上、ご提出ください。
　　　※様式不問、匿名の意見は受付けできません。
　　　〒 583-8585　誉田 4-1-1　水道局総務課
　　　ＦＡＸ 072-958-0494　メール soumu.suido ＠ city.habikino.lg.jp
　　　☎ 072-958-1111　内線 5012
         ※郵送の場合は、募集期間の消印有効（2月6日㈪～24日㈮）
       ※取りまとめしだい、閲覧場所で公表します。なお、ご意見の返却・個別回答は
　　　　行いません。
　      ※個人情報は目的以外には使用せず公表もしません。

■素案の閲覧場所　2 月 6 日㈪～24 日㈮
　水道局総務課窓口、市役所本館情報公開コーナー（1階）、支所、水道局ウェブサイト
■意見を提出できる方
　○市内在住・在勤・在学されている方　○市内の事業者・法人・その他の団体　
　○本ビジョンの内容に利害関係を有する方

２月は生活排水対策推進月間＆大和川流域水質改善強化月間
　大和川の水の汚れの原因の約 7 割が日常生活から出る「生活排水」です。
生活排水をできるだけ汚さないよう、「食器や鍋の汚れはふきとってから洗う」

「油、食べ残しは流さない」「洗剤は適量使う」の実践にご協力をお願いします。
　また、下水道への接続もしくは、合併処理浄化槽の設置をお願いします。
　※詳しくは［大阪府 生活排水］を検索
問合せ　環境衛生課　☎ 072-958-1111　内線 2820
　　　　大阪府 事業所指導課　☎ 06-6210-9585

■環境衛生課　☎ 072-958-1111　内線 2842

■大阪府動物管理指導所 藤井寺分室　☎ 072-937-1101

　フンや尿などの生活環境被害の苦情が多く市に寄せられています。ルールを
守って最後まで愛情もって飼いましょう。

［猫の飼い主の方へお願い］
 ● �フン・尿は自宅の決まった場所でさせるようしつけましょう。
 ● �飼い主のいない猫と間違われないように首輪をつけましましょう。
 ● �飼い主のいない猫を増やさないためにも不妊去勢の手術を行ってください。

［犬の飼い主の方へお願い］
 ● �しつけをしっかりとしましょう。 ● �散歩・運動時は、綱かリードを必ず付けましょう。
 ● �フンは飼い主が責任をもって処理しましょう。迷惑となるところで尿をさせるのは止
　  めましょう。

［飼い犬が人を噛んだとき］
 ■�飼い主は動物管理指導所（藤井寺分室）に必ず咬傷届けを提出してください。
 ◎犬の譲渡、犬猫の引取 ◎ペット動物に関する相談 ◎適正飼養の普及啓発  など

［飼育されていない鳥類・小動物などへの餌やりによる被害］
 ● �その周辺にすみつき、フン・尿・ごみが荒らされるなどの被害が起こっています。

犬や猫を飼われている方へ隣近所・地域に迷惑をかけないで

浄化槽の適切な維持管理を
　浄化槽をご使用の方は、保守点検
と清掃にあわせて、定期検査を年1
回、受ける必要があります。維持管
理を正しく行い、良好な処理水質の
確保に努めましょう。
問合せ　藤井寺保健所 環境衛生課
　☎ 072-952-6165

こんな時は、水道局
（☎ 072-958-1111）にご連絡を！
■料金のことは･･･
　【水道料金お客様センター】
　内線 5021～ 5024
　名義変更・住所変更時の手続き、
　水道料金のお支払い、使用水量、
　検針に関すること。
■工事のことは･･･
　【工務課給水担当】　内線 5040
　給水装置、受水槽、指定工事店に
　関すること。
■漏水・水質のことは･･･
　【工務課管理担当】
　内線 5042 ～ 5043

排水設備工事は市の指定工事店で
　家庭の排水管を公共下水道に接続
する排水設備工事は、羽曳野市排水
設備指定工事店で行ってください。
　指定工事店以外で工事をした場
合、無届工事などの違反行為になり、
助成制度も受けられません。
　指定工事店は、下水道総務課ウェ
ブサイトをご確認ください。
問合せ　下水道総務課　
　☎ 072-958-1111 内線 2370・2390

新西浦会館にペットボトル回収ボ
ックスを設置しました
　ペットボトルは水洗い後、ラベル
を剥がし、キャップをはずして投入し
てください。ペットボトル以外は投入
しないでください。ご協力をお願い
いたします。
問合せ　環境衛生課　
　☎ 072-958-1111　内線 2841
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保育士・看護師・業務員の募集（4 月から）
保育士（非常勤職員） 看護師（嘱託員・非常勤職員） 業務員（非常勤職員）

定員  10人  各1人  2 人

資格  保育士資格を有する者 � 看護師もしくは准看護
 師資格を有する者  業務員は資格不要

勤務条件
 ① 9:00 ～17:15
 ②7:30 ～11:00

 ① 9:00 ～17:15
 ② 9:00 ～13:00

 10:00 ～12:00
 14:00 ～16:00

 ※㈪～㈯の間で週 5日勤務　※上記以外の時間帯についても要相談
勤務場所  市立保育園（５園）

申込・問合せ  こども課（市役所本館１階）　☎ 072-958-1111　内線1232

留守家庭児童会非常勤職員（補助員）募集
対�象　平成 29 年 3 月 31日 高校卒業見込みの方～ 67 歳以下（3 月 31日現在）
定員　若干名　 賃金　月額 106,258 円  ※社会保険、福利厚生会の加入あり
勤務時間　通常  平日12:45 ～17:45（5 時間勤務） 有給休暇 10 日付与
問合せ　社会教育課　☎ 072-958-1111  内線 4510･4520

青少年児童センターだより2 月の事業
　所在地：向野3-1-33　☎ 072-952-0032　ＦＡＸ 072-937-8580
　幼児は、保護者同伴。必ず上靴を持ってきてね！

子ども広場
将棋広場

～初めての人・興味を持った人は、気軽にご参加ください～
 ［日時］2月4日・18日・25日㈯　15:00～ 17:00
　※開催日変更の場合があります。
 ［対象］おおむね小学1年生～6年生

子育てセミナー
親子体操

～親子で楽しく体を動かそう！～  ※初めての方は事前申込が必要です。
 ［日時］2月23日㈭　10:00～ 11:30 
 ［会場］青少年児童センター 体育館　 ［講師］体育文化指導協会
 ［持物］水筒・タオル・着替え・親子とも体育館シューズ 

おもしろ教室
手作りひな人形

 ［日時］2月18日㈯　10:00～ 11:30 
 ［対象］幼児と小学生（小学1年生までは保護者同伴）    ［参加費］150円
 ［定員］先着15人  ※受付2月1日㈬～（9:00 ～17:00 日・祝日除く）

大阪菊花会 菊花講習会  
会場　陵南の森公民館 2 階第1研修室
時間　13:00 ～（第1回のみ13:45 頃～）
対象　どなたでも参加可
費用　無料

申込・問合せ  大阪菊花会　花川 
　携帯 090-3275-6360
　道路公園課 みどり推進室
　☎ 072-958-1111　内線 2430

■第1回　3月5日㈰　
 総会・大菊親株の管理・培養土作りほか
■第2回　4月2日㈰
 大菊挿し芽・鉢上げ・摘芯・盆栽ほか
■第 3回　5月21日㈰
 大菊三枝誘引・大鉢定植・だるま作り・
 福助作りほか（大菊の苗頒布）
■第 4回　6月18日㈰
 大菊真夏の管理・柳芽の処置・
 肥料追い込み・蕾の選定ほか
［苗販売］陵南の森 藤棚の下にて販売。
 5月21日㈰大菊苗（講習後）
 7月23日㈰福助苗

白鳥児童館だより2 月の事業   翠鳥園 2-9-101   ☎・ＦＡＸ 072-957-4900	　
　時間  9:00 ～ 17:30　　休館日  日曜・祝日・12 月 29 日～ 1 月 3 日
　対象  小学生および保護者同伴の概ね 1 歳以上の幼児 

〔みんなで遊ぼう水曜日〕大なわ大会　［日時］8日㈬15:00～ 16:00
〔わくわく子育てひろば〕おひなさまを作ろう　［日時］13日㈪10:30 ～11:30　

〔トライルーム〕おやつ作り  蒸しパンケーキ（※卵、牛乳、小麦使用）
　［日時］18日㈯ 9:30～ 11:30　［対象］小学1～3年生　［定員］先着20人
　［申込］電話のみ　4日㈯ 9:00 ～17日㈮
　［費用］100 円（当日持参）　［持物］エプロン、三角巾

〔チャレンジルーム〕おやつ作り  蒸しパンケーキ（※卵、牛乳、小麦使用）
　［日時］18日㈯ 14:00 ～16:00　［対象］小学4～6年生　［定員］先着20人
　［申込］電話のみ　4日㈯13:00 ～17日㈮　
　［費用］100 円（当日持参）　［持物］エプロン、三角巾

 絵本のへや（絵本・紙芝居など）　［日時］20日㈪・28日㈫10:30～ 11:30 
 将棋であそぼう　［日時］22日㈬15:30～ 16:30

「豚まん講習会」野菜いっぱいの
手作り豚まん
陵南の森公民館グループ連絡協議会「公開講座」

日時　２月12 日㈰ 13:00 ～16:00
会場　陵南の森公民館２階料理実習室
対象　市内在住・在勤・在学の方　
定員　15 人　費用　無料
持物　エプロン、三角巾、ふきん　
講師　小西 理保 氏
申込・問合せ　2 月1日㈬～10 日㈮
　大阪友の会 古市方面　園田　　
　携帯 090-6917-2035

クリーンピア 21 
ジュニアスイミングクラブ 
  ・無料体験あり（要予約）
問合せ
　［プール］☎ 072-975-2580 
　［各教室・スクール・ジム］
　 ☎ 072-975-2588

◎ 市役所駐車場に限りがありますので、お越しの際は、公共交通機関をご利用ください。【管財用地課】
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高次脳機能障がい研修会
　当事者の体験や思いを聞いて、地
域のネットワークを考えよう。
日時　2 月 23 日㈭　
　13:30 ～16:30（予定）
会場　市役所 別館 2 階
　研修室 1・2・3
定員　70 人程度　費用　無料
問合せ　南河内圏域地域支援ネット
　ワーク事務局 社会福祉法人 大阪
　府障害者福祉事業団 地域生活総
　合支援センター おんど
　☎ 072-338-5850

「犬の飼い方教室」
 犬の適正飼養普及啓発事業
日時　3 月11日㈯  10:00 ～12:00
場所　はびきのコロセアム
　　　※駐車場有料
内容　犬を飼うときのきまりや健康
　管理、しつけ方の講義
対象　市内在住。（犬同伴不可）
　申込多数の場合は、抽選。
費用　無料
申込　2 月1日㈬～28 日㈫
問合せ　■大阪府動物管理指導所
　�☎ 06-6981-1050（㈯㈰㈷を除く

9:00 ～17:45）ＦＡＸ 06-6981-1033
　■大阪府動物愛護畜産課動物愛護
　グループ ☎ 06-6210-9615・9617
　（㈯㈰㈷を除く 9:00 ～17:45）

 男女共生セミナー参加者募集
「楽

らく
家事でワーク・ライフ・バランス！～ワーク家事からライフ家事へ～」

　家事をしたことがない人も、毎日家事をしている人も、楽に家事をするコツやパ
ートナーと一緒に家事をする方法などを学んでみませんか？
日時　２月 25 日㈯　10:00 ～12:00　　会場　市役所 別館３階 会議室
対象　市内在住、在勤、在学の方          　定員　先着 30 人
費用　500 円（資料代含む）
講師　山田 亮 氏（家事ジャーナリスト、楽家事ゼミ主宰）
　　　※ NHK「助けて！きわめびと」に出演されました。
一時保育　２歳から就学前までの幼児・無料・先着５人  ※要予約
申込・問合せ　2 月10 日㈮ までに人権推進課へ、電話・FAX・メールにて
　　　お申し込みください。 ［FAX・メール］①～⑥の項目をご記入ください。
　　　①参加希望セミナー名　②氏名　③住所　④電話番号　⑤年齢
　　　⑥一時保育の有無（※子どもの氏名、年齢）
　　　☎ 072-947-3606（直通）  　ＦＡＸ 072-958-8061
　　　メール  jinkensuishin@city.habikino.lg.jp
男女が自分らしく心豊かに生きる方法を学ぶ機会としてセミナーを実施しています。

はびきの健康フォーラム　
　健康な生活を送る上での健康情報をお伝えします。
日時　2 月19 日㈰　12:30 開場　13:00 開演　会場　LIC はびきの ホール M
定員　500 人　費用　無料　※申込不要。粗品進呈。手話通訳あります。

【講演会】  「市民のための食育」～食を楽しみ元気な身体をつくろう～

主催　羽曳野市、大阪府立呼吸器・アレルギー医療センター、大阪府立大学
問合せ　健康増進課（保健センター）　☎ 072-956-1000

①
「食物アレルギー児の食育」～みんなと一緒に楽しい食事～
　　大阪府立呼吸器 ･アレルギー医療センター 
　　小児アレルギーエデュケータ　糖尿病療養指導士　西田 京子 先生

②
「保育所での食育を通じて学んだこと」
　　大阪府立大学地域保健学域
　　総合リハビリテーション学類　准教授　小川 由紀子 先生

③「笑顔輝く未来へ」～豊かな心と体を育む食育～
　　NPO 法人はみんぐ南河内　管理栄養士　時岡 奈穂子 先生

点字教室受講生の募集
　6 つの点から広がる世界。点字を、わかりやすく楽しく学べます。「初めての
点訳」を一緒に学んでみませんか。

時間　各教室　10:00 ～12:00
費用　テキスト代 500 円（点字器・パソコンは貸出可）
申込・問合せ　3 月 6 日㈪から電話・FAX・直接申込。定員になりしだい締切り。
　　　福祉支援課　☎ 072-958-1111  内線 1150 ～1158  ＦＡＸ 072-957-1238

■初級

日時 4 月 8 日～12 月16 日　土曜日
（全15 回）8 月は休講

会場 市民会館　2 階会議室
定数 15 人程度（先着順）

■中級

日時 平成 30 年 1月13 日～ 3 月 24 日
土曜日（全10 回）

会場 市民会館　4 階研修室
定数 10 人程度（先着順）

はみんぐ南河内２月の教室
①スクエアステップ（お試しあり）
　日時　毎月第 4 金曜日　10:00 〜 
　費用　500 円   
②みんなの食育講座     
 　お口のアンチエイジング。
　日時　2 月 28 日㈫ 10:00 ～11:30
　費用　500 円　
　対象　大人　定員　10 人　
　申込   2 月 20 日㈪まで
場所 はみんぐ南河内（野々上 4-6-16 
　野々上マンション103）
申込・問合せ  はみんぐ南河内 
　☎ 072-976-5255
　ＦＡＸ 072-976-5256
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フリースタイル  キッズジャズダンス 【クラス① 3 歳～ 6 歳 16:00 ～】【クラス② 6 歳～ 12 歳 17:00 ～】  1カ月から可。 日時 2 月 9 日・16 日・ 23 日、
　3 月 9 日・16 日・23 日㈭　講師 yuki 氏 　費用 （月 3 回分）① 3,600 円  ② 3,900 円　申込 受付中
リフレッシュヨガ教室（4 期） 日時 2 月 15 日・22 日、3 月 1 日・8 日・15 日・22 日㈬ 15:15 ～　講師 藤井 美由紀 氏　費用 4,620 円（3 月 1 日以
　降は 2,310 円）　申込 受付中

はびきの庵 円想 たのしい和装教室 袋帯・二重太鼓結びコース 日時  2 月 21 日㈫・22 日㈬、3 月 7 日㈫・8 日㈬・21 日㈫・22 日㈬、4 月 11 日㈫・12 日㈬・
　25 日㈫・26 日㈬ ［朝の部 ㈫㈬］10:00 ～ ［昼の部 ㈫㈬］14:00 ～  ［夜の部 ㈫］18:00 ～　会場 はびきの庵  円想　対象 女性（高校生以上）　
　費用  2,000 円（全 5 回 /1 回 120 分）　持物 ①着物（小紋）②袋帯 ③帯板 ④帯枕 ⑤帯締め ⑥帯あげ ⑦マジック、コーリンベルト ⑧腰紐 3 本 
　⑨着物クリップ ⑩フェイスタオル 2 枚 ⑪肌襦袢 ⑫裾除 ⑬長襦袢 ⑭襟芯 ⑮足袋または白靴下  ※①～⑨は無料貸出可　定員 各区分 8 人　申込 受付中

書を楽しむ教室 日時 2 月 3 日・10 日・ 24 日、 3 月 3 日・17 日・24 日㈮ 10:00 ～　講師 辰井 渓宇 氏　費用 1,620 円（月 3 回分）　申込 窓口で受付中

ＭＯＭＯプラザ  ☎ 072-957-5553

教室受講生募集  株式会社クリーン工房
【申込方法・注意事項など】■教室が開催される施設にて申し込みください。■申込時、料金をお支払いください。■教室を欠席されても返金はできません。
                                   ■先着順。定員になりしだい締切り。■詳細は各施設にお問い合わせください。

歌声コンサート  日時 3 月 28 日 ㈫  開場 13:00  開演 14:00　会場 2 階集会室　出演 喜多 光三 氏（ピアノ） 竹内 直紀 氏（テノール）　定員 150 人 
　チケット 1,020 円（2 月 1 日 ㈬より窓口で販売）

リフレッシュヨガ教室（4 期）
　日時 2 月 1 日・8 日・15 日、3 月 1 日・8 日・15 日㈬ 10:00 ～　講師  藤井 美由紀 氏　費用 4,620 円（2 月 15 日以降 2,310 円）　申込 受付中
太極拳教室（4 期） 日時 2 月 8 日・22 日、3 月 8 日・29 日 ㈬ 13:30 ～　 講師 加藤 紀子 氏　費用 3,080 円（2 月 22 日以降 1,540 円）　申込 受付中
歌声くらぶ 日時 2 月 28 日㈫ 14:00 ～　 講師 喜多 光三 氏　定員 40 人　費用 510 円（1 回分）　申込 当日会場で受付

丹治はやプラザ  ☎ 072-937-2355

春のフリーマーケットと地元野菜の朝市  同時開催  出店者募集 ■フリーマーケット  12 ブース  費用 1,540 円 ■野菜の朝市  4 ブース  費用 1,080 円
　日時 3 月 12 日 ㈰ 10:00 ～ 13:00　申込 2 月 12 日 ㈰ 11:00 ～会議室
29 年度（1期）教室のお知らせと募集　 ■やさしいヨガ   ■フラダンス教室（初心者・経験者）   ■土曜ベーシックヨガ
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 ※詳細は石川プラザウェブサイト・館内ポスターをご確認ください。

歌声くらぶ　日時 2 月 21 日、3 月 21 日㈫ 14:00 ～ 15:30　定員 45 人　講師 喜多 光三氏　費用 510 円（1 回分）　申込 当日会場で受付

こども土曜クラブ 日時  2 月 25 日、3 月 25 日㈯ 9:30 ～ 10:45　対象  小学 3・4・ 5 年生　定員  15 人　内容  語りや紙芝居、おもしろ実験、リクレ
　ーションゲーム　費用 300 円（1 回分）付き添い保護者は無料。　申込 受付中

やさしいヨガ教室（4 期） 日時 2 月 2 日・9 日・16 日、3 月 2 日・9 日・ 16 日㈭  14:00 ～ 15:30　講師 田中 陽子 氏　定員 45 人　費用 2 月 16 日
　以降 2,310 円　申込 受付中

フラダンス教室（4 期） 【①初心者教室 9:30 ～ 10:30】【②経験者教室 10:35 ～ 11:35】 　日時 2 月 7 日・14 日・21 日、3 月 7 日・14 日㈫　講師 田中 
　千恵 氏　定員 各 25 人　費用 2 月 14 日以降は各教室 2,055 円　申込 受付中

石川プラザ  ☎ 072-950-2002

マン・ツーマンパソコンセミナー 
　①ワード 基礎・応用（5 回）
　②エクセル 基礎・応用（5 回）
日時　① 9:30 ～11:30、② 12:30
　～14:30、③ 15:00 ～17:00
　※日程・時間帯、応相談。（土・日・
　　祝は休み）
費�用　各講座 10,000 円
　5 日間（10 時間）テキスト代込
申込・問合せ　電話受付（随時）
　陵南の森生きがい情報センター内
　河内飛鳥 UNIC 会  
　☎ 072-931-1900
　携帯 090-3716-3203（島）
　※�つながらない時は、携帯電話に

おかけください。

定期救命講習
　AED の使用方法を含む心肺蘇生法、小児の応急手当などの講習です。午前中
の受講（普通救命講習Ⅰ）のみも可能です。受講後に修了証を発行。
日時　3 月11日㈯　9:30 ～17:30（普通救命講習Ⅰ・上級救命講習）
会場　柏原市立地域福祉センター（柏原市 4-15-35）
対�象　柏原市、羽曳野市、藤井寺市に在住・在勤・在学の方　定員　先着 30 人 
申�込・問合せ　2 月10 日㈮ 9:00 から電話にて受け付け。
　　　柏原羽曳野藤井寺消防組合 消防課 救急係　☎ 072-958-9937

防火管理者講習
日時　3 月 9 日㈭　9:50 ～16:00、10 日㈮  10:00 ～16:00
会場　柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部
費�用　受講料 4,000 円（柏羽藤火災予防協会員は、2,000 円）
定員　100 人程度（先着順）
申�込・問合せ　2 月 20 日㈪～24 日㈮ 9:00 ～17:00　火災予防協会（消防本

　　部 3 階予防課内）で、受講料を持参の上、お申し込みください。
　　　※納付された受講料は返金できません。
　　　※講習を30 分遅刻された場合は受講できません。
　　　柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部  予防課内  火災予防協会
　　　☎ 072-958-9940

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-242-7997】  【株式会社ホープ　☎ 092-716-1404】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】

◎ 市役所駐車場に限りがありますので、お越しの際は、公共交通機関をご利用ください。【管財用地課】



−はびきの　2017.2.1−

講　座

29

市役所　☎ 072-958-1111
http://www.city.habikino.lg.jp

パソコンサークルステップ受講者募集
�［個別指導］パソコン・スマホ・タブ
　レット操作のわからないことだけ
　質問できます。
■ 2 月14 日・21日・28 日㈫　
　10:00 ～11:00、11:00 ～12:00
■ 2 月10 日・17 日・24 日㈮
　10:00 ～11:00、11:00 ～12:00
会場　LIC はびきの 3 階　
定員　4 人 （予約制、先着順）
費用　1時間 1,200 円
持�物　ノートパソコン・スマートフォ

ン・タブレット
　（レンタル可。台数制限有。要予約）
申込・問合せ　電話申込。
　パソコンサークル ステップ  山田  
　携帯 090-6608-5799
　※その他の講座内容など詳細は、　
　　お問い合わせください。

ボランティア パソコン講座（2 月）
パソコン交流館　
■エクセル入門講座　9:30 ～ 11:30
　13 日㈪・20 日㈪・27 日㈪　
■エクセル活用講座　9:30 ～ 11:30
　14 日㈫・21 日㈫・28 日㈫
会場　市民会館 4 階  第12 会議室
定員　若干名
費用　各講座 1,800 円（１回 600 円）
　初回に一括支払。テキスト代込み。
　※講座の複数選択可。
　※途中欠席の場合、返金不可。
申込・問合せ　パソコン交流館
　国沢　☎ 072-956-4197  
　　携帯 090-3725-2528
　※その他の講座内容など詳細は、　
　　お問い合わせください。

まち歩き・まちづくり講座  私たちの住む地域に愛と誇りを感じよう！
 【対象】歴史、観光、まちづくりなどに興味のある方
 【定員】先着 20 人　【講師】羽曳野まち歩きガイドの会
 【申込・問合せ】市民協働ふれあい課 ☎ 072-958-1111 内線 1082

日時 内容 会場
 2月8日㈬
 14:00～ 15:30

��� 学ぼう！
 羽曳野市の歴史文化と観光資源 エコプラザはにふ

 2月15日㈬ 
 14:00～ 15:30

 歩こう！
 応神天皇陵古墳周辺の散策

羽曳野市役所
東玄関集合

 2月22日㈬
 14:00～ 15:30

 考えよう！ ワークショップ
 「地域活性化のために市民ができること」 エコプラザはにふ

ボランティア・市民活動わくわく講座

株式会社みのりの里 教室受講生募集
　【歌声くらぶ】
　　日時  2 月14 日㈫　10:00 ～11:30　受付  当日 9:30 ～　
　　講師  喜多 光三 氏　 費用  510 円（初回1,230 円。歌集込）
　【ピラティス（第 6 期）】
　　日時  2 月 7 日・14 日・21日・28 日、3 月 7 日・14 日・21日㈫
　　　　 10:00 ～11:00
　　講師  新垣 朋子 氏　定員  15 人　費用  5,390 円（7 回）　申込  受付中
　【歌声コンサート】
　　日時  3 月 2 日㈭  開場13:30  開演 14:00
　　出演  喜多 光三 氏、竹内 直紀 氏　定員  120 人　
　　チケット  1,020 円（販売中）
　【講演会】歴史遺産を活かす～古市古墳群地域の場合～   企画 四

し と よ
十四の会

　　日時  3 月 11 日㈯14:00 ～ 16:30
 　　①「考古学からみた歴史遺産の活かし方―百舌鳥・古市古墳群の魅力全開」
　　　　天野 末喜氏（奈良大学非常勤講師）
 　　②「歴史遺産の活かし方～市民ができることを考える～」
　　　　笠井 敏光氏（大阪国際大学教授）
　　費用  500 円（資料代） 　定員 先着 80 人
　　申込  ��往復はがきにてお申し込みください。
           �  ［往信の表面］〒 583-0857 誉田 1-4-4 市民会館行 《返信裏面》何も
             書かないでください。《返信表面》住所・氏名をご記入ください。［往
             信裏面］「歴史遺産を活かす」講演会参加希望と住所・氏名・電話番号・
             年齢をご記入ください。2 月 23 日㈭必着
申込・問合せ　市民会館　☎ 072-958-2311

広  

告

広告掲載に関する問い合わせは 合同会社IM総合企画 ☎072-242-7997へ。
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IT 講習会「ワードさくさく活用講座」
受講者募集   羽曳野 IT サポート会
■名刺の作成（ラベル印刷ツール）
　3月2日㈭　13:30 ～16:30
■住所録の作成（表作成ツール）
　3月9日㈭　13:30 ～16:30
■ポスターの作成（描画、ワードアート）
　3月16日㈭   13:30 ～16:30
会場　市民会館 4 階研修室
　（Windows7 使用）
対象　20 歳以上の市内在住・在勤
　の方 ※初心者（文字入力、マウス操
　作できる方）
費用　1,300 円（3 回、テキスト代含む）
定員　14 人（応募多数の場合は抽選）
申込　往復はがきに、郵便番号、住
　所、氏名（ふりがな）、電話番号（無
　記入無効）、生年月日、返信面の表
　面に郵便番号、住所、氏名を明記し、
　ご応募ください。2月10日㈮必着。
　〒 583-8585　誉田４-１-１ 
　羽曳野市社会福祉協議会気付 
　羽曳野 ITサポート会　宛
問合せ　羽曳野 ITサポート会  本田
　☎ 939-3733
　携帯 090-5169-9031
　※その他の講座内容など詳細は、　
　　お問い合わせください。

   第 30 回　石川クリーン作戦
             　やすらぎとふれあいの水辺「石川」の自然を守ろう！
　環境美化促進のため、各種団体や市民の皆様にご協
力をいただいて石川の清掃を行っています。今年度も、
大和川・石川流域などで府内最大の一斉清掃を同時
に行います。ゴミを拾いながらの河川敷散策にご家族、
友人のグループなどで参加をお願いします。参加して
いただける方は、清掃作業のできる服装や長靴をはき、
各会場へお集まりください。
■本部古市会場　9:00 受付　9:30 清掃開始
　小雨決行（清掃活動が危険と判断した場合は中止）
　※中止の場合は 8:00までに市ウェブサイトに掲載。
　※古市会場のみ駐車場あり（混雑が予想されます。車　
　でのご来場はご遠慮ください。）
問合せ　☎ 072-958-1111  環境衛生課 内線 2820 / 下水道建設課 内線 2310
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第 7 回飛鳥川大クリーン作戦
日時　3 月 5 日㈰ 8:00 ～ 雨天中止
集合　2 カ所■上ノ太子駅前飛鳥川

■駒ヶ谷山田橋（月読橋上流）
（清掃しやすい服装。※ごみ袋・軍手

は用意します。）
問�合せ　飛鳥川じゃこ取りネットワ

ーク 事務局　吉村　
　☎ 072-956-0722

■「竹内街道　周遊バスでつながるまちづくり企画」
　�　竹内街道周辺のワイナリー、酒蔵、野外マーケット、街道の魅力ある風

景など、地域のみどころを周遊バスでつなぎます。周遊バスは無料です。
どうぞ、ご参加ください。

　日時　2 月19 日㈰、3 月19 日㈰　9:00 ～17:00 頃

　
　コース　近鉄古市駅 ～ 太子町叡福寺 ～ 近鉄尺土駅（葛城市）
　　　　　※その他、地域のみどころある場所に停車します。また、3月19日㈰は、
　　　　　　「竹内街道・横大路（大道）まつり」が開催される大和高田市のコスモス
                　プラザすぐ近くにも停車いたします。

■「街道ネットワークフォーラム 2016 ～街道でつながるまちづくり～」開催
　　大阪・奈良・和歌山の街道沿道でまちづくりに取組まれている地域団体
　のキーマンが集まり、各地域の取組み紹介や基調講演などを開催します。
　日時　3 月 4 日㈯  13:00 ～17:00　開場12:30
　会場　LIC はびきの ホール M　費用　無料　定員　先着 630 人　
　講演　青山 公三 氏（龍谷大学政策学研究科教授）　申込　不要

【問合せ　大阪府住宅まちづくり部都市空間創造室　☎ 06-6210-9327】

バス時刻表
（古市駅）

2 月19 ㈰ 往路  9:00　10:00　11:00　12:30　13:30
3 月19 ㈰ 往路  9:00　10:00　11:00　13:00　14:00

広  

告

広告掲載に関する問い合わせは 株式会社ホープ ☎ 092-716-1404 へ。

◎ 市役所駐車場に限りがありますので、お越しの際は、公共交通機関をご利用ください。【管財用地課】
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第 27 回こどもまつり　出店者募集
日時　5 月14 日㈰
場所　陵南の森公民館（予定）
店長対象　4 歳以上（小学 3 年生以
　下の方は要保護者同伴）

※店長会議と前日準備への出席が
必要。

※売り上げの一部を協力金として
いただきます。

出店料　500 円（早期申込割引あり）
内容　手づくり品やゲームのお店、　
　価格は10 ～200 ドラ * のもの
　（* お金の代わりにドラ券を使いま
　　す。10 ドラ＝10 円）
申込・問合せ　こどもまつり実行委
員会　☎・ＦＡＸ 072-957-1114

高齢者敬老入浴
対象　65 歳以上の市民
　※入浴時に 65 歳以上であること
　　をお伝えください。
日程　2 月15 日㈬、3 月15 日㈬
利用料金　100 円
利用できる施設　古市温泉
問合せ　福祉支援課
　☎ 072-947-3824（直通）

はびきのおもちゃ病院
日時　2 月12 日㈰ ９:00 ～12:00　会場　市役所別館２階
費用　部品交換が必要な場合は実費負担です。
問合せ　羽曳野市社会福祉協議会　☎ 072-958-2315

親子ふれ愛（ふろ愛）
　保護者同伴の子ども（小学生以下）
市内銭湯無料入浴デー。近所のおじ
さん、おばさんと同伴でもいいよ。
日程　2 月 4 日・11日・18 日・25 日㈯
利用できる施設　
　ひかり湯、古市温泉
問合せ　社会教育課
　☎ 072-958-1111 内線 4451・4460

羽曳野少年少女合唱団　第 26 回定期演奏会開催～拡がれ歌声の輪～
日時　3 月 5 日㈰  13:00 開場  13:30 開演　場所　LIC はびきの　ホール M
演奏　■「私達のレパートリー」 ・歌よありがとう・ひまわりの約束 ほか
　　　■「サウンド・オブ・ミュージック」 ・ドレミの歌・ひとりぼっちの山羊飼い ほか
　　　■「僕の歌・私の歌」～みんなが主役～
　　　■「歌の世界旅行」 ・太陽のマーチ・コンドルは飛んで行く ほか
主催　羽曳野少年少女合唱団、育成会
後援　羽曳野市、羽曳野市教育委員会、全日本少年少女合唱連盟、
　　　羽曳野市合唱連盟
問合せ　合唱団育成会　葉山　☎ 072-956-1414

「古市古墳群を訪ね、守る　第８回ウォーク＆クリーン」開催！
　古市古墳群の大きさを身近に感じて
いただくとともに、これらを守り、伝え
るために、清掃活動をしながら古墳群
を巡ります。
　また、今回はドローンを使って、上
空からの様子をご覧いただけます。

　日時　3 月18 日㈯　9:30 ～12:15 予定　受付 9:00 ～ ※雨天中止
　場所　羽曳野市役所 集合
　コース　��羽曳野市役所 ～ 応神天皇陵古墳 ～ 大鳥塚古墳 ～ 赤面山古墳

～ 古室山古墳 ～ 仲姫命陵古墳 ～ 誉田八幡宮 ～ 墓山古墳 ～
　　    　 羽曳野市役所
　申込　3 月 16 日㈭までに、電話、FAX、メールのいずれかで参加者（団体の

　　　　場合代表者）の住所、氏名、連絡先、参加人数をお申し込みください。

　主催　古市古墳群世界文化遺産登録推進連絡会議（羽曳野市、藤井寺市）
　申込・問合せ　世界文化遺産推進室　☎ 072-958-1111　内線 4402　
　　　　ＦＡＸ 072-958-2359　メール sekaibunka@city.habikino.lg.jp

広  
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広告掲載に関する問い合わせは 合同会社IM総合企画 ☎072-242-7997へ。
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小・中学校開放利用登録（スポーツ活動）
　市立小・中学校施設を学校教育に支障のない範囲で、スポーツ活動に利用し
ていただけます。利用に関しては事前に学校開放登録が必要です。
対象　代表者が市内在住の成人で、市内在住・在勤・在学者10 人以上で構成さ
　　　れた団体。
利用期間　4 月1日～平成 30 年 3 月 31日　　
開放施設　運動場・体育館・プール
申込　2 月 6 日㈪～27日㈪に所定の書類などに記入し、スポーツ振興課に提出。
　　　※郵送可（到着確認の電話必須）、FAX不可
　　　※申込必要書類は、スポーツ振興課・はびきのコロセアム・市民体育館で配布。
　　　■未登録の団体は、学校施設を利用できません。
　　　■年度の途中登録はできません。
　　　■利用できる学校は1団体につき１校のみ。耐震工事などで利用できな
　　　　い期間が発生しても、登録した学校の変更はできません。予めご了承く
　　　　ださい。
問合せ　スポーツ振興課　☎ 072-958-1111　内線 4413

府立高校グラウンドの使用登録（スポーツ活動）
　懐風館高校、西浦支援学校のグラウンドを学校行事に支障の無い範囲で一般
開放。利用に関しては事前に学校開放登録が必要です。
対象　原則として市内在住者で編成された社会人チーム
使用期間　５月１日～平成 30 年 3 月 31日まで
開放施設　グラウンド ［懐風館高校］軟式野球、ソフトボール、サッカーなど
　                          ［西浦支援学校］グラウンド・ゴルフ、ゲートボール
申込　２月６日㈪～27 日㈪に所定の書類などに記入し、スポーツ振興課に提出。
　　　※申込必要書類は、スポーツ振興課・はびきのコロセアム・市民体育館で配布。
　　　■未登録の団体は、学校施設を利用できません。
　　　■年度の途中登録はできません。
問合せ　スポーツ振興課　☎ 072-958-1111　内線 4413

■親子ふれあいテニス 
　ラケットはレンタル無料！運動の
できる服装・靴でお越しください。
日時　2 月19 日㈰ 
　［4 ～８歳］9:30 ～10:30 
　［９歳～小学６年生］11:00 ～12:00
対象　子どもはテニス初心者
費用　無料　 定員　各クラス 8 組
申込　電話申込
■メキメキ球出しタイム 
　コーチが 80 分間（40 分×2）球
出しを行います。

対象　テニス経験者のみ・中学生以上
スケジュール　2 月 28 日㈫まで
申込　当日テニスコート受付へ。
費用　［40 分］300 円
　　　［80 分］500 円
■無料体験レッスン受付中
一般クラス（中学生以上）
　初心 / 初級（テニス歴 1年～ 5 年）
　初中級・中級（テニス歴 5 年以上）
キッズ・ジュニアクラス
　キッズ 2（4 歳～幼稚園年長）
　キッズ1（小学1年生～ 8 歳）
　ジュニア（９歳以上の小学生）
問合せ　駒ヶ谷テニスコート　
　☎ 072-957-5963 ［駒ヶ谷テニス
　コート SSK テニススクール］検索

月・水 13:00 ～13:40 / 13:40 ～14:20
火・木 11:10 ～11:50 / 11:50 ～12:30
金  9:30 ～10:10 / 10:10 ～10:50

バザー物品の提供をお願いします
　作業所で働く障がいがある人たちのよりよい生活づくりのためにバザーを開
催します。当方より取りに伺うので、ご連絡ください。（大型の物や電化製品、
本は引き取りできません。また、食器は未使用に限ります。）
主催・問合せ　ふたかみ福祉会後援会（はびきの園内）
　　　　　　　☎ 072-957-4041　ＦＡＸ 072-957-2215　

広  
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広告掲載に関する問い合わせは 株式会社ホープ ☎ 092-716-1404 へ。

◎ 市役所駐車場に限りがありますので、お越しの際は、公共交通機関をご利用ください。【管財用地課】
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日程 アリーナ 内容
1 日
㈬ メイン  【卓球連盟】 

 ウーマンリー大会
5 日
㈰ メイン  【卓球連盟】 

 クラブリーグ戦

12 日
㈰

メイン  【羽曳野市市民総合体育大会】
 バスケットボールの部

サブ  【卓球連盟】
 レイティング大会硬式 

13 日
㈪ サブ  【卓球連盟】

 レイティング大会ラージ 
19 日

㈰
メイン  【羽曳野市市民総合体育大会】

 バスケットボールの部サブ
24 日

㈮ メイン  【卓球連盟】
 レイティング大会ラージ 

26 日
㈰

メイン  【卓球連盟】
 関西ラージダブルス 

サブ  【柔道連盟】
 南河内柔道大会

　第59回市民マラソン大会が、平成28年12月11日㈰ 石川スポーツ公園・サイク
ルロードのコースで開催されました。大会当日は約740人が参加し、健脚を競い合い
熱戦を繰り広げました。成績は次のとおりです。

第 回市民マラソン大会

女子の部（2,000 ｍ）男子の部（2,000 ｍ）
順 位 名 前 タイム 学 校
優   勝 田中　敦也 7:03.352 高鷲小学校
第２位 小林　篤史 7:14.812 古市小学校
第３位 松下　空輝 7:25.589 西浦東小学校
第４位 上野　草汰 7:40.396 羽曳が丘小学校
第５位 塚本　伶弥聖 7:43.649 埴生小学校
第６位 大田　裕貴 7:47.195 西浦東小学校
第７位 石川　心希 7:48.876 高鷲南小学校
第８位 尾﨑　篤生 7:55.834 古市南小学校
第９位 冨田　樹喜 8:04.597 古市小学校

第 10 位 石田　海晴 8:11.878 古市小学校

順 位 名 前 タイム 学 校
優   勝 川本　鈴奈 7:38.731 古市小学校
第２位 芋縄　好羽 8:14.981 古市小学校
第３位 金銅　瑠菜 8:23.391 古市小学校
第４位 鈴木　結夏 8:27.467 高鷲南小学校
第５位 岡本　幸 8:39.560 西浦小学校
第６位 原口　愛美 8:50.218 恵我之荘小学校
第７位 塚本　稀愛来 8:56.699 埴生小学校
第８位 小坂　結愛 9:29.978 高鷲北小学校
第９位 笠置　奈緒 9:30.846 古市小学校

第 10 位 岡本　紗依 9:32.977 古市小学校

小学生の部入賞者一覧表

順 位 名 前 タイム 学 校
優   勝 川地　京平 16:28.065 峰塚中学校
第２位 水本　裕大 16:36.115 峰塚中学校
第３位 国本　翔吾 17:10.594 高鷲南中学校
第４位 森田　樹 17:28.850 誉田中学校
第５位 川村　浩輔 17:30.061 高鷲南中学校
第６位 梅本　志音 17:51.363 高鷲南中学校
第７位 河合　芳樹 17:57.258 高鷲南中学校
第８位 山田　優善 18:05.853 誉田中学校
第９位 金銅　雄大 18:17.592 峰塚中学校

第 10 位 小谷　裕一 18:20.395 誉田中学校

順 位 名 前 タイム 学 校
優   勝 栗原　史歩 10:52.585 峰塚中学校
第２位 河本　優希 11:19.530 峰塚中学校
第３位 中原　優梨子 11:32.988 峰塚中学校
第４位 安倉　桃花 12:12.269 峰塚中学校
第５位 清玄寺　菜生 12:13.529 峰塚中学校
第６位 松宮　望海 12:15.579 高鷲南中学校
第７位 松本　菜那 12:17.038 誉田中学校
第８位 中畠　凜 12:20.456 峰塚中学校
第９位 岡本　ほのか 12:31.375 誉田中学校

第 10 位 梅田　彩音 13:00.069 峰塚中学校

女子の部（3,000 ｍ）男子の部（5,000 ｍ）
中学生の部入賞者一覧表

一般の部入賞者一覧表
部 門 順 位 名 前 タイム

男子１部
（8,000 ｍ )

優　勝 吉住　亮 25:46.128
第２位 松本　柊斗 30:58.314
第３位 谷元　健 31:29.466

男子２部
（5,000 ｍ )

優　勝 香月　武 17:30.336
第２位 大田　富幸 17:46.426
第３位 杉本　恭朗 18:34.030

男子３部
（5,000 ｍ )

優　勝 橋本　欣哉 16:21.353
第２位 渡邊　桂二 17:18.678
第３位 榎田　浩二郎 18:14.742

男子４部
（3,000 ｍ )

優　勝 延廣　充康 11:57.828
第２位 楓　晋 12:15.760
第３位 前田　佳範 12:34.245

男子５部
（3,000 ｍ )

優　勝 佐田　俊彦 13:36.579
第２位 宮下　眞治 18:02.730
第３位 小野　健四郎 19:28.464

部 門 順 位 名 前 タイム

女子１部
（5,000 ｍ )

優　勝 玉沢　弘子 19:52.256
第２位 道端　真希 21:47.485
第３位 岡本　真樹子 22:03.586

女子２部
（3,000 ｍ )

優　勝 山本　深由紀 13:41.082
第２位 竹中　萌 14:00.755
第３位 金銅　さつき 14:47.209

女子３部
（3,000 ｍ )

優　勝 道端　準子 13:13.428
第２位 山下　智美 13:55.955
第３位 松本　福子 14:49.825

女子４部
（2,000 ｍ )

優　勝 濵田　方子 10:47.714
第２位 早川　幸子 11:40.975
第３位 ＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊

女子５部
（2,000 ｍ )

優　勝 福山　美代子 11:20.730
第２位 大谷　公子 13:31.719
第３位 ＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊

はびきのコロセアム 教室参加者募集
 ☎ 072-937-3123
http://www.minorinosato.com/facility/colosseum2.htm

コロセアムグラウンド・ゴルフ場
優先開放日
　障がい者の方に優先開放します。
利用日時　2 月10 日㈮
　9:30 ～17:30
　（毎月第 2 金曜日、1時間区分）
利用料　無料（クラブ、ボール貸出可）
申�込　利用日の 3 日前までに利用時

間、人数をお知らせの上、当日コロ
セアムにて受付ください。

はびきのコロセアム
2 月の主な行事予定

広  

告

広告掲載に関する問い合わせは 合同会社IM総合企画 ☎072-242-7997へ。
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相　談 開　催　日 時　間 会　場 予　約 ・ そ　の　他

法律相談

　　7 日・14 日・
　　21 日・28 日・
　　3 月 7 日㈫ 13:00 〜 17:00

市役所 1 階 市民相談室
随時予約を受付けています。専用電話（☎ 072-957-4000） 
1 日あたり定員 8 人。相談時間 30 分。
※�相談回数は 1 人、1 年度 1 回でお願いします。
※陵南の森総合センターは、素足厳禁です。靴下を履いてお越ください。
※対象者は市内在住・在勤・在学に限ります。

　　2 日・16 日・
　　3 月 2 日㈭ 陵南の森総合センター

行政相談 8 日㈬ 13:00 〜 15:00 市役所 1 階 市民相談室 国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。
予約不要。直接お越しください。

人権相談 17 日㈮ 14:00 〜 16:00 市役所別館 3 階 会議室 予約不要。直接お越しください。

女性相談
　1 日㈬・10 日㈮・
　3 月 1 日㈬ 13:30 〜 16:30

市役所 1 階 市民相談室（電話・面接） 夫婦、家族などの人間関係や夫、恋人からの暴力など女性をとりま
く悩み全般。※予約は随時受け付けます。

（☎ 072-958-1111　内線 1055）陵南の森総合センター（面接のみ）22 日㈬

消費生活相談 毎週㈪㈬㈭㈮
［㈷は除く］

10:00 〜 16:00
※最終受付は 15:30 まで 市役所 2 階 消費生活相談室 まずは電話でご相談ください。（☎ 072-947-3715）

障害者生活相談
毎日

［㈯㈰㈷年末年始
は除く］

9:00 〜 17:30 支援センターはる 身体または知的障がい者の方のご相談、障がい者の就業に関するご
相談。（☎ 072-957-1607　 ＦＡＸ 072-957-1604）

8:45 〜 17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障がい児の方のご相談。
（☎ 072-950-1530　ＦＡＸ 072-950-1531）

9:00 〜 17:30 支援センターフレンドハウス 精神障がい者の方のご相談。
（☎ 072-953-0519　ＦＡＸ 072-953-0567）

9:00 〜 16:00 相談支援センターホープ 精神障がい者の方のご相談。
（☎ 072-957-2175　FAX 072-957-2176）

障害者雇用相談 16 日㈭ 13:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 相談室 福祉支援課に予約。
( ☎ 072-958-1111　内線 1150　ＦＡＸ 072-957-1238）

育児相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］ 9:00 〜 17:00 保健センター まずは電話でご相談ください。（☎ 072-956-1000）

教育相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］10:00 〜 16:00 教育研究所（LIC はびきの内） まずは電話でご相談ください。（☎ 072-958-7867）

家庭児童相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］ 9:00 〜 17:00 市役所 １階 こども課 こども課に予約してください。（☎ 072-947-3837  直通）

ひとり親家庭相談 毎週火・金曜日 9:15 〜 17:00 市役所 １階 こども課 こども課に予約してください。（☎ 072-947-3836  直通）

育児・子育て・
児童相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］ 9:00 〜 17:00 子育て支援センターふるいち 

子育て支援センターむかいの
予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。

（ふるいち ☎ 958-3308 ・  むかいの 携帯 090-8880-0058） 

総合相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］ 9:00 〜 17:00 人権文化センター 人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要。電話または直接お
越しください。（地域人権協議会　☎ 072-937-0860）

就労をめざす
若者のための
無料相談会

毎月第 1 金曜日
14:00 ～ 17:00

市役所別館 1 階相談室 まずお電話でご相談ください。
（南河内若者サポートステーション　☎ 0721-26-9441)毎月第 3 金曜日 市民会館 3 階 第 6 会議室

心配ごと相談

東部地域
2 日・16 日㈭ 13:00 〜 16:00 市役所別館 2 階 ボランティアセンター

予約不要。直接お越しください。民生委員の皆さんが、あらゆるご
相談に応じます。（社会福祉協議会　☎ 072-958-2315）西部地域

9 日・23 日㈭ 13:00 〜 16:00 社会福祉協議会西部事務所

ボランティア相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］ 9:00 〜 17:30 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。
（☎ 072-958-2315）

総合福祉相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］ 9:00 〜 17:30 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。 
（☎ 072-958-2315）

介護相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］ 9:00 〜 17:30 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。
（☎ 072-958-2315）

学習相談 毎日［㈷は除く］ 9:00 〜 17:00 LIC はびきの 1 階 市民大学 （☎ 072-950-5503･ ＦＡＸ 072-950-5650)
市民大学ウェブサイトでも受付。

農業相談 21 日㈫ 13:00 〜 16:00 市役所 2 階 農業委員会事務局 前日までに予約。先着 3 人。
（☎ 958-1111　農業委員会事務局まで）

地域就労相談 毎日
［㈯㈰㈷は除く］ 9:00 〜 17:00

地域就労支援センター
（人権文化センター内および

産業振興課内）

地域就労支援センター（☎ 072-937-0860) または直接お越しください
（羽曳野市地域就労支援センターでは就職斡旋を行っておりません。） 
産業振興課  （☎ 072-958-1111　内線 2751）

相　談 開　催　日 時　間 予　約  ・  そ　の　他
青少年相談コーナー

（16～おおむね25歳）
毎日

［㈯㈰㈷は除く］ 9:00 ～ 17:45 大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）を
専門の担当者がお受けします。（☎ 0721-25-1172）

青少年本人専用相談 毎日
［㈯㈰㈷は除く］ 16:00 〜 22:00 青少年本人からの相談を専門の担当者が☎（06-6946-0003）と E メール（ssl@yso.or.jp）でお受けします。

2 月の相談日程  お気軽にご相談ください（すべて無料です）

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-242-7997】  【株式会社ホープ　☎ 092-716-1404】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】
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市民のページ
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市役所　☎ 072-958-1111
http://www.city.habikino.lg.jp

広  

告

広告掲載に関する問い合わせは 合同会社IM総合企画 ☎072-242-7997へ。

認知症予防「擦過鍼」講座と体験会
日時　2 月 9 日㈭　13:30 ～15:00
会場　保健センター2 階
申込　当日会場にて
問合せ　はびきの鍼灸マッサージ師
　協会　左川　☎ 072-958-5764

裕の会おどります
日時　2 月19 日㈰　13:00 開演
会場　LIC はびきの音楽実習室
費用　入場無料
問合せ　芳柳ゆう　
　☎ 072-957-1006

俳句・川柳などジャンルは問いません。なお、初めての方やしばらく掲載していない方を優先していますので、ご了承ください。
また、投稿の作品・氏名には、必ずふりがなを添えてください。（あて先）〒 583-8585 羽曳野市役所 秘書課広報担当

【
俳
句
・
川
柳
】
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プティ☆りずみっく（親子リトミッ
ク教室）体験＆モニターレッスン
■キッズクラス（体験レッスン）
　対象　1歳半頃～未就園児
　日時　2 月10 日㈮　11:00 ～
■ベビークラス（モニターレッスン）
　対象　お座り～1歳半頃
　日時　2 月 24 日㈮　11:00 ～　
会場　LIC はびきの セミナー室 A
費用　1回 40 分　500 円
申込・問合せ　林
　携帯 090-1444-8372

ココロに響く朗読教室生徒募集
　発声練習でストレス発散。心も身
体もリフレッシュ！　
日時　隔週木曜日　13:30 ～15:00
会場　MOMO プラザ
費用　1回1,000 円
持物　筆記用具・鏡
問合せ　藤並  携帯 070-6924-2136

羽曳野柔道教室　参加者募集
　羽曳野市の中学校では体育の授
業で武道（柔道・剣道など）が男女
で必須です。随時見学・体験可能です。
日時　毎週  火・金曜日（1日でも可）
　18:30 ～20:00
場所　峰塚中学校　柔道場
対象　市内在住の小・中学校 生徒
費�用　月額 1,000 円（半期分 6,000

円）、スポーツ安全保険代 800 円
（年間）

持物　柔道着、ヘッドギア、
　ゼッケン
申込　練習日に会場にて受付
問合せ　スポーツ振興課
　☎ 072-958-1111　内線 4412
　羽曳野柔道連盟　高木
　☎ 072-957-2901
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社協の地域福祉活動協力金にご協力をお願いします

総合福祉センター　１階⑦番
◆☎958-2315　◆FAX958-3853
◆http://www．hasyakyo．net/
◆Eメール：hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp

◆愛の献血にご協力を♥
　400㎖献血、複数回献血へのご協力をお願
いします。
　特に若年層の献血者が激減しています。

　血液センターからの申し出により400㎖献
血限定での受け付けになります。
　献血カードをお持ちの方は、【献血方法別の
次回献血可能日】をご確認ください。

※本人確認のため、受付時に身分証明書
（免許証・保険証など）の提示をお願い
する場合があります。

 3月調整中 谷口商事㈱
（丹比地区河原城婦人会共催）

 2月10日㈮ LICはびきの
（羽曳野ライオンズクラブ共催）

10：00～12：00
13：00～16：30

受 付 時 間

善意のご寄付ありがとうございます

歳末たすけあい運動募金として

塚本　�久
浅田　照次
浅田　悦弘
籾山　庄次郎
古市荘園緑壽会
阪南清掃㈱
阪南小品盆栽会
大阪シティ信用金庫
四ツ葉のクローバー 涌元 順子
極真会　南大阪支部
ボーイスカウト羽曳野第一団
近鉄タクシー労働組合
恵我之荘　聖マタイ教会
匿名

谷口商事㈱

浅田　満

¥100,000
¥20,000
¥10,000
¥10,000
¥7,756

¥100,000
¥12,000
¥25,341
¥2,000

¥30,000
¥39,804
¥16,904
¥5,000
¥2,000

トイレットペーパー 　　
96ロール入り 10箱

クリスマスケーキ　　90個

大阪東部ヤクルト販売株式会社
明るい社会づくり運動
ピースフル南大阪

¥40,000

¥48,518

（平成28年12月）（敬称略）

こちら
誉田4-2-1 ☎952-1234
http://www.hfankyo.or.jp羽曳野けいさつ署

社会福祉協議会社会福祉協議会社会福祉協議会
社協の地域福祉活動協力金にご協力をお願いします
社会福祉協議会社会福祉協議会社会福祉協議会

◆非常勤保育士募集
非常勤保育士を募集します。詳細については、
下記までお問い合わせください。

あおぞら保育園
羽曳野市古市2-2-27　☎ 950-1105

ベビーハウス社協
羽曳野市高鷲9-2-17　☎ 930-0240

◆ベビっこひろば
日　時　2月8日㈬　11：00～12：00

場　所　ベビーハウス社協
　　　　（2階なかよしひろば）

内　容　運動遊びコーナーや、おひなさま製
作などを用意しています。
好きな遊びを見つけて楽しみましょ
う。今年度最後の「ベビっこひろば」
になりますので、たくさんのご参加お
待ちしています。

対　象　地域の親子　※予約不要

問合せ　ベビーハウス社協　☎ 930-0240

平成 28 年熊本地震義援金
河原城中学校
羽曳野市ゲートボール協会

¥2,117
¥50,000

その他多数のご協力ありがとうございました。

■浅田満様より、クリスマス
ケーキ90個をいただ
き、市内施設に配布させ
ていただきました。

■谷口商事㈱様より、トイ
レットペーパー（96個入り
10箱）をいただきました。

■塚本�久様より、福祉の
ためにと10万円のご寄
附をいただきました。

平成28年は府下の認知件数、被害額ともに過去最悪！！

車上狙い・部品狙いの被害防止
駐車中の車内から物を盗る車上狙いや、ナンバープ

レートなどを盗る部品狙いが多発しています。

少年柔道練習生募集

問い合わせ先
羽曳野少年柔剣道推進委員会事務局
（羽曳野警察署生活安全課少年係）

☎ 952-1234　内線 271
※ 今年は剣道の募集はありません

振り込め詐欺にご注意！！

●車を駐車するときは、窓をしっかりと閉め、車内に物を置かないよう
にして、ドアロックを忘れずに！

「車内からっぽ宣言！」
カギ閉めて　荷物残さず　からっぽに

●ナンバープレートの盗難被害防止には「盗難防止
ネジ」の取り付けを！！

●練習日時 … 毎週㈬　16:30～　約2時間
●練習場所 … 羽曳野警察署4階　柔道場
●募集対象 … 羽曳野・藤井寺市内在住の小学生

3年生のみ 若干名
●募集受付 … 平成29年2月27日㈪ 9:00から

〈定員になり次第締め切ります〉

●「ATMで還付金」は、すべて詐欺！
犯人は市役所などの公的機関の職員をかたり、「今日
中に手続きをすれば間に合うので、近くのATMに行って
ください！」と焦らせ、コンビニやスーパーなどのATMへ
誘導し、お金を振り込ませます。

→ATMで還付金の手続きはできません！！

●息子などをかたったオレオレ詐欺に気をつけて！
息子などをかたり「電話番号が変わった。風邪をひいて喉の調子がお
かしい。」や「会社のお金を横領した、今日中に返さないと会社をクビに
なる。」というような電話があれば、まず詐欺を疑ってください。

→相手が「電話番号が変わった」などと言った場合、元の電話番
号に確認の電話をするなどして、必ず本人か確認しましょう！

●被害を受けないためには、自宅の電話番号を変えるのが効果的です。
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の
議
案
、「
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
と

『
内
方
線
付
き
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
』
の
整
備
推
進
を
求

め
る
意
見
書
」、「
地
域
防
災
力
の
向
上
と
災
害
に
強

い
防
災
拠
点
の
整
備
を
求
め
る
意
見
書
」、「『
核
兵

器
禁
止
条
約
な
ど
を
交
渉
す
る
国
際
会
議
を
来
年
開

く
』
決
議
案
に
対
し
、
日
本
政
府
が
反
対
し
た
こ
と

へ
抗
議
す
る
決
議
」な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

審
議
の
結
果
と
11
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
の
内

容
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

1

 

第
4
回
定
例
会

　 

平
成
29
年
第
1
回
定
例
会
日
程

　

第
1
回
の
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
開
催
す
る

予
定
で
す
。
開
議
時
間
は
10
時
か
ら
で
す
。

2
月
28
日
㈫  

本
会
議
（
提
案
説
明
・
施
政
方
針
表
明
）

3
月
4
日
㈯  

本
会
議
（
施
政
方
針
代
表
質
疑
）

　
　
　
　
　
　

  『
土
曜
議
会
』
午
前
10
時
～  

3
月
8
日
㈬  

本
会
議
（
一
般
質
問
）

3
月
9
日
㈭  

本
会
議
（
一
般
質
問
）

3
月
10
日
㈮  

予
備
日

3
月
13
日
㈪  

本
会
議
（
議
案
審
議
）

3
月
15
日
㈬  

総
務
文
教
常
任
委
員
会

3
月
16
日
㈭  

総
務
文
教
常
任
委
員
会
予
備
日

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
午
後
1
時
30
分
～
）

3
月
21
日
㈫  

民
生
産
業
常
任
委
員
会

3
月
22
日
㈬  

民
生
産
業
常
任
委
員
会
予
備
日

3
月
23
日
㈭  

建
設
企
業
常
任
委
員
会

3
月
28
日
㈫  

本
会
議
（
委
員
長
報
告
等
）

（
た
だ
し
、
こ
の
日
程
は
、
議
事
等
の
都
合
に
よ
り
一

部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

平成 28 年第 4 回定例会報告
一般質問・委員会報告等

平成 28 年第 4 回定例会報告
一般質問・委員会報告等

土曜議会開催
　市議会では、市民の皆さまに議会をよ
り身近に感じていただくために、平成 29
年第１回定例会第２日目に「土曜議会」
を開催します。
　市長の施政方針に対する各会派の代表
による質疑を予定しておりますので、ぜひ
お越しください。

【開催日】3 月 4 日㈯ 午前 10 時から 雄略天皇陵古墳
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議案番号 件　　　名 結　果

報　告  27 地方自治法第180条の規定による市長の専決処分の報告について 報　告

議　案  75
76
77
78

79
80
81

82
83
84
85

86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99

100

公平委員会委員の選任に係る同意について
教育長の任命に係る同意について
教育委員会委員の任命に係る同意について
指定管理者の指定について（羽曳野市立高年生きがいサロン２号館、羽曳野市立高年生きがいサロ
ン３号館、羽曳野市立高年生きがいサロン５号館及び羽曳野市立高年生きがいサロン６号館）
指定管理者の指定について（羽曳野市市民会館及び羽曳野市立古市集会所）
指定管理者の指定について（羽曳野市立南食ミートセンター）
指定管理者の指定について（羽曳野市立市民体育館、羽曳野市立市民体育館屋外テニスコート及び
羽曳野市立市民プール）
羽曳野市教育委員会の教育長の退職手当の特例に関する条例の制定について
羽曳野市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数を定める条例の制定について
職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定につい
て
平成28年度羽曳野市一般会計補正予算（第４号）
平成28年度羽曳野市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
平成28年度羽曳野市と畜場特別会計補正予算（第１号）
平成28年度羽曳野市公共下水道特別会計補正予算（第２号）
平成28年度羽曳野市介護保険特別会計補正予算（第２号）
平成28年度羽曳野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
平成28年度羽曳野市水道事業会計補正予算（第３号）
平成28年度市営向野西住宅３号棟改善工事の請負契約を変更する契約について
一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
平成28年度羽曳野市一般会計補正予算（第５号）
平成28年度羽曳野市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
平成28年度羽曳野市公共下水道特別会計補正予算（第３号）
平成28年度羽曳野市介護保険特別会計補正予算（第３号）
平成28年度羽曳野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
平成28年度羽曳野市水道事業会計補正予算（第４号）

同　意

同　意

同　意

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

原案可決

即日原案可決

即日原案可決

原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

意 見 書   3
4

決　議　1

ホームドアの設置と「内方線付き点状ブロック」の整備促進等を求める意見書
地域防災力の向上と災害に強い防災拠点の整備を求める意見書
「核兵器禁止条約などを交渉する国際会議を来年開く」決議案に対し、日本政府が反対したことへ抗
議する決議

即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

 第 4 回定例会で審議された案件と議決結果

2

 議案等に対する各議員の状況　( 全会一致でない議案等の賛否 )　○賛成　×反対

議 案 等
番　  号

会派名 市民クラブ 大阪維新の会 公明党 日本共産党 自由民主党
議員団

羽曳野
無所属の会 

議
員
名

         

結 

果

花
川
　
雅
昭

金
銅
　
宏
親

樽
井
佳
代
子

吉
田
　
恭
輔

田
仲
　
基
一

竹
本
　
真
琴

日
和
千
賀
子

上
薮
　
弘
治

外
園
　
康
裕

笠
原
由
美
子

通
堂
　
義
弘

嶋
田
　
　
丘

広
瀬
　
公
代

若
林
　
信
一

松
村
　
尚
子

松
井
　
康
夫

今
井
　
利
三

林
　
　
義
和

議案 94 即日原案可決 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○
議  

長
○ ○ ○

※松村尚子議員は、議長職のため採決には加わらず
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3

田
仲
基
一
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
救
急
救
命
医
療
体
制
に
つ
い
て
》

●
質
問　
「
救
急
車
が
到
着
し
た
が
病
院
の
受

け
入
れ
先
が
な
く
、
救
急
車
が
動
か
な
い
。

何
と
か
し
て
ほ
し
い
。」と
深
夜
２
時
の
電
話
。

一
報
か
ら
受
け
入
れ
決
定
ま
で
１
時
間
16
分
。

６
病
院
に
搬
送
拒
否
さ
れ
、
７
件
目
で
決
定
。

こ
の
時
間
を
患
者
や
家
族
は
ど
ん
な
気
持
ち

で
い
る
か
。
こ
の
よ
う
な
事
は
初
め
て
で
は

な
い
。
救
急
病
院
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
理

由
は
。
ま
た
、
近
畿
大
学
医
学
部
附
属
病
院

の
中
枢
機
能
が
７
年
後
、
堺
市
に
移
転
す
る

こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。
３
次
救
急
ゼ
ロ
地

域
と
な
る
南
河
内
の
医
療
に
つ
い
て
、
市
と

し
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

拒
否
理
由
と
し
て
手
術
中
、
又
は

他
の
傷
病
者
の
処
置
中
31
％
、
病
院
と
し
て

処
置
困
難
31
％
、
当
直
医
師
が
専
門
外
16
％
、

ベ
ッ
ド
が
満
床
13
％
、
そ
の
他
が
９
％
。

●
市
長　

近
大
病
院
か
ら
は
移
転
後
も
受
け

入
れ
す
る
と
回
答
を
も
ら
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
市
民
の
健
康
を
守
る
立
場
と
し

て
満
足
で
は
な
い
。
南
河
内
９
市
町
村
と
連

携
を
と
り
施
策
を
進
め
た
い
。

●
要
望　
今
回
の
よ
う
な
収
容
ま
で
１
時
間

半
近
く
か
か
る
事
案
は
全
体
か
ら
見
れ
ば

６
％
と
多
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
自
分

や
家
族
が
そ
の
６
％
に
当
た
っ
て
し
ま
い
、

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
結
果
と
な
っ
た
場
合
、

運
が
悪
か
っ
た
と
済
ま
せ
ら
れ
る
か
。
６
％

の
確
率
を
少
し
で
も
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
働
き

か
け
を
医
療
機
関
と
利
用
者
で
あ
る
市
民
に

す
べ
き
。
ま
た
、
近
大
病
院
の
移
転
に
伴
う

南
河
内
医
療
圏
の
３
次
救
急
施
設
ゼ
ロ
化
は
、

将
来
の
羽
曳
野
市
の
衰
退
、
人
口
減
少
に
つ

な
が
る
と
警
鐘
す
る
。
高
度
医
療
施
設
の
誘

致
も
視
野
に
、
市
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保

に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

《
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
機
運
醸
成
に
つ
い

て
》

●
質
問　
古
墳
に
祭
ら
れ
た
人
々
、
そ
の
造

営
に
関
わ
っ
た
人
々
、
１
，
６
０
０
年
守
り

続
け
た
人
々
、
そ
れ
ら
人
の
歴
史
の
発
信
力

を
高
め
る
こ
と
で
、
古
墳
群
の
価
値
は
よ
り

伝
わ
り
や
す
く
な
る
。
先
ご
ろ
産
経
新
聞
夕

刊
の
一
面
に
、
市
民
合
唱
団
の
活
動
が
、「
来

年
６
月
大
阪
羽
曳
野
で
20
年
ぶ
り
の
コ
ン

サ
ー
ト
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
復
活
の
調
べ
。
百

舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
世
界
文
化
遺
産
登
録
を

後
押
し
」
の
見
出
し
で
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の

よ
う
な
民
間
活
動
を
機
運
醸
成
に
つ
な
げ
る

た
め
、
さ
ら
に
市
民
を
巻
き
込
む
べ
き
。
長

年
行
っ
て
い
る
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
白
鳥
伝
説
３

市
交
流
事
業
は
登
録
活
動
に
生
か
せ
て
い
る

か
。

●
答
弁　

ま
ず
、
も
ず
ふ
る
応
援
隊
を
も
っ

と
活
性
化
さ
せ
た
い
。
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
説

は
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
価
値
を
広
め
る

き
っ
か
け
と
し
て
大
変
効
果
的
と
考
え
る
。

３
市
交
流
に
つ
い
て
は
、
白
鳥
が
舞
い
お
り

た
と
さ
れ
る
亀
山
市
、
御
所
市
、
本
市
の
順

に
２
年
ご
と
に
市
民
交
流
を
実
施
し
て
い

る
。
２
年
後
は
本
市
で
交
流
事
業
を
実
施
す

る
予
定
。
古
市
古
墳
群
に
触
れ
理
解
を
深
め

る
催
し
に
し
た
い
。

●
要
望　
専
門
家
の
講
演
会
を
繰
り
返
し
て

も
同
じ
層
に
し
か
響
か
ず
、
広
が
ら
な
い
。

今
後
の
機
運
醸
成
に
お
い
て
リ
ー
チ
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
層
は
女
性
と
子
供
た
ち
。
そ

の
層
の
伝
播
力
は
大
変
強
く
、
感
性
豊
か
。

こ
の
層
に
響
く
コ
ン
テ
ン
ツ
を
民
間
と
行
政

が
両
輪
と
な
っ
て
開
発
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

し
、
よ
り
多
く
の
国
民
に
我
が
ま
ち
古
市
古

墳
群
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
の
活

性
化
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

金
銅
宏
親
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
指
定
管
理
者
の
管
理
状
況
に
つ
い
て
》

●
質
問　
平
成
28
年
４
月
か
ら
新
規
の
指
定

管
理
者
が
参
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
羽
曳
が

丘
、丹
比
、東
部
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

駒
ヶ
谷
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
及
び
グ
レ
ー
プ
ヒ
ル

ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は

な
い
か
。
利
用
者
の
皆
様
の
声
や
反
応
は
。

●
答
弁　

利
用
者
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
な

い
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
ス
ム
ー
ズ
な
移
行

を
心
が
け
た
。
新
旧
の
指
定
管
理
者
と
市
が

密
に
連
絡
を
と
り
合
い
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
の

把
握
、
課
題
の
共
有
を
行
う
と
と
も
に
、
利

用
状
況
や
要
望
な
ど
細
部
に
わ
た
っ
て
打
ち

合
わ
せ
を
繰
り
返
し
、
現
在
の
利
用
者
に
も

ご
満
足
い
た
だ
き
な
が
ら
、
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
行
え
る
よ
う
進
め
て
き
た
。
満

足
し
て
い
た
だ
け
る
施
設
づ
く
り
の
意
見
、

要
望
の
把
握
に
も
努
め
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
、

要
望
に
つ
い
て
は
、
市
と
も
情
報
共
有
し
、

施
設
の
利
便
性
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
要
望　
新
規
参
入
さ
れ
た
指
定
管
理
者
に

よ
っ
て
一
番
懸
念
さ
れ
る
の
が
利
用
者
の
皆

様
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
だ
と
考
え
る
。

今
後
も
利
用
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
指
定
管

理
者
と
と
も
に
協
議
、
工
夫
を
し
、
利
用
者

の
皆
様
が
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
施
設
に
し

て
い
く
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

《
駒
ヶ
谷
駅
に
つ
い
て
》

●
質
問　
駒
ヶ
谷
駅
は
平
成
25
年
12
月
21
日

か
ら
完
全
無
人
化
の
駅
に
な
っ
て
い
る
。
無

人
駅
で
の
安
全
確
保
へ
の
対
策
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

●
答
弁　

駒
ヶ
谷
駅
が
無
人
化
さ
れ
た
際
に

も
確
認
を
行
っ
て
い
る
が
、
近
鉄
で
は
乗
降

客
の
安
全
確
保
の
た
め
、
ホ
ー
ム
に
非
常
通

報
装
置
を
設
置
し
、
ま
た
古
市
駅
か
ら
常
時
、

映
像
に
よ
る
ホ
ー
ム
や
改
札
口
の
遠
隔
監
視

を
行
う
な
ど
、
そ
の
対
応
に
努
め
て
い
る
。

本
市
と
し
て
は
、
駒
ヶ
谷
駅
西
側
公
園
で
催

さ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
竹
内
街
道
沿
道
の

散
策
を
楽
し
ま
れ
る
方
々
を
お
迎
え
す
る
大

切
な
玄
関
口
に
も
な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と

か
ら
も
、
近
鉄
に
対
し
粘
り
強
く
駅
員
の
配

置
を
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
。

●
質
問　
無
人
駅
へ
の
駅
員
配
置
に
つ
い
て

は
、
近
鉄
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

を
も
う
少
し
詳
し
く
教
え
て
ほ
し
い
。

●
答
弁　

各
鉄
道
事
業
者
で
は
、
沿
線
人
口

の
減
少
を
前
提
に
、
よ
り
効
率
的
な
運
営
体

制
を
構
築
す
る
た
め
、
種
々
検
討
を
重
ね
、

コ
ス
ト
削
減
に
よ
る
利
益
創
出
力
の
向
上
を

目
指
し
て
い
る
。
そ
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
、

駅
員
の
配
置
に
つ
い
て
も
判
断
さ
れ
た
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
乗
降
客

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
駅
員
の
配
置

が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
前
述
の
と

お
り
、
近
鉄
に
対
し
て
粘
り
強
く
要
望
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
駒
ヶ
谷
地
区
は
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
。
無
人
駅
で
の
乗
降
の
危
険
度
は
非
常

に
高
い
。
古
市
駅
か
ら
映
像
の
遠
隔
監
視
で

は
、
事
故
が
起
き
て
も
間
に
合
わ
な
い
。
事

故
が
起
こ
っ
て
か
ら
で
は
手
お
く
れ
で
あ

る
。
今
後
と
も
行
政
と
し
て
駒
ヶ
谷
駅
へ
の

駅
員
の
配
置
を
粘
り
強
く
近
鉄
に
交
渉
し
て

い
た
だ
く
事
を
強
く
要
望
す
る
。
近
鉄
に
は
、

今
で
き
る
こ
と
は
一
日
も
早
く
、
駒
ヶ
谷
駅

の
安
全
確
保
に
全
力
を
注
い
で
ほ
し
い
。
市

に
は
、
無
人
駅
で
あ
る
駒
ヶ
谷
駅
の
安
全
を

確
保
す
る
取
り
組
み
を
近
鉄
に
対
し
強
く
要

望
し
て
ほ
し
い
。

一
般
質
問
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外
園
康
裕
（
公
明
党
）

《
災
害
発
生
時
に
お
け
る
避
難
所
の
運
営
に

つ
い
て
》

●
質
問　
市
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
状
況
は
。
初
動
期
に
お
け
る
避
難
所
運

営
の
流
れ
は
。
地
域
住
民
の
方
に
向
け
た
避

難
所
運
営
の
訓
練
は
。

●
答
弁　

避
難
所
開
設
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
、
平
成
29
年
３
月
末
の
完
成
に
向
け
作
成

を
進
め
て
い
る
。
避
難
所
を
開
設
す
る
場
合
、

市
職
員
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
避
難
所
の

施
設
管
理
者
に
も
参
集
し
て
い
た
だ
き
、
初

期
の
避
難
所
の
運
営
に
当
た
る
計
画
で
あ

る
。
避
難
所
生
活
が
長
期
化
し
て
い
く
状
況

に
お
い
て
は
、
避
難
所
開
設
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
、
避
難
所
を
自
主
的
に
運
営
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
内
容
も
示
し
て
い
く
。
訓
練
の

必
要
性
は
十
分
に
認
識
し
て
い
る
。
発
災
時

の
自
動
参
集
訓
練
、
避
難
所
開
設
訓
練
、
住

民
に
よ
る
避
難
所
運
営
訓
練
な
ど
、
そ
の
方

法
や
実
施
例
な
ど
を
研
究
し
て
い
く
。

●
質
問　
小
学
校
の
校
区
単
位
な
ど
で
避
難

訓
練
を
行
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
避
難
訓

練
の
場
を
活
用
し
て
、
避
難
所
の
運
営
訓
練

も
実
施
し
て
い
く
と
い
う
考
え
は
。

●
答
弁　

住
民
の
方
々
に
よ
る
避
難
所
運
営

の
訓
練
の
必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。

避
難
訓
練
時
に
避
難
所
運
営
の
訓
練
を
実
施

す
れ
ば
、
運
営
側
だ
け
で
な
く
、
訓
練
に
参

加
さ
れ
た
方
々
も
実
際
の
避
難
所
生
活
に
つ

い
て
理
解
が
深
ま
る
と
考
え
る
。

●
要
望　
わ
か
り
や
す
い
避
難
所
運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
た

訓
練
も
実
施
し
て
お
く
べ
き
。
今
後
の
避
難

訓
練
の
充
実
と
、
あ
わ
せ
て
避
難
所
運
営
の

訓
練
も
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
要
望
。

《
空
家
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
の
空
家
の
実
態
把
握
調
査
の

状
況
は
。
空
家
等
対
策
計
画
策
定
に
向
け
た

庁
内
で
の
動
き
や
協
議
会
の
設
置
な
ど
の
準

備
状
況
は
。

●
答
弁　

各
自
治
会
へ
空
家
候
補
の
地
図
を

添
え
て
空
家
照
会
の
協
力
を
依
頼
し
、
現
地

調
査
の
対
象
家
屋
を
４
千
件
に
絞
り
込
ん

だ
。
現
地
調
査
は
、
市
が
委
託
し
た
調
査
員

に
よ
り
、
地
域
住
民
へ
事
前
周
知
を
図
っ
た

上
で
、
10
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
実
施
。
進
捗
率

は
11
月
末
で
約
60
％
、
12
月
末
に
完
了
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
る
。
年
明
け
よ
り
デ
ー
タ

解
析
を
し
、
所
有
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
意
識
調
査
を
実
施
し
、
空
家
等
対
策
計
画

に
必
要
と
さ
れ
る
基
礎
的
な
情
報
を
抽
出
す

る
予
定
。
ま
た
、
実
態
調
査
の
結
果
を
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
し
、
空
家
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
進
め
て
い
く
。
庁
内
組
織
と
し
て
は
、

羽
曳
野
市
空
家
等
対
策
庁
内
検
討
会
を
立
ち

上
げ
た
。
協
議
会
等
に
つ
い
て
は
、
組
織
立

ち
上
げ
を
平
成
29
年
度
当
初
を
目
標
に
進
め

て
い
く
。

●
質
問　
相
談
窓
口
の
一
元
化
を
お
願
い
で

き
な
い
か
。
現
在
の
窓
口
で
の
対
応
や
相
談

内
容
な
ど
に
つ
い
て
実
情
は
。

●
答
弁　

建
築
住
宅
課
と
建
築
指
導
課
の
２

課
が
対
応
し
て
い
る
。
相
談
内
容
も
多
岐
に

わ
た
り
、
関
連
部
署
と
連
携
を
と
り
、
相
談

内
容
に
応
じ
た
精
通
す
る
職
員
で
の
対
応
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
相
談
体
制
の
強
化

と
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
に
向
け
た
組
織
体
制
の

課
題
整
理
な
ど
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

●
要
望　
ま
ず
相
談
が
で
き
、
答
え
が
見
つ

か
る
窓
口
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
大
変
重
要

で
あ
る
。
空
家
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
一
元

化
に
つ
い
て
も
ぜ
ひ
検
討
を
。

日
和
千
賀
子
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
新
子
育
て
支
援
交
付
金
に
つ
い
て
》

●
質
問　
大
阪
府
は
乳
幼
児
医
療
拡
充
を
含

む
子
育
て
支
援
施
策
の
充
実
を
支
援
す
る
た

め
、
新
子
育
て
支
援
交
付
金
を
創
設
し
た
。

こ
の
交
付
金
を
用
い
た
事
業
内
容
は
。

●
答
弁　

新
子
育
て
支
援
交
付
金
を
活
用
し

て
い
る
事
業
の
う
ち
優
先
枠
配
分
事
業
は
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
で
あ
る
、
日
常
生
活
支

援
事
業
、
居
場
所
づ
く
り
事
業
、
学
習
支
援

事
業
、
発
達
に
障
害
が
あ
る
児
童
の
居
場
所

づ
く
り
と
い
じ
め
防
止
の
た
め
の
研
修
及
び

実
践
事
業
の
４
事
業
。
成
果
配
分
枠
事
業
は
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
。
日
常
生
活
支
援

事
業
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
連
携
支
援
員
等

を
配
置
。
居
場
所
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
は
、

子
供
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
を
地
域

と
連
携
し
な
が
ら
支
援
を
し
て
い
く
事
業
を

実
施
。

●
質
問　
行
政
と
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
事

業
を
行
っ
て
い
る
方
々
が
共
に
、
羽
曳
野
市

に
は
こ
の
事
業
が
必
要
だ
と
し
て
実
施
し
て

い
る
と
考
え
る
。
新
子
育
て
支
援
交
付
金
は

平
成
29
年
度
ま
で
は
続
け
ら
れ
る
が
、
そ
の

後
の
事
業
実
施
は
可
能
な
の
か
。
必
要
な
事

業
な
ら
財
源
の
確
保
を
行
い
、
存
続
す
べ
き

で
は
。

●
答
弁　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律

が
平
成
26
年
に
施
行
。
地
方
公
共
団
体
が
行

う
子
ど
も
の
貧
困
対
策
事
業
は
継
続
し
て
い

く
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

●
要
望　
子
育
て
連
携
支
援
員
は
支
援
の
必

要
な
子
供
に
支
援
が
的
確
に
、
よ
り
早
く
結

び
つ
く
よ
う
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
養
育

支
援
法
の
事
業
に
お
い
て
、
子
育
て
連
携
支

援
員
を
配
置
し
、
事
業
の
拡
大
を
図
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
に
対
し
大
変
期
待
を
し
て
い

る
。
法
律
が
制
定
さ
れ
て
２
年
。
子
供
の
貧

困
問
題
に
対
し
理
解
を
得
ら
れ
て
い
な
い
事

も
あ
る
。
今
の
子
供
た
ち
こ
そ
が
日
本
の
将

来
を
背
負
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

材
で
あ
る
こ
と
を
重
く
受
け
と
め
、
き
っ
か

け
に
な
る
所
を
も
っ
と
増
や
す
こ
と
が
必

要
。
早
急
に
地
域
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢

の
方
々
が
気
軽
に
集
え
る
場
の
提
供
を
要

望
。

《
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
に
つ
い
て
》

●
質
問　
平
成
30
年
度
に
は
全
て
の
市
町
村

で
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
設
置
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
認
知
症
の
初
期
に

特
化
し
た
専
門
職
の
チ
ー
ム
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
は
う
れ
し
く
思
う
。
地
域
や
介
護
事

業
所
な
ど
へ
の
周
知
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

当
市
に
お
い
て
、
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
の
取
り
組
み
は
こ
れ
か
ら
。

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
理
解
い
た

だ
き
、
取
り
組
み
等
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
認
知
症
に
対
し
て
安
心
感
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
と
考
え
る
。
今
後
、
取
り
組

み
に
際
し
て
周
知
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

●
要
望　
認
知
症
の
初
期
段
階
こ
そ
診
断
を

受
け
、
症
状
の
原
因
で
あ
る
疾
病
な
ど
を
発

見
す
る
こ
と
に
よ
り
、
進
行
を
投
薬
で
抑
え

ら
れ
た
り
も
す
る
。
複
数
の
専
門
職
の
チ
ー

ム
と
い
う
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の

設
置
を
早
急
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
専
門
職
と
共
に
地
域
の

現
状
を
話
す
機
会
を
つ
く
る
こ
と
で
、
間
違

っ
た
判
断
を
せ
ず
、
初
期
の
認
知
症
の
方
を

よ
り
早
く
見
き
わ
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
。
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
が
す
ば
ら
し
い
人
材
で
構
成
さ
れ
て
も
、

情
報
な
し
で
は
役
に
は
立
た
な
い
。
不
安
に

思
わ
れ
て
い
る
方
に
適
切
な
支
援
が
届
け
ら

れ
る
よ
う
仕
組
み
づ
く
り
を
要
望
。

4
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嶋
田
　
丘
（
日
本
共
産
党
）

《
中
学
校
給
食
の
現
状
と
方
向
性
に
つ
い
て
》

●
質
問　
中
学
校
給
食
が
全
国
に
比
べ
大
阪

は
遅
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
羽
曳
野
市
は
ど

う
か
。
府
内
43
自
治
体
の
う
ち
29
の
自
治
体

が
全
員
給
食
。
当
市
の
よ
う
に
選
択
制
は
12

自
治
体
と
少
数
派
で
あ
る
。
こ
の
現
状
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

全
国
的
に
見
て
近
畿
の
実
施
率
は

低
い
。
大
阪
府
は
73
．
１
％
と
な
っ
て
い
る
。

全
員
か
選
択
か
は
自
治
体
の
取
り
組
み
方
針

か
ら
判
断
さ
れ
て
い
る
。
当
市
で
は
、
家
庭

弁
当
を
通
じ
た
親
子
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
育
ん
で
い
く
観
点
か
ら
選
択
制
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
質
問　
親
子
の
つ
な
が
り
や
弁
当
を
持
参

で
き
な
い
生
徒
へ
の
食
事
の
提
供
と
い
う
域

を
出
な
い
の
は
教
育
委
員
会
の
中
学
校
給
食

に
対
す
る
思
考
停
止
状
況
で
あ
る
。
学
校
給

食
は
食
育
で
あ
り
教
育
の
一
環
で
あ
る
。
こ

の
観
点
を
追
求
す
る
の
が
教
育
委
員
会
の
責

務
で
あ
る
。
現
在
の
中
学
校
給
食
が
最
善
の

方
法
と
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

食
育
で
は
、
給
食
だ
け
に
限
ら
ず

生
き
る
力
を
育
み
、
自
立
を
支
援
す
る
教
育

目
標
の
観
点
か
ら
、
食
に
関
す
る
正
し
い
知

識
と
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。
選
択
制
の
中
学
校

給
食
は
現
時
点
で
は
最
善
の
制
度
だ
と
考
え

て
い
る
。

●
意
見　
答
弁
は
現
状
を
是
と
し
て
そ
の
域

を
超
え
ら
れ
な
い
、
ま
さ
に
思
考
停
止
で
あ

る
。
現
状
を
み
て
当
市
の
給
食
を
ど
う
す
る

か
、こ
の
観
点
で
再
度
や
り
方
を
考
え
る
べ
き
。

《
エ
ア
コ
ン
設
置
計
画
の
前
倒
し
に
つ
い
て
》

●
質
問　
エ
ア
コ
ン
設
置
は
、
長
年
の
請
願

な
ど
で
要
望
が
実
っ
た
結
果
で
あ
る
。
設
置

に
向
け
た
取
り
組
み
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

ま
た
、
前
倒
し
を
し
、
早
期
の
設
置
は
で
き

な
い
か
。

●
答
弁　

平
成
28
年
度
か
ら
４
カ
年
計
画
で

事
業
を
進
め
て
い
る
。
平
成
29
年
度
か
ら
工

事
を
実
施
し
、
残
り
は
、
平
成
30
年
度
と
31

年
度
の
２
カ
年
で
設
置
予
定
。
前
倒
し
に
つ

い
て
は
、
耐
震
化
を
最
重
要
課
題
と
し
て
進

め
て
き
た
が
、
暑
さ
対
策
も
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
耐
震
化
事
業
と
同
時
並
行
で
優
先
順

位
の
前
倒
し
を
し
、
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

●
質
問　
耐
震
化
と
同
時
並
行
で
前
倒
し
と

い
う
こ
と
だ
が
、
保
護
者
の
願
い
は
１
年
で
、

あ
る
い
は
２
年
ぐ
ら
い
で
完
了
し
て
ほ
し
い

と
い
う
も
の
。
子
ど
も
の
学
校
生
活
の
実
態

か
ら
見
て
早
期
の
設
置
は
必
要
で
あ
る
。
一

刻
も
早
い
時
期
に
設
置
す
る
考
え
は
。

●
答
弁　

子
ど
も
た
ち
の
体
調
管
理
に
関
し

て
、
暑
さ
対
策
の
た
め
の
予
算
は
引
き
続
き

計
上
し
取
り
組
ん
で
い
く
。
耐
震
化
事
業
と

並
行
し
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
全
小
・
中
学

校
に
設
置
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

エ
ア
コ
ン
設
置
を
決
定
し
た
以

上
、
求
め
ら
れ
る
の
は
ス
ピ
ー
ド
で
あ
る
。

子
ど
も
の
現
状
把
握
と
使
命
感
を
も
っ
て
一

刻
も
早
い
時
期
に
設
置
で
き
る
よ
う
最
善
を

尽
く
す
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

《
道
路
の
陥
没
に
つ
い
て
》

●
質
問　
福
岡
の
博
多
駅
前
で
大
規
模
な
道

路
陥
没
事
故
が
あ
っ
た
が
、
羽
曳
野
市
の
道

路
は
陥
没
の
お
そ
れ
は
な
い
の
か
。
調
査
や

対
策
は
し
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
空
洞
調
査
を

行
い
、
陥
没
発
生
防
止
に
努
め
て
い
る
。
今

後
も
安
心
・
安
全
に
道
路
利
用
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

広
瀬
公
代
（
日
本
共
産
党
）

《
子
供
の
貧
困
の
実
態
と
対
策
に
つ
い
て

●
質
問　
子
供
の
貧
困
が
大
き
な
社
会
問
題

に
な
る
中
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
法
が
で
き
、

現
在
全
て
の
都
道
府
県
で
計
画
の
策
定
等
が

進
ん
で
い
る
。
大
阪
府
の
調
査
は
、
大
阪
市

や
八
尾
市
な
ど
共
同
調
査
を
し
た
13
市
を
除

く
市
町
村
の
８
千
人
を
対
象
に
行
い
、
回
収

率
は
30
％
。
こ
れ
で
当
市
の
子
供
の
実
態
が

わ
か
る
の
か
。
市
独
自
に
面
談
、
聞
き
取
り

な
ど
実
態
が
わ
か
る
調
査
を
し
、
計
画
と
目

標
を
具
体
的
に
持
ち
、
貧
困
対
策
に
取
り
組

む
べ
き
だ
が
ど
う
か
。
大
阪
府
の
新
子
育
て

交
付
金
１
千
万
円
で
取
り
組
む
日
常
生
活
支

援
事
業
、
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
、
学
習
支

援
事
業
は
、
国
・
府
に
し
っ
か
り
継
続
と
充

実
を
求
め
、
市
独
自
の
充
実
も
し
、
交
付
金

が
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
市
の
責
任
で
継
続

す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

●
答
弁　

府
の
調
査
で
本
市
の
子
供
の
実
態

把
握
は
で
き
な
い
。
事
業
を
実
施
す
る
中
で
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
情
報
共
有
を
図
り
実

態
を
把
握
し
て
い
き
た
い
。
府
の
交
付
金
が

な
く
な
っ
て
も
、
国
の
事
業
予
算
や
、
他
の

補
助
金
を
研
究
し
、
財
政
支
援
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
最
大
限
努
力
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　
市
独
自
の
実
態
調
査
を
し
、
専
門

家
を
交
え
て
具
体
的
な
施
策
と
目
標
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
府
の
事
業
は
国
、

府
に
財
政
を
求
め
る
だ
け
で
な
く
、
市
と
し

て
も
し
っ
か
り
継
続
、
充
実
し
て
ほ
し
い
。

《
就
学
援
助
に
つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
は
就
学
援
助
の
支
給
基
準
が

生
活
保
護
費
の
１
．
05
倍
と
大
変
厳
し
い
。

金
額
が
か
さ
む
入
学
準
備
金
の
増
額
と
、
２

～
３
月
に
前
倒
し
支
給
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

●
答
弁　

新
入
学
用
品
費
の
増
額
は
、
他
市

町
村
の
動
向
や
市
の
財
政
状
況
を
鑑
み
、
慎

重
な
検
討
が
必
要
。
現
段
階
で
は
増
額
の
考

え
は
な
い
。
３
月
支
給
は
事
務
処
理
上
も
困

難
。
制
度
の
改
善
等
は
国
の
動
向
を
注
視
し
、

多
く
の
方
に
支
援
で
き
る
よ
う
配
慮
し
た
い
。

●
要
望　
ど
の
子
も
お
金
の
心
配
な
く
学
校

に
通
え
る
よ
う
に
、
憲
法
で
義
務
教
育
は
無

償
と
定
め
て
あ
る
。
義
務
教
育
学
校
で
必
要

な
も
の
は
全
て
国
、
地
方
自
治
体
の
責
任
で

給
付
を
す
る
べ
き
。
国
に
補
助
制
度
の
復
活

と
増
額
を
求
め
、
市
の
基
準
と
支
給
額
の
引

き
上
げ
、
前
倒
し
支
給
の
実
施
を
強
く
要
望
。

《
高
齢
者
の
貧
困
の
実
態
と
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
で
は
約
３
．
５
人
に
１
人
が

65
歳
以
上
。
う
ち
約
62
％
が
住
民
税
非
課
税
。

介
護
保
険
料
は
年
金
月
額
が
１
万
５
千
円
か

ら
天
引
き
さ
れ
る
。
住
民
税
非
課
税
の
方
に

保
険
料
の
負
担
を
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
。

減
免
分
は
一
般
会
計
か
ら
補
填
す
る
べ
き
。

地
方
自
治
体
の
役
割
は
住
民
の
福
祉
の
向
上

で
あ
り
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
や
福
祉
を
き
ち

ん
と
守
る
立
場
に
立
つ
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

●
答
弁　

社
会
保
障
の
一
つ
で
あ
る
介
護
保

険
は
、
当
初
か
ら
半
分
を
公
費
で
、
残
り
を

保
険
料
で
賄
う
と
い
う
制
度
設
計
。
ま
す
ま

す
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
で
、
介
護
、
医
療

の
制
度
を
持
続
可
能
と
す
る
た
め
な
ど
の
見

直
し
で
は
、
高
齢
者
の
生
活
実
態
へ
の
配
慮

は
行
わ
れ
て
き
た
と
同
時
に
、
今
後
も
そ
う

で
あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
社
会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
高
齢

者
が
、
必
要
な
医
療
、
介
護
を
受
け
ら
れ
、

尊
厳
を
持
っ
て
暮
ら
せ
、
長
寿
を
喜
び
合
え

る
よ
う
、
実
態
を
し
っ
か
り
把
握
し
、
社
会

保
障
と
し
て
必
要
な
施
策
を
国
や
府
に
し
っ

か
り
求
め
、
市
も
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
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若
林
信
一
（
日
本
共
産
党
）

《
来
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
》

●
質
問　
来
年
度
の
予
算
編
成
時
期
に
当
た

り
、
予
算
編
成
の
主
な
特
徴
、
住
民
の
意

見
や
要
望
の
把
握
、
福
祉
の
増
進
と
い
う
市

本
来
の
仕
事
を
施
策
の
重
点
に
し
て
い
る
の

か
。

●
答
弁　

事
務
事
業
の
見
直
し
を
進
め
、
施

策
の
重
点
化
に
よ
る
効
率
的
な
事
業
推
進
を

図
る
。
市
民
の
意
見
や
要
望
の
把
握
は
担
当

各
課
に
届
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

地
方
自
治
体
が
実
施
す
る
施
策
は
、
住
民
の

福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
の
は
基
本
と
認
識
。

●
市
長　

特
に
少
子
化
対
策
、
高
齢
者
対
策

は
推
し
進
め
て
い
き
た
い
。

●
要
望　
予
算
編
成
で
重
要
な
こ
と
は
、
社

会
経
済
情
勢
の
的
確
な
分
析
と
、
住
民
の
切

実
な
要
望
も
含
め
予
算
編
成
の
見
直
し
を
行

う
こ
と
だ
と
考
え
る
。

《
近
鉄
電
車
の
各
駅
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
近
鉄
本
社
に
９
月
、
近
鉄
沿
線
の

日
本
共
産
党
や
利
用
者
と
申
し
入
れ
を
行
っ

て
き
た
。
近
鉄
は
も
ち
ろ
ん
、
住
民
の
命
を

守
る
市
と
し
て
、
果
た
す
べ
き
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
各
駅
の
ホ
ー
ム
に
お
け
る

転
落
防
止
柵
の
設
置
の
件
や
、
３
年
経
つ
が

依
然
と
し
て
終
日
、
駒
ヶ
谷
駅
は
無
人
の
ま

ま
だ
が
、
近
鉄
本
社
と
ど
う
対
応
し
て
き
た

の
か
。

●
答
弁　

転
落
防
止
柵
の
早
期
の
整
備
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
整
備
促
進
に
向
け
、
事
業

者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
な
補
助
制
度

の
拡
充
、
技
術
開
発
の
促
進
が
必
要
不
可
欠

だ
と
考
え
て
い
る
。
関
係
機
関
を
通
じ
国
な

ど
へ
要
望
し
て
い
き
た
い
。
駒
ヶ
谷
駅
の
無

人
化
対
策
は
、
駅
員
の
配
置
が
必
要
と
の
認

識
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
平
成
25
年
12
月
に

駒
ヶ
谷
駅
の
無
人
化
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
後
、

見
直
し
を
求
め
直
接
近
鉄
本
社
へ
文
書
を
持

参
、
市
議
会
に
お
い
て
も
駅
の
無
人
化
に
対

し
駅
係
員
の
配
置
を
求
め
る
決
議
が
平
成
26

年
３
月
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
て
い
る
。

駅
員
の
配
置
が
必
要
と
の
認
識
か
ら
粘
り
強

く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

●
市
長　

近
鉄
と
毎
年
協
議
す
る
中
で
、
市

民
の
安
全
を
図
る
こ
と
を
強
く
申
し
入
れ
て

い
る
。
今
後
も
そ
の
姿
勢
は
変
わ
ら
な
い
。

●
要
望　
各
駅
の
転
落
防
止
柵
の
設
置
は
近

鉄
本
社
や
国
に
要
望
し
、
駒
ヶ
谷
駅
の
無
人

化
は
一
日
も
早
く
人
的
な
対
応
が
で
き
る
よ

う
近
鉄
と
協
議
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
。

《
府
営
古
市
住
宅
の
建
て
か
え
に
つ
い
て
》

●
質
問　
府
営
古
市
住
宅
に
住
む
人
た
ち
と

日
本
共
産
党
が
11
月
に
府
と
交
渉
を
行
っ
た

が
、
府
内
で
建
て
か
え
が
最
も
遅
れ
た
住
宅

で
、
戸
数
は
当
初
の
６
９
６
戸
が
２
１
５
戸

減
っ
て
極
め
て
深
刻
な
状
態
。
建
て
か
え
の

時
期
、住
宅
内
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、駐
車
場
、犬・猫
な

ど
の
ペ
ッ
ト
へ
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

●
答
弁　

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
38
年
度
に

か
け
工
事
を
行
い
、
入
居
開
始
は
第
１
期
が

平
成
30
年
５
月
、
第
４
期
は
平
成
37
年
度
を

予
定
。
施
設
内
の
街
灯
や
通
路
の
照
明
は
Ｌ

Ｅ
Ｄ
の
予
定
で
、
駐
車
台
数
は
建
設
戸
数
の

６
割
を
計
画
。
犬
・
猫
な
ど
の
飼
育
は
原
則

禁
止
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

●
副
市
長　

入
居
者
数
の
確
保
だ
け
で
な
く

要
支
援
世
帯
に
対
す
る
住
宅
供
給
目
標
量
の

関
係
で
改
善
に
つ
い
て
府
に
要
望
し
て
い
る
。

●
要
望　
第
４
期
入
居
が
今
か
ら
９
年
10
年

先
。
10
年
先
も
命
が
あ
る
か
ど
う
か
住
民
の

願
い
は
切
実
。
府
に
入
居
時
期
を
早
め
る
よ

う
要
請
し
て
ほ
し
い
。
戸
数
を
減
ら
す
の
が

今
の
大
阪
府
の
政
治
だ
が
、
当
初
の
戸
数
が

確
保
で
き
る
よ
う
府
に
働
き
か
け
る
こ
と
を

要
望
。

上
薮
弘
治
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
財
政
健
全
化
に
つ
い
て
》

●
質
問　
平
成
28
年
度
末
で
収
支
報
告
を
閉

め
た
場
合
、
借
金
が
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
の

か
、
予
測
額
は
。
ま
た
、
平
成
28
年
度
終
了

時
に
実
質
公
債
費
比
率
は
ど
れ
く
ら
い
の
パ

ー
セ
ン
テ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
平
成

27
年
度
の
決
算
で
は
自
主
財
源
が
約
39
％
、

依
存
財
源
が
約
61
％
で
あ
っ
た
が
、
平
成
28

年
度
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
り
そ
う
か
。

●
答
弁　

借
金
額
は
平
成
28
年
度
決
算
時

点
で
の
一
般
会
計
地
方
債
残
額
と
し
て
約

３
８
７
億
円
と
見
込
ん
で
い
る
。
実
質
公
債

費
比
率
は
平
成
27
年
度
と
比
較
す
る
と
、
地

方
債
元
利
償
還
額
が
減
少
す
る
と
見
込
ん
で

い
る
。
自
主
財
源
比
率
は
直
近
３
ケ
年
で

40
％
を
割
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
28

年
度
決
算
時
点
に
お
い
て
も
40
％
前
後
で
推

移
す
る
と
考
え
る
。

●
質
問　
ト
リ
プ
ル
ス
リ
ー
の
改
革
を
提
案

す
る
。
①
自
主
財
源
の
３
％
向
上
で
目
標
が

43
％
、②
実
質
公
債
費
比
率
９
．
３
％
を
６
．

３
％
に
改
善
、
③
歳
出
額
３
％
削
減
で
一
般

会
計
約
４
０
０
億
円
の
３
％
削
減
効
果
は
約

12
億
円
で
、
こ
の
額
は
起
債
せ
ず
に
小
・
中

学
校
の
全
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
で
き
る

額
に
匹
敵
す
る
。
こ
れ
ら
は
決
し
て
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
や
切
り
捨
て
る
こ
と
で
は
な

く
、
民
間
で
い
う
ニ
ー
ズ
の
な
い
商
品
の
ア

イ
テ
ム
整
理
で
あ
る
が
、
当
市
の
考
え
は
。

●
答
弁　

自
主
財
源
比
率
の
目
標
設
定
は
、

大
幅
な
市
税
の
増
収
は
見
込
め
な
い
状
況
で

あ
り
、
３
％
の
向
上
と
い
う
数
値
は
す
ぐ
に

は
達
成
で
き
な
い
数
字
で
あ
る
。
実
質
公
債

費
比
率
の
目
標
設
定
は
、
最
近
３
年
間
で
１
．

５
％
と
な
っ
て
お
り
、
大
幅
に
改
善
す
る
に

は
時
間
が
か
か
る
。
総
事
業
費
の
削
減
に
つ

い
て
は
、
財
政
担
当
と
し
て
現
在
各
課
か
ら

の
要
求
に
対
し
て
、
事
業
ご
と
に
、
必
要
性

や
計
上
さ
れ
て
い
る
要
求
額
が
適
正
か
ど
う

か
精
査
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●
質
問　
将
来
の
借
金
返
済
に
向
け
て
減
債

基
金
を
設
け
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
そ
し
て

減
債
基
金
条
例
を
設
け
、
有
事
の
際
に
は
基

金
を
取
り
崩
せ
る
ル
ー
ル
を
つ
く
れ
ば
、
不

測
の
事
態
に
対
処
で
き
る
と
考
え
る
が
、
市

長
の
考
え
は
。

●
市
長　

減
債
基
金
に
つ
い
て
は
有
効
な
基

金
で
あ
る
と
考
え
る
。
現
在
基
金
と
し
て
運

用
し
て
い
る
公
債
費
の
管
理
基
金
と
あ
わ
せ

て
検
討
す
る
よ
う
財
政
の
ほ
う
に
も
指
示
を

出
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　
借
金
返
済
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
羽

曳
野
市
、
次
世
代
に
ツ
ケ
を
残
さ
な
い
羽
曳

野
市
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

《
公
会
計
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い
て
》

●
質
問　
総
務
省
推
奨
の
統
一
モ
デ
ル
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
形
上
の
導
入
で
は
意
味
が
な

い
。
独
自
の
公
会
計
シ
ス
テ
ム
に
し
て
い
く

考
え
は
。

●
答
弁　

総
務
大
臣
よ
り
要
請
が
あ
っ
た
統

一
的
な
基
準
に
よ
る
地
方
公
会
計
の
整
備
が

進
み
、
ス
ト
ッ
ク
情
報
等
の
団
体
間
比
較
が

可
能
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
り
作
成
し
た
財
務

書
類
の
活
用
を
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
独
自
モ
デ
ル
へ
移
行
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

●
要
望　
今
後
の
羽
曳
野
市
に
向
け
て
、
独

自
モ
デ
ル
を
構
築
し
て
も
ら
い
た
い
。
独
自

モ
デ
ル
が
無
理
な
ら
ば
、
統
一
モ
デ
ル
に
市

独
自
の
資
料
・
情
報
な
ど
を
添
付
す
る
こ
と

を
考
え
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
徹
底
し
た
公
会

計
、
財
務
書
類
の
情
報
公
開
を
強
く
要
望
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
竹
内
街
道
の
日
本
遺
産
登
録
に
つ
い
て
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竹
本
真
琴
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
》

●
質
問　
市
の
行
政
事
業
、
教
育
現
場
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
状
況
は
。

●
答
弁　

行
政
事
業
で
は
１
人
１
台
の
パ
ソ

コ
ン
に
て
運
用
し
、
ネ
ッ
ト
環
境
は
有
線
。

教
育
現
場
で
は
電
子
黒
板
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

パ
ソ
コ
ン
、
書
画
カ
メ
ラ
を
活
用
。

●
質
問　
公
共
施
設
へ
の
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
設
置

の
予
算
の
財
源
は
。

●
答
弁　

現
在
古
市
駅
前
東
広
場
の
案
内
所

と
道
の
駅
の
情
報
棟
及
び
管
理
事
務
所
へ
の

設
置
を
進
め
、
整
備
費
用
は
約
２
百
万
円
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
経
費
は
発
生
し
な
い
。
国
で
は

観
光
・
防
災
拠
点
に
無
料
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
整
備

を
推
進
。
地
方
へ
の
補
助
率
は
２
分
の
１
。

●
質
問　
補
助
金
を
活
用
し
た
無
料
Ｗ
ｉ
‐

Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
の
拡
充
は
。

●
答
弁　

国
の
補
助
金
の
活
用
も
含
め
、
観

光
拠
点
や
防
災
拠
点
に
設
置
の
拡
大
を
検
討
。

●
要
望　
全
て
の
業
務
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
今
後
必

須
と
な
る
。
現
在
は
補
助
金
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
、
今
が
採
用
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ

る
。
特
に
公
共
施
設
や
避
難
所
に
つ
い
て
は

早
急
に
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
整
備
を
。

《
公
立
幼
稚
園
・
保
育
園
の
民
営
化
に
つ
い

て
》

●
質
問　
完
全
無
償
化
に
し
た
場
合
の
市
の

負
担
額
は
。
現
在
の
公
立
幼
稚
園
・
保
育
園

の
運
営
費
は
。

●
答
弁　

市
の
負
担
額
は
公
立
幼
稚
園
・
保

育
園
を
合
計
し
約
４
億
４
千
万
円
。
運
営
費

は
公
立
幼
稚
園
が
約
４
億
２
千
万
円
、
公
立

保
育
園
が
約
７
億
６
千
万
円
。

●
質
問　
現
在
の
運
営
費
は
両
園
合
わ
せ
て

約
11
億
８
千
万
円
と
な
る
が
、
民
営
化
し
た

場
合
の
運
営
費
は
。
ま
た
国
、
府
、
市
の
負

担
割
合
及
び
市
の
負
担
額
は
。

●
答
弁　

公
立
幼
稚
園
が
約
２
億
３
千
万

円
。
市
の
負
担
は
約
８
千
万
円
。
公
立
保
育

園
が
約
４
億
６
千
万
円
。
市
の
負
担
は
約

１
億
３
千
万
円
。
国
、
府
、
市
の
負
担
は
国

が
２
分
の
１
、
都
道
府
県
と
市
町
村
が
４
分

の
１
ず
つ
。

●
質
問　
守
口
市
で
は
既
に
公
立
幼
稚
園
・

保
育
園
の
民
営
化
、
完
全
無
償
化
を
実
施
す

る
方
針
を
打
ち
出
し
た
が
、
こ
の
英
断
を
ど

う
捉
え
、
ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
。

●
市
長　

守
口
市
の
動
向
に
つ
い
て
一
定
把

握
を
し
て
い
る
。
幼
稚
園
の
統
廃
合
も
含
め

検
討
し
た
い
。
保
育
園
の
運
営
は
民
間
を
主

力
に
し
、
一
方
で
課
題
の
あ
る
子
供
た
ち
の

保
育
等
、
特
色
あ
る
も
の
を
打
ち
出
す
園
と

し
て
公
立
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
責
任
を
持
っ
て
前
に
進
め
て
い
く
。

●
質
問　
今
後
の
認
可
外
保
育
施
設
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

●
市
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
認
可
外
の
あ
り
方
が

あ
る
の
で
、
ま
と
め
て
市
が
援
助
・
補
助
と

い
っ
た
見
解
は
な
い
が
、
で
き
る
こ
と
は
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

●
要
望　
民
営
化
、
完
全
無
償
化
が
実
現
す

れ
ば
、
若
い
世
帯
の
移
住
や
定
住
も
期
待
で

き
、
す
ば
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

と
感
じ
る
。
今
後
は
民
営
化
、
完
全
無
償
化

に
向
け
た
計
画
を
英
断
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
強
く
希
望
す
る
。
ま
た
認
可
外
保
育
施
設

も
、
公
私
立
保
育
園
や
事
業
所
内
保
育
施
設

と
連
動
し
て
い
く
仕
組
み
を
構
築
し
、
共
働

き
家
庭
や
隠
れ
待
機
児
童
の
た
め
に
も
安
心

し
て
運
営
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
よ
り
よ
い
子
育
て
環
境
の
構
築
を
要
望
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
観
光
事
業
に
お
け
る
現
状
と
今
後
の
展
開

に
つ
い
て

花
川
雅
昭
（
市
民
ク
ラ
ブ
））

《
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て
》

●
質
問　
市
民
会
館
、
市
民
プ
ー
ル
、
給
食

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
老
朽
化
施
設
に
つ
い
て
の

検
討
は
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
の
か
。

●
答
弁　

耐
震
診
断
の
結
果
も
悪
く
、
規
模

や
利
用
状
況
等
も
含
め
総
合
的
に
検
討
す
る
。

他
の
施
設
よ
り
も
優
先
順
位
は
高
く
、
財
政
状

況
等
を
考
慮
し
な
が
ら
現
在
検
討
し
て
い
る
。

●
要
望　
市
と
し
て
の
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
で

あ
る
第
６
次
総
合
基
本
計
画
を
初
め
と
す
る

各
計
画
に
お
い
て
、
今
後
人
口
減
少
や
施
設

の
利
便
性
、
市
民
の
声
、
そ
し
て
財
政
面
な

ど
を
よ
く
精
査
し
、
市
民
が
安
心
で
き
る
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
実
行
を
望
む
。

《
行
政
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
》

●
質
問　
通
報
ア
プ
リ
を
使
用
し
た
、
危
険

情
報
と
迅
速
な
対
応
に
つ
い
て
、
安
価
で
簡

単
に
す
ぐ
活
用
で
き
る
既
成
ア
プ
リ
や
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
な
ど
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

●
答
弁　

全
国
的
に
通
報
ア
プ
リ
を
導
入
し

て
い
る
自
治
体
は
ま
だ
少
な
い
。
内
容
も
そ

れ
ぞ
れ
特
色
が
あ
り
、
課
題
も
あ
る
。
提
案

の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
し
た
ケ
ー
ス
で
は
、
不

適
切
な
投
稿
等
へ
の
対
応
に
加
え
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
等
の
課
題
が
考
え
ら
れ
る
。
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
経
費
や
財

源
等
を
含
め
調
査
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
意
見　
汎
用
性
の
あ
る
ア
プ
リ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
等
を
駆
使
し
、
行
政
に
情
報
が
迅
速
に
伝

わ
り
、
市
民
に
少
し
で
も
安
心
し
て
い
た
だ

け
る
の
な
ら
実
行
す
る
べ
き
だ
。

《
恵
我
之
荘
の
ま
ち
づ
く
り
に
係
る
補
助
金
等

に
つ
い
て
》

●
質
問　
国
や
府
の
補
助
金
や
交
付
金
な
ど

の
検
索
や
検
討
は
。

●
答
弁　

本
市
の
よ
う
に
財
政
基
盤
が
弱
い

地
方
公
共
団
体
は
、
国
や
大
阪
府
の
補
助
金

や
交
付
金
は
、
市
の
施
策
を
実
施
す
る
上
で

貴
重
な
財
源
で
あ
る
。
事
業
実
施
担
当
課
に

対
し
、
国
、
府
等
の
情
報
に
つ
い
て
常
に
積

極
的
に
収
集
を
図
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。

●
質
問　
市
単
独
（
補
助
対
象
外
）
事
業
の

補
助
金
な
ど
獲
得
手
法
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

交
付
金
等
の
対
象
と
な
ら
な
い
事

業
は
、
担
当
課
が
大
阪
府
等
の
交
付
金
担
当

窓
口
と
の
折
衝
や
協
議
を
通
じ
、
対
象
と
な

り
得
る
可
能
性
を
探
求
し
て
い
る
。

●
質
問　
恵
我
ノ
荘
駅
南
側
広
場
事
業
、
恵

我
ノ
荘
駅
周
辺
整
備
事
業
に
関
す
る
補
助

金
、
交
付
金
制
度
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

●
答
弁　

恵
我
ノ
荘
駅
南
側
広
場
事
業
は
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
対
象
と
し
て

見
据
え
、
恵
我
ノ
荘
駅
周
辺
整
備
の
交
付
金

獲
得
に
向
け
た
大
阪
府
と
の
協
議
で
は
、
現

道
を
単
に
拡
幅
す
る
整
備
で
は
交
付
金
事
業

と
し
て
採
択
は
難
し
い
旨
の
回
答
で
あ
る
。

●
質
問　
事
業
費
の
確
保
は
。

●
市
長　

府
道
郡
戸
大
堀
線
の
拡
幅
と
同
時

に
、
恵
我
之
荘
の
南
側
の
整
備
事
業
と
あ
わ

せ
て
一
挙
に
解
決
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
財
源
う
ん
ぬ
ん
で
は
な
く
、
で
き
る
も

の
と
い
う
形
の
中
で
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

事
業
の
進
展
は
見
ら
れ
な
い
。
私
は
こ
の
事

業
に
か
け
て
い
る
。

●
意
見　
事
業
を
進
め
る
上
で
必
要
な
費
用

は
、
補
助
金
、
交
付
金
は
も
と
よ
り
、
市
の

単
独
予
算
を
投
入
し
、
市
長
の
力
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
行
え
る
と
確
認
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
Ｐ
Ｐ
Ｐ
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
の
官
民
連
携
事
業

に
つ
い
て

●
電
子
行
政
に
対
す
る
当
市
の
展
望
に
つ
い

て
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笠
原
由
美
子
（
公
明
党
）

《
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
係
ツ
ー
ル
を
自
治
体
は

ど
う
活
用
す
る
の
か
》

●
質
問　
総
務
省
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
活

用
メ
ニ
ュ
ー
を
発
信
し
て
い
る
。
今
後
、
生

活
に
大
き
く
関
与
し
、
子
育
て
関
係
サ
ー
ビ

ス
検
索
や
、
ひ
と
り
親
、
障
害
児
支
援
等
の

申
請
、
児
童
手
当
や
保
育
所
、
母
子
手
帳
の

手
続
、
乳
幼
児
健
診
、
予
防
接
種
時
期
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
の
フ
ォ
ロ
ー
等
、
平
成
30
年
６

月
か
ら
の
運
用
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
市

の
取
り
組
み
は
。
情
報
提
供
・
発
信
に
つ
い

て
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ
り
、
市
の
顔

で
あ
る
。
今
後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見
直
し
計

画
は
あ
る
の
か
。

●
答
弁　

子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
児
童
手
当
、
保
育
、
ひ
と
り
親
支

援
、
母
子
保
健
の
業
務
で
オ
ン
ラ
イ
ン
通
知

や
申
請
な
ど
の
実
現
に
向
け
情
報
収
集
し
て

い
る
段
階
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
移
住
・
定

住
促
進
の
た
め
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
付
加

し
、
全
面
更
新
を
決
定
、
来
年
４
月
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
に
向
け
て
作
業
中
。

●
質
問　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
市
の
ア
ピ
ー
ル

や
、
市
民
に
対
し
丁
寧
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る

こ
と
を
わ
か
る
よ
う
に
す
べ
き
。
例
と
し
て

羽
曳
野
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
や
ス
マ
ー
ト
ウ
エ

ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
等
、
責
任
あ
る
形
で
の
運
用

の
考
え
は
。
ま
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
市
の

ア
プ
リ
で
簡
単
に
見
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り

の
考
え
は
。

●
答
弁　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見
直
し
は
、
移

住
・
定
住
促
進
の
た
め
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
構
築
し
、
市
の
魅
力
を
発
信
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
は
、
４

月
以
降
に
、
使
い
や
す
い
も
の
を
、
と
考
え

て
い
る
。

●
要
望　
市
民
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

が
生
活
に
密
着
し
、
今
後
生
活
の
中
に
入
っ

て
く
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大

事
。
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
検
索
が
進
む
こ

と
を
大
き
く
期
待
す
る
。

《
地
域
に
お
け
る
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
に

つ
い
て
》

●
質
問　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

２
０
２
５
年
を
目
途
に
、
医
療
と
介
護
の
両

方
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
、
住
み
な
れ
た

地
域
で
支
援
を
受
け
な
が
ら
自
分
ら
し
い
暮

ら
し
を
人
生
の
最
期
ま
で
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
在
宅
医
療
と
介
護
を
一
体
的
に
提
供
す

る
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。
在
宅
医
療
・
介
護

連
携
事
業
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

●
答
弁　

多
職
種
間
の
相
互
理
解
や
情
報
共

有
の
課
題
が
あ
り
、
平
成
27
年
度
よ
り
介
護

保
険
法
の
地
域
支
援
事
業
に
お
け
る
包
括
的

支
援
事
業
の
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事

業
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
事
業

に
つ
い
て
は
、
課
題
に
対
し
て
広
く
関
係
者

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
介
護
保
険
等
推
進

協
議
会
で
も
協
議
し
て
い
く
。

●
要
望　
地
域
包
括
の
名
の
も
と
、
多
く
の

課
題
が
今
後
も
地
域
を
中
心
に
動
き
出
す
。

市
医
師
会
と
の
連
携
は
、
こ
の
事
業
を
進
め

る
に
当
た
り
55
の
医
療
機
関
に
大
き
な
負
担

を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
丁
寧
な
連

携
の
も
と
、
意
思
が
通
い
合
う
連
携
を
お
願

い
し
、
在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
の
一
体
化

に
対
す
る
取
り
組
み
を
願
う
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
高
校
受
験
に
お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
に
つ
い
て
（
詳
細
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

11
月
24
日
㈭

11
月
30
日
㈬

12
月
8
日
㈭

12
月
9
日
㈮

12
月
13
日
㈫

12
月
14
日
㈬

12
月
15
日
㈭

12
月
21
日
㈬

○
議
会
運
営
委
員
会

○
本
会
議
第
1
日
目

・
議
案
審
議

○
本
会
議
第
2
日
目

・
一
般
質
問
（
5
議
員
質
問
）

○
幹
事
長
会
議

○
本
会
議
第
3
日
目

・
一
般
質
問
（
6
議
員
質
問
）

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

○
民
生
産
業
常
任
委
員
会

○
議
会
改
革
特
別
委
員
会

○
幹
事
長
会
議

○
議
会
運
営
委
員
会

○
本
会
議
第
4
日
目

・
委
員
長
報
告
等

○
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

◇
定
例
会
の
あ
ゆ
み
◇

　
　
委
員
長 

花
川
雅
昭
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
を
受

け
た
１
件
の
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
平
成
28
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）】

　

審
査
の
過
程
で
、
保
育
所
整
備
、
小
・
中

学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
係
る
国
・
府
か
ら

の
交
付
金
の
補
助
率
や
、
地
方
債
で
は
な
く

各
基
金
の
積
み
立
て
を
取
り
崩
す
考
え
の

有
無
な
ど
に
つ
い
て
尋
ね
る
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
基
金
活
用
の
ル
ー
ル
化

や
、
エ
ア
コ
ン
設
置
時
期
の
前
倒
し
な
ど
の

要
望
が
あ
り
ま
し
た
が
、
特
に
問
題
と
な
る

点
も
な
く
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
　
委
員
長 

日
和
千
賀
子（
大
阪
維
新
の
会
）

　

民
生
産
業
常
任
委
員
会
で
は
付
託
を
受

け
た
議
案
１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
を
定
め
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　

審
査
の
過
程
で
、
本
条
例
の
制
定
に
よ
り

減
少
す
る
農
業
委
員
の
人
選
の
進
め
方
や
、

新
た
な
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
役

割
な
ど
に
つ
い
て
尋
ね
る
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
法
令

に
基
づ
き
制
定
さ
れ
、
特
に
問
題
と
な
る
点

も
な
く
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
産
業
常
任
委
員
会

　
《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　
　
花
川　
雅
昭　
　
広
瀬　
公
代

　
　
外
園　
康
裕　
　
松
井　
康
夫

　
　
嶋
田　
丘　
　
　
日
和　
千
賀
子

　
　
今
井　
利
三　

◆ 

編
集
後
記 

◆

　

今
回
の
市
議
会
だ
よ
り
は
、
平
成
28
年
第
４
回
定

例
会
の
内
容
と
11
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
を
中

心
に
報
告
し
ま
し
た
。
市
議
会
だ
よ
り
は
、
市
民
の

皆
様
に
で
き
る
だ
け
議
会
活
動
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
限
ら
れ
た
紙
面
の
中
で
定
例
会
の
内
容
な

ど
を
要
約
し
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
各
会

議
録
検
索
や
議
案
書
・
議
決
結
果
一
覧
表
、
議
会
映

像
配
信
や
声
の
市
議
会
だ
よ
り
の
視
聴
が
で
き
、
ほ

か
に
も
政
務
活
動
費
収
支
報
告
書
の
公
開
な
ど
、
市

民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
委
員
一
同
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご

意
見
、
ご
要
望
な
ど
を
大
切
に
し
「
市
議
会
だ
よ
り
」

の
編
集
活
動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援

ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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